
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　たとえ命を失ったとしても後こう悔かいはない









　強風に煽あおられたゴミクズのように吹ふき飛んで転がって、地面との摩ま擦さつに身を削けずられたのちに、俺の体はようやく衝しよう撃げきの慣性を失って止まった。

「──っ……」

　視界がぼやけ、体が焼けるように痛い。

　抜ぬけるような青空の下、俺の意識は混こん濁だくしつつあった。

「テア……くん……？」

　呆ほうけた呼びかけがあった。

　次の瞬しゆん間かん、何が起こったのかを理解したかのように、もう一度──

「──テアくん……っ！」

　それはもはや悲鳴に近かった。地べたに転がる俺のそばへ、一人の女性が駆かけ寄ってきた。酷ひどく狼ろう狽ばいした様子で、その場にしゃがみ込んで──

「どうして……どうして庇かばったりなんか……」

　流れ出る血の感覚。体の背面がどうしようもなく抉えぐれているのが分かった。

　焼けるような痛みはそこから来ているもので、俺の全身を駆け巡めぐっていた。

「──どうして、こんな無茶をしたの……っ!?」

　俺を覗のぞき込むその目には、焦しよう燥そうと涙なみだがあった。

　赤い髪かみが目立つ、とびきりの美人。

　この防衛戦線における現場指揮官。

　俺の訓練生時代の元教官でもあるその人は、ここが戦場であることを忘れているかのように、俺だけに意識を向けていた。

「……俺……なんかに構っている場合じゃ、ないでしょう……？」

　──言葉を振ふり絞しぼる。

　ここは戦場だ。悪あく魔まとの戦地だ。下級、中級の悪魔が飛び交かい、それを押しのける葬そう撃げき士しの攻こう撃げきも飛び交う。そんな中、眼前の陣じんには悪魔の大幹部──極星一三将軍ノツクスジエネラルを名乗る最上級悪魔の一角・アガリアレプトが存在している。

　極星一三将軍クラスの悪魔が前線に出てくることは珍めずらしい。だから俺は最高戦力の一人として先行し、奴やつを手負いにした。あとは陣に退しりぞいたアガリアレプトを仕留めるだけだ。この戦場はもうそういう段階だ。数もこちらが優位で、ヘマさえしなければ勝てる。
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　そんな中で──俺は察知した。

　現場指揮官であるミヤ・サミュエルその人を狙ねらった遠えん距きよ離り魔法攻撃を。

　それは陣に退いたアガリアレプトが発動せしめた、足あ搔がきのような一撃だった。

　自身も最高戦力の一人であるため、ミヤ教官は前線に出ていて──他の悪魔の排はい除じよに目をくれていて、迫せまり来るその攻撃に気付いていなかった。

　だから俺はいても立ってもいられずに引き返し──その結果がこれだった。

「どうして、庇ったりなんか……」

　目に涙を溜ためて、ミヤ教官が再び呟つぶやいた。

　理由なんて、ひとつしかない。俺はただ、あなたを……。

「いいから……俺のことなど気にせず、早くアガリアレプトにトドメを……」

　現場指揮官のあなたが、士気を下げようとしてどうする。

　誉ほまれ高き葬撃士であるならば、悪魔の殲せん滅めつにこそ集中するべきだ。

　そんな俺の想おもいが伝わったのかどうなのか、ミヤ教官は目元をこすりながら頷うなずいた。

「……分かったわ──けれど、君は死なせない」

　近場を奔ほん走そうしていたメディックをつかまえて、ミヤ教官は俺の身をそいつに預けた。

「テアくん……君に助けられたこの命で、この戦場を必ず勝利に導いてみせるわ。だから君も頑がん張ばって。意識を落とさないように気をしっかり持つの。分かったわね？」

「……善処します」

「善処じゃなくて、必ずそうしなさい。いいわね？」

　力強くそう言うと、ミヤ教官は体をひるがえし、敵陣に向かっていった。

　後ろでまとめられた赤い髪には、見ているだけで感じられる頼たのもしさがあった。トレードマークの銃じゆう剣けんを持って、《赤せき蜂ほう》の二つ名にふさわしい振る舞まいで刺さすように撃うち貫つらぬいて前線を上げていく。

　意識が切り替かわり、集中状態に入ったのか、もう油断は見られない。周りさえも勢い付けてゆく、ミヤ教官のリズムだ。この人と一いつ緒しよなら俺も私も活かつ躍やく出来る──そう思わせてくれるだけの雰ふん囲い気きがミヤ教官にはあって、周りからの信しん頼らいが厚い。ゆえに指揮官。あれならきっと、アガリアレプトは倒たおされ、この戦場は勝利に終わるだろう。

　それにしても……意識を保ち続けるというのは、こんなにも辛つらいことだったか？

　痛みすら感じ取れなくなってきて、眠ねむくて、あらゆる面で末期感があった。

「…………」

　すみませんミヤ教官、少しだけ眠らせてください。

　もし二度と目が覚めなかったら、その時はごめんなさい。








第一章　諦あきらめる選せん択たく肢しはない









　幼い頃ころの俺が目の前に居た。

　そんなことが現実に起こりうるはずがないので、これはきっと夢か、幻まぼろしか。

　あるいは走そう馬ま灯とう？

　なんでもいいが、その幼い俺は虐しいたげられていた。

　その赤い目でこっちを見るな！　と通行人が遠巻きに吐はき捨てている。

　狭せまい道で、俺を避さけるように歩く流れが出来ていた。

　差別──……昔の記き憶おく……──忌いま々いましい過去。

　それを打ち破るために、俺は──

「──立ち止まっては、いられなくて……」

「テア、くん……？」

　気が付くと、幼い俺を取り巻く風景がどこかに消え去っていて、目の前に映し出されたのは白い天てん井じよう。漂ただようは薬やく剤ざいの香かおり。清潔感あふれる白いシーツのベッドに寝ねかせられ、そんな俺を一人の女性がおっかなびっくり覗き込んでいるところだった。

「──テアくん……目を覚ましたのね？」

「教、官……？」

　ベッドの傍そばに佇たたずんでいたのは、赤い髪を後ろで束ねた一人のお姉さんだった。

　胸むな元もとが大きく開いた上着に、スリットの入ったタイトなミニスカート。

　くっきりした目元を潤うるませ、けれど安あん堵どしたように静かな笑えみを浮うかべているその女性は間ま違ちがいなく、俺の訓練生時代の元教官──ミヤ・サミュエルその人だった。

「ここは……」

「聖サーリカ記念病院よ」

　帝てい都との、病院……？　そうか……俺は教官を庇って、それで……。

「……俺は、どれくらい寝てましたか？」

「一週間よ」

「一週間も……。じゃあ奴は……アガリアレプトはどうなりました？」

「テアくんに助けられたあと、トドメを刺したわ。戦場の後始末も終わって、だからこうしてここに居られるの。テアくんが目覚めてくれて……本当に良かった」

　俺を眺ながめるその目が、次し第だいにくしゃっと歪ゆがみ、涙がとめどなく溢あふれ出し──

「本当に良かったわ……」

　もう一度呟き、目元をこする。

　それでも教官の涙は収まる気配を見せない。

　俺が目覚めた嬉うれしさ、以外の涙が、そこには混じっているような気がした。

　教官はなぜか、とても悲しそうでもあるのだ。

「……どうしました？」

「ごめんね……こんな言葉だけじゃ、償つぐないきれないんだけど……」

　ぽつりと漏もらされる謝罪の言葉。

　償いきれないとはどういうことか？

　俺は生きているのだから、そんなことはないと思うが……。

　そもそも償いなんていらない。

　ミヤ教官にはそんなことを気にして欲しくはなかった。

　俺はあなたを守れて満足だから。

　そしてこの怪け我がはあなたのせいじゃなくて、自じ業ごう自得でしかないのだから。

「あ、そうだ……先生を呼んでくるわね。目覚めたこと、伝えないと……」

　どこか気まずそうに、俺から逃にげるように、教官は病室の外に向かった。

　結局、重めの謝罪の意味がよく分からないまま、俺は黙だまって待っていることにした。

　体が少し、鈍にぶいような気がした。




　呼んでくるだけにしては遅おそいな、と思い始めたころ、病室の扉とびらがノックされた。今いま更さらながらに、そういえば立派な個室だと気付いた。葬そう撃げき士し協きよう会かいの計らいだろう。

「どうぞ」

　ノックに応対すると、扉が開けられ、二人の男性が入り込んできた。一人は白衣姿の男性で、恐おそらくは俺の主治医。もう一人は葬撃士協会の帝都統とう括かつ理事だった。

　ミヤ教官も最後にやってきた。俺と目が合うと、そそくさと逸そらされた。

「目覚めたとの吉きつ報ぽうを受けて、急いで参った所存だ。誉れ高き《七なな翼よく》の怪かい童どう、テア・フォードアウト、まずは君の命が無事に助かったことを大いに喜ばせてもらいたい」

　理事が歩み寄ってくる。俺が上体を起こそうとすると、理事は手で制した。

「そのままで構わない。幾いく百ひやくの戦いを乗り越こえ、幾千もの悪魔を討とう伐ばつし続けてきた若き英えい雄ゆう殿どのに無理はさせられないのでね」

「お気き遣づかい、痛み入ります」

　そう告げる中、主治医が俺の体を軽く触しよく診しんし始める。どこかおそれ多そうな態度。それは俺への敬意がそうさせるのか、あるいは俺の性質を畏おそれているだけなのか。

　ともあれ、理事の言葉は続けられた。

「体の具合はどうだね？　良くはなかろうが」

「いえ、比ひ較かく的てき良いのではないかと。俺は《忌いみ子》ですから、回復力は高いです」

　どこぞの悪魔の血を半分引いて産まれた存在──それが忌み子だ。

　忌み子は皆みな、非ひ凡ぼんな身体能力と人域を超こえた回復力、そして赤い瞳ひとみを備えている。

　だから普ふ通つうの人とは違う、何もかも。

「なるほど、その回復力を信頼したいところだが……少し残念なことになっていてね」

　理事がそんなことを言った。触診を終わらせた主治医が、立ち去ろうとする。教官が扉を開けて、一礼しながら主治医を見送っていた。

「残念なこととは……なんでしょう？　俺は何か後こう遺い症しようでも……？」

「端たん的てきに言えば、君はもう戦えない」

　──怖おぞ気け立った。この人は何を言っているのだろうか……そんな風に思いつつも、なんとなく分かってしまう自分が居た。それでも、分かりたくはなかった。

　もう、戦えない……？

　衝しよう撃げきのあまり、体が微み塵じんも動かせない。

　そんな中、嗚お咽えつが木霊こだまする。それは多分、教官の……。

　──ごめんね……こんな言葉だけじゃ、償いきれないんだけど……。

　不意に耳元で、先ほどの教官の謝罪が幻げん聴ちようのように響ひびいた。

　硬こう直ちよくが解けて、俺は顔を上げた。やはり泣いているのは教官で、とても苦しげなその表情を見ただけで、俺の中にも重苦しい塊かたまりが落ちてくるようだった。

　やっと──謝罪の意味が分かった。

　俺が戦えなくなった責任を、教官は感じているのだろう。

　だとすれば俺は……あなたになんてモノを背負わせてしまったのだろうか……。

「君は此こ度たび、彼女を──ミヤ・サミュエルくんを助けた結果、かのアガリアレプトの《魔ま法ほう》によって背中を酷ひどく損傷した。常人ならば死を避けられぬ重体であったが、それでも助かったのは忌み子の回復力があればこそだろう。だが──」

　理事は自分の背中を二度ほど叩たたき、

「その回復力をもってしても、いや、今回に限ればその回復力が仇あだとなったらしい。ズタズタにちぎれた背中の神経が、妙みような繫つながり方で回復してしまったようだ。その影えい響きようで君はもうかつてのようには戦えない、とのことだった。悪化を恐れ、手術にも踏ふみ切れぬ」

　そこまで言ってから、理事は泣き続ける教官に目を向けた。

「辛ければ、君は退室しても良いのだぞ？」

「いえ……私には、彼のこれからを見届ける義務が……あります」

　責任を感じての言葉が、俺の胸に突つき刺さる。そんな義務はないはずだった。すべては俺が悪くて、教官が背負う必要はまったくない。

　もう戦えないなんてこともありえない。普通に手足は動くのだから。

「理事、俺はまだ……戦えます」

「無茶を言ってはならんよ。君からは膂りよ力りよくが消えた。体力も不十分になった」

「しかし……俺が戦って、悪魔を殲せん滅めつしなければ……」

「理解はしている。悪魔の血を引くというただそれだけの理由で、忌み子は不当に貶おとしめられることがある。ゆえに君は悪魔を殲滅し、忌み子の格下げ要因を無くそうとしている」

「理解しているのでしたら、分かってください。俺はまだ──」

「繰くり返しになるが、無茶を言うな。君はもう休め。いい機会だろう。まだ幼い時分からよくやってくれたよ。退院した暁あかつきには新たな人生の歩み方を探して欲しい」

「俺は──」

「引き際ぎわとしては」理事の強い眼まな差ざし。「今が一番美しかろうよ。葬撃士の最高位階である《七翼》に史上最年少で到とう達たつし、鬼き神しんの如ごとき働きで悪魔を葬ほうむり続けてきた怪童、テア・フォードアウト。そんな男の最後は美人の現場指揮官を庇かばっての再起不能。英えい雄ゆう譚たんとしてはよく出来た話だろう？」

「しかし……俺は、まだ……！」

　足あ搔がくようにシーツを握にぎり締しめる。かつての握あく力りよくには程ほど遠とおかった。

　そんな俺をなだめるようにして、理事は、

「テア・フォードアウト、君には葬撃士協会の特別名めい誉よ職の席を用意しよう。君さえ良ければ退院後の進路をそれにしてくれても構わない。功労者の君をぞんざいな扱あつかいには出来ないし、したくもないのだよ」

「ですが、俺は……」

「それと、誉ほまれ高き《七翼》のライセンスを君から取り上げたりはしないことになっている。本来こういう扱いはしないものだが、君のライセンスは永世扱いとさせてもらう」

「永世扱いなら……俺は葬撃士を名乗り続けられます。再起を目指してもいいはずです」

「そんなにも、復帰したいものかね？」

　理事はどこか呆あきれたように言った。

「晩節を汚けがす可能性もあるのだぞ？」

「悪魔を殲滅するためなら、俺は幾らだって汚れられます」

「難なん儀ぎな男だ。再起を図はかろうとするのは、彼女の、ミヤくんのためでもあるのかね？」

「当然です」

　勝手に庇って勝手に傷付いた俺が悪いのに、教官は自分こそが俺を壊こわしたと思っているのだろう。だから重苦しく謝ってきたし、泣いてもいるのだろう。

　そしてそれは、俺が背負わせた重荷だ。

　だったら俺がこの手で、それを取り除いてあげなければならない。

「そうか……ここまであれこれ言わせてもらったが、結局は君が何を目指そうとそれを止める権利なんて私にはないのだ。功労者である君の歩みは特に邪じや魔ま出来ん。つまりは、君のやりたいようにやって欲しい、という結論になる。そして、それでいいと思っている」

「それは……ありがとうございます」

「うむ、邁まい進しんし続けよ若人わこうど。では私はこれにて失礼させていただく。今はまず、しっかりと養生しておきたまえ。そしてミヤくんとも、よく話しておくといい」

　そう言って退室した理事をよそに、俺は教官を見つめた。

　教官の濡ぬれた瞳も俺を捉とらえている。

　お互たがいに言いたいことがあって、タイミングを計っていて──

　──先に口を開いたのは、教官だった。

「ごめんね……私のせいで、テアくんの体が……」

「謝らないでください」

　俺は体を動かし、ベッドから出た。目覚めてから初めてまともに動いたが、多少ふらつきを感じるだけで、歩く分には何も問題なかった。

「テアくん、ダメよ……まだ安静にしてなきゃ……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。それより、俺の方こそすみませんでした」

　俺は理解していなかった。

　自己犠ぎ牲せいの果てにある、相手に背負わせてしまう重荷のことを。

「俺がこうなったのは、俺の自己責任です。教官は悪くないですし、恨うらんでなんかいません。俺はむしろ、教官を守れたことを誇ほこりに思っています」

「でも……私の不注意があったせいで、テアくんは私を庇ってしまった。私が油断せずに戦っていれば、テアくんは無茶をせずに済んだかもしれない。そうでしょう？」

「かもしれません。ですが結局のところ、庇ったのは俺自身の意志です。教官を庇わないという選せん択たく肢しもあった上で、それでも俺は覚かく悟ごを決めて庇ったわけですから」

「テアくんは……お馬ば鹿かさんよ」

　涙なみだをぬぐってから、教官は優やさしい手付きで俺をベッドに戻もどし始める。

「どうして私なんかを……庇ってしまったの？　私なんて、ほっといてくれても良かったのに……どうして……？」

「その動機は、俺にとって教官は大切な人だから、ではいけませんか？」

　俺は教官に憧あこがれを、そして好意も持っている。

　理由は単純で、教官は俺の夢を応おう援えんしてくれたから。

　俺の夢は悪魔の殲滅。でも数だけは居る悪魔の殲滅なんて現実味のない話であって、『いつか自力で空を飛んでみせる』と言うようなもの。つまりは絶対に不可能と言える話なのだ。だからよく馬鹿にされた。だがそんな中で、教官は違った。

『へえ、そうなのね。私も同じ目標掲かかげて頑がん張ばってるから、将来一いつ緒しよに活動しましょ？』

　六年前──俺が帝てい都との葬撃士養成所に入った際、俺の担当教官となったミヤ教官はそう言ってくれた。衝撃的だった。現役バリバリの葬撃士ほど、悪魔の数の暴力性を分かっているから、俺の目標を否定しやすいはずだった。ところが教官はそうはしなかったのだ。

　だから俺の心は一気に惹ひかれた──ただそれだけの、単純な話で。

「私がテアくんの大切な人？　悪い冗じよう談だんね」

　ベッドに横たえた俺に毛布をかけて、教官は椅い子すに座った。

「テアくんには見る目がないわ。こんな年とし増まに憧れて、庇って、そのせいでこんなことになって……何を考えているの？　もっと自分を大事にしなきゃ駄だ目めじゃない」

　突き放すようでいて、俺を慮おもんぱかる言葉だった。

「私のために葬撃士への復帰を目指すんだとも言っていたけど、それだって駄目よ。私を気遣う必要なんてまったくないから。テアくんはゆっくり休まなきゃ。ね？　悪魔の殲滅だって私が代わりに成し遂とげてみせるから、あとは託たくしてくれないかしら？　自分勝手なことを言っているのは重々承知よ。でも、テアくんにはもう無茶して欲しくないの」

「その気き遣づかいが胸に染しみますよ。でも……嫌いやです、と言ったら？」

「縛しばり付けてでも、安全圏けんに居させるわ」

　ミヤ教官の目は割と本気に見えた。

「私に出来る償つぐないは、もうそれしかないのよ……テアくんがもう危険なことをしないように、無茶をしないように、精せい一いつ杯ぱい見守ること」

「俺はそんな償い、望んでないです」

「望まない自己犠牲を押し付けてきたテアくんに、それを言われたくはないわ」

「それは……」

　返す言葉もなかった。

「とにかく、しばらくは安静にしてること。いいわね？」

　教官が椅子から立ち上がった。

「……帰るんですか？」

「市場に行ってくるわ。目覚めたテアくんのために、何か果物でも買ってくるから」

　教官はそう言うと、部屋の隅すみに置かれたバッグから財さい布ふを取り出した。他にも色々と入っていそうなほどに大きなバッグだった。ちらりと見えたのは……着き替がえ？

　まさか教官は泊とまってまで、ずっと俺の傍そばに付いていてくれたのか。

　そしてこれからも、仕事すら投げ出して俺の傍に付いているつもりで？

　なんで……そこまで尽つくしてくれるのか。

　恐おそらくは──俺を壊したという負い目を、引きずっているからであって……。

「……教官こそ、無茶しないでくださいよ」

　そう呟つぶやいたとき、教官はすでに病室の外に出ていて、俺の声は届かなかった。

「それなら俺だって、少しは無茶させてもらいますから」

　リハビリがてら、院内の散歩を行なうことにした。安静にしてろと言われても、俺は立ち止まってはいられないのだ。元の自分を取り戻すために。




「──あっ、テア！　目が覚めたってホントだったのねっ！」

　院内の散歩として中庭を歩き始めたその矢先、何やら快活な声が俺の耳じ朶だを打った。

　振ふり返ってみると、小こ柄がらな顔見知りが走り寄ってくるところだった。俺よりも頭一つ分ほど背の低いそいつは、任務帰りだろうか、葬撃士の女性用制服を身にまとい、肩かたに届くか届かないか程度の金きん髪ぱつを揺ゆらしつつ、俺の傍で足を止めた。赤い瞳ひとみが俺を見上げて、ニカッと笑う。かと思えば、その目元を潤うるませていた。

「良かった……ちゃんと動いてる」

「心配かけたな」

「ホントよ……うぅ……あんたがメディックに運ばれたって聞いたとき、ホントに心配したんだからねっ！」

　そう言って小柄な彼女──シャローネは、人目も憚はばからずに俺の胸むな元もとに顔を押し付けてきた。心配した、というのは紛まぎれもない本心からの言葉、なんだろう。

　このシャローネも俺と同じ忌いみ子で、そういう者同士、手を取り合ってきた仲間だ。俺より三つ下の一四歳だが、しっかりとした女の子で、信しん頼らい出来る奴やつなのは間ま違ちがいない。

「シャローネの方こそ、あの戦場で怪け我がとかは？」

「あたしは……大丈夫」

　俺から一いつ旦たん離はなれ、シャローネはずずずと鼻をすすった。

「テアがアガリアレプトを弱らせてくれてたおかげで、その後の掃そう討とう戦は楽に終わったのよ。ミヤさんがスイッチ入って本気だったのもあるし」

「なるほどな」

「そういえば……ミヤさんは来てるの？」

「今は買い物に行ってるけど、来てるぞ。というか……戦後処理を済ませてからずっと泊まってたらしい」

「そっか……そりゃそうよね。ミヤさんが一番心配してたのは間違いないし」

　シャローネは目元をこすりながら、

「ねえテア、ところで一つ聞きたいんだけどさ……」

「なんだよ？」

「あのさ……テアが戦えなくなった、って聞いたんだけど……噓うそよね？」

「…………」

「ねえってば……噓なんでしょ？」

「それは……」

「噓って言ってよっ」

　俺はつかの間、返答に困っていたが、直後には事実を伝えていた。

「悪いが噓じゃない。でも噓に出来るように頑張る。俺はそういうつもりだ」

「──っ、そんな……！」

　シャローネの赤い瞳の中に、じわりとまた、涙が溜たまり始めるのが分かった。

「……なんでそうなっちゃうのよ……馬鹿じゃないの……」

「馬鹿って言われてもな……」

「──馬鹿よ！　大馬鹿よ！　もっと自分を大事にしなさいよ、もうっ！」

　人目を憚らない涙が再び流され、俺はありがたく思った。

　俺のために泣いてくれるそんなシャローネの頭を、ぽんぽんと叩たたきながら告げる。

「泣くなシャローネ」

「あんたが……泣かせたんだからね……？」

「ああ、だから泣き止やませるのも俺の役目だよな。ひとつ、いい報告が出来るとすれば、俺はまだ諦あきらめちゃいないってことだ」

「……復帰を目指すってこと？」

「その通りだ。悪あく魔まを殲せん滅めつしてもいないのに、この俺が隠いん居きよするわけないだろ？　教官の負い目だって消さなきゃならないのにな」

「ホントに……諦めてないの？」

「本当だ。だから泣くなよシャローネ。肝きもっ玉たま母かあちゃんの名が廃すたるぞ？」

　そう告げてやると、シャローネは少し恥はじらうように目元をぬぐった。

「そ、そんな二つ名ないんだけどっ……」

「孤こ児じ院いんでの働きっぷりはまさにそんな感じだろ。そういや子供たちは元気か？」

「うん……元気よ。でもみんなテアのこと心配してる」

「そのうち顔出さないとな」

　そんな会話をしているうちに、俺の周りにはいつの間にか人だかりが出来ていた。俺の現状を知ってか知らずか、キラキラした眼まな差ざしを向けてくる子供たちが目立った。

「テアってば……病院でも人気なのね」

「もう最強じゃないのにな……。それよかこりゃ、落ち着いて喋しやべれる俺の病室に移動するべきだな。シャローネが子供たちに埋うもれて視界から消えるのも時間の問題だ」

「い、移動賛成……息苦しくもあるのよ……」

　そんなやり取りを交かわしつつ、子供たちの輪から脱だつする。病室に向けて歩き始める。

　若じやつ干かん名めい、付いてくる子供たちを、握あく手しゆと引き換かえに優しく追い返す。

　やがて病室にたどり着く。扉とびらを開けて中に入ると、妙みような光景が目に付いた。

　俺のベッドがなぜか──不自然に盛り上がっているのだ。

「ねえ、病室間違ってない？」

「いや、そんなことはないが……」

「じゃあ何アレ？　絶対に誰だれかが毛布に潜もぐり込んで寝ねてると思うんだけど……」

　状じよう況きようとしてはその通りで、一応すでに中身の予想はついている。教官が帰ってくるにはまだ早いし、そもそもあんな真ま似ねはしないことを考えると、中身は絶対にあいつだろう。

「あぁ……もしかしてあのストーカー女？」

　呆あきれ顔のシャローネだった。思い浮うかべている人物は間違いなく俺と同じだと思う。

　互たがいに顔を見合わせ、ひとつ頷うなずいてから、俺とシャローネはベッドに近付いた。

「おいエルザ、お前だろう？」

　と、俺が代表して呼びかけた傍から毛布がもこもこと動き始め、やがて枕まくら元もとにズボッと一つの頭が飛び出してきた。特とく徴ちよう的な長い銀ぎん髪ぱつ。どこか眠ねむたげな碧あおい目が、俺を捉とらえてうっすらと笑う。……やっぱりお前だったか。

「……いつの間に潜り込んでやがったんだ？」

「テアの匂においでいっぱいだからこの毛布好き」

　そんな、答えになっていない答えを返してきたのが、同い年の葬撃士であるエルザ・クルジスタだ。それなりの友人関係にあると思うが、その胸の内を理解出来る日は永遠に来ないのではないかと思われる。というか、来ない方がいいだろう。

「とりあえずベッドから出てくれないか？」

「じゃあ服着るから待ってて」

「なんで脱ぬいでんのよっ!!」

　シャローネが糾きゆう弾だんしているが、多分糾弾したら負けなのだ。

　エルザは相変わらず変態性が高いようだが、でもそれに安心してしまう部分もある。庇かばって負傷し、再起が怪あやしいことを告げられ、教官に余計なモノを背負わせてしまった中、このアホらしさは少しばかり、俺の暗さを取り除く役目を果たしてくれていた。

　そう考えているうちに、エルザがベッドから出てきた。葬撃士の制服に青いマフラーと黒いタイツを組み合わせた格好だ。

　綺き麗れいな銀髪は背中の途と中ちゆうまで伸のびており、体はシャローネほど小柄ではないが、かといってグラマーに育っているわけでもなく、とても平均的かつ慎つつましやかだ。表情や感情はいつも大体無むを貫つらぬいていて、そこはシャローネと対極的な部分だと思う。

「で、お前は見み舞まいにやってきたって認にん識しきでいいんだな？」

「そう。それプラスご奉ほう仕し」

「そんなオプションはいらない」

　破は天てん荒こうな思考とまともに付き合ったら負けなので、俺は冷静に応じた。

　代わりにシャローネが八や重え歯ばを剝むく。

「エルザあんたねっ、あんまりふざけないで欲しいんだけど！　今テアがどんな状態なのか分かってるわけっ!?」

「それはもう盛せい大だいに分かってる。満足に戦えない体になったって聞いた」

「だったら──」

「だからこそ、励はげましてあげたいなって思って、急いでここまで来たの」

　おふざけのない雰ふん囲い気きで発せられた、それはどこまでも真ま面じ目めな言葉だった。

「でも何すればテアを励ませるか分からないから、体使おうかなって」

「ありがたいが、体を使う必要はないからな？　気持ちだけで充じゆう分ぶんだ」

「気持ちだけでやる気出る？」

「そもそも今の俺には葬撃士への完全復帰を目指すんだってやる気しかないからな。こんなところで隠居なんざゴメンだし」

　諦めてはやれないのだ。俺自身のために、そして教官のためにも。

「テア、あたしは何があってもあんたのこと応おう援えんしてるからね？」

「わたしも」

「ありがとな、二人とも」

　仲間の応援もあればこそ、俺は前向きに行くしかないのだ。報われると信じてな。




　──その後、シャローネとエルザが帰って、静かになった病室。

　その窓辺に佇たたずんで、俺は病院の外を見み渡わたした。

「…………」

　レンガ造りの建築物が数多く建ち並ぶ、広大な街並み。人間領最大の国家であるエステルド帝てい国こく、その首都アンゲルスともなれば、そりゃこれだけの規模にはなる。大いなる威い容ようを誇ほこる皇族家の城もここからはよく見えた。

　ここだけ切り取れば間違いなく平和と言えるだろうが、しかしこの世界は決して生ぬるい環かん境きようではない。帝国の南西に位置する大魔王ルシファーの支配領域から、人間領めがけて悪魔が日夜飛来する。

　それに対処するのが葬撃士という存在だ。命いのち懸がけの職業だけあってなり手が少なく、殉じゆん職しよく者も多いことから、人員は大体いつも不足気味だ。

　その只ただ中なかに身を置いていた俺だが、もう戦力として関かかわることは……出来ないのか？

「いいや、戻もどってやるさ」

　抗あらがうように呟つぶやいて、そのとき。

　病院の正面門から、ミヤ教官が前庭に入ってくるのが見えた。

　お帰りのようだった。背筋を伸ばして歩くその姿はいつ見ても凜りんとしており、女性らしい清せい楚そさを感じるのと同時にカッコよくさえある。

　女性葬撃士の中でも猛者もさの部類に入る教官は、その美び貌ぼうも相まって人気がある。

　人ひと柄がらも好かれている。今だってその人のよさを存分に発揮していた。

　例えばそう、すれ違ちがい様ざまに挨あい拶さつされればきちんと応じ、小さな子供が駆かけ寄ってくれば頭を撫なでて対応する。ゴミが落ちていれば文句も言わずに回収し、何か困っている人が居れば声をかけて手伝い始める。

　こうやって見ているだけでも、教官は控ひかえめに言って聖人だと分かる。ちょっとした買い物に行くだけなのに帰りが早くないのは、俺が見てないところでもこんな風に完かん璧ぺきな振ふる舞まいというか、根っからの人のよさを爆ばく発はつさせているからなんだと思う。

　この街で生きていれば、教官の善行に関する話題を必ず耳にすることになるだろう。

　ミヤ・サミュエルとは、そういう人なのだ。

　だから人気があって、俺もそんなファンの一人で、大好きだ。

　だから庇ったし、でもそれが原因で余計な負い目を背負わせてしまった。

　──戦えなくなった俺を見守る、という義務感。

　それを植え付けてしまった。

　それに、もしかしたら。

　俺を潰つぶしたことを、誰かに責められたりも、しているのかもしれない。

「そんなの……」

　想像するだけで、心の奥が痛んだ。

　もしそうなっているなら、それは全部俺が悪いのだ。

　勝手に庇って勝手に傷付いた俺が悪いのに、あらゆる矛ほこ先さきは教官に向かう。

　そんな状況、俺は耐たえられない。

「だからなんと言われようと、俺は……」

　──復帰を目指さなければならない。

　たとえ教官自身から復帰はやめてと言われたとしても、だ。

「あ、またベッドから抜ぬけ出して……駄だ目めでしょ？」

　そんなことを考えているうちに、教官が病室に戻ってきた。

「この程度、なんでもありませんよ」

「体に障さわるかもしれないでしょ？　念には念を入れて今は大人しくしておかないと」

「復帰のためには少しでも動いておく必要があります」

「復帰って……」教官の表情が少し曇くもった。「テアくんは……諦めるつもりはないの？」

「ありません」

「大人しく見守られるつもりはないってこと？」

「ないですよ。自分のために、そして何より教官のためですから。俺はあなたの負い目を取り除きたいんです。俺が復活すれば、教官は何も背負わずに済みますよね？」

「そんなこと、しなくていいのよ……私はもう、背負って生きる覚かく悟ごが出来たわ。弱った君を一生見守る……それが私に出来る償つぐない」

　それにね、と教官は続ける。

「私にそこまでの価値はないわ。テアくんが頑がん張ばらなきゃならないほどに高価じゃない」

「その認識は間ま違ちがってます」

「いいえ、合ってるわ。テアくんが高く見積もり過ぎているのよ」

　教官は果物の入った紙かみ袋ぶくろをテーブルの上に置いた。

「私は君を……戦えない体にしてしまったの。そんな女のどこに価値があるの？」

「因果関係が逆です。とんでもない価値があると思ったから俺は助けたんです。価値というより魅み力りよくでしょうか。人間として成熟している教官に俺は魅力を見み出いだしました。聖人であるあなたを、俺は死なせなくなかった。だから助けたんです」

「私は聖人なんかじゃない……私は……テアくんを壊こわした悪人よ」

「俺が勝手に壊れたんです」

「だから……だからね、そうやってもう一度壊れて欲しくないから、無茶しないでって言ってるのよ」

　それがどうして分からないの？　と言いたげに教官は俺を見つめてくる。

「テアくんはもう頑張らなくていいのよ。これからは私が守ってあげるから、養ってあげるから……ね？　テアくんはもう休んでいいの。私に守らせて？　償わせてよ」

「嫌いやです」

　俺はそんなの望んじゃいない。

「教官のために、俺は復帰を目指します。そのためなら無茶もします」

「言ったわね？」

「言いました」

「そう言ったら、縛しばってでも安全圏けんに居させるって告げたはずだけど？」

「教官にそんなことは出来ませんよ。あなたは優やさしい人ですから」

「……っ」

　図星だったのだろうか。教官は目を背そむけ、面おも映はゆそうにうつむいた。

「確かに出来ないわよ……だけど、そういう無茶が出来ないように、テアくんを見張ることは出来るからね？」

　その言葉は噓うそではなかった。事実として、俺はこの日から教官の監かん視し下で入院生活を過ごすことになった。夜中だろうとお構いなしに、教官は目を光らせていた。




　それでも隙すきはあった。教官だって眠るときがある。俺がこっそりと抜け出さないように夜中は起きている反面、その影えい響きようでむしろ日中にこそ隙があった。

　椅い子すに座ったまま船を漕こぎ始めた教官を尻しり目めに、俺は院内のリハビリ施し設せつにかよった。

　リハビリというか、やっていること自体はトレーニングに近く、施設のトレーナーからそれはやり過ぎだと釘くぎを刺さされることが幾いく度どとなくあった。それでも俺は無理を言ってトレーニングを継けい続ぞくさせてもらい、教官が起きてしまう前に病室まで戻り、あたかもお利口に寝ねてました感を演出した。

　教官とのそんな出し抜き合いは何日も続いた。

　監視は正直嬉うれしいものではない。当然だろう。俺の目標を妨さまたげようとする明確な意志のもとにその行動は実行されているのだから。

　しかしだからといって、教官のその行動を責める気にも咎とがめる気にもならなかった。

　だって根底には優しさがあるから。

　俺が大人しくしていれば、教官はきっと聖人のような振る舞いで俺の看病に徹てつしてくれるのだと思う。いや、監視を除けば今だって普ふ通つうに手厚い看病を施ほどこしてくれている。

　だが一方で譲ゆずれないところもあるから、教官は俺の邪じや魔まも行なう。

　それが教官なりの償い方らしい。

　俺が勝手に壊れたのに、教官は自分こそが俺を壊したと思っている。

　それゆえに俺がもう無茶をしないよう、俺を見張っている。

　教官に、そんな余計な使命を背負わせてしまったのはこの俺だ。

　だからこそ、その余計な使命を取り除く責任が俺にはあるはずだった。

　そんな想おもいと共に、今日も俺はうつらうつらと船を漕ぐ教官を横目に、病室から抜け出した。リハビリ施設にたどり着いて、負ふ荷かの大きいトレーニングを開始する。

　トレーナーはもう何も言ってこない。言っても無む駄だだと理解してくれたのと、俺の熱意を分かってくれたからだ。併へい設せつされている石造りのプールで泳ぎ、体力の増強も図はかったのち、俺はぼちぼち病室へと引き上げることにした。しかし──

「──テアくんっ」

　リハビリ施設から廊ろう下かに出た、まさにその瞬しゆん間かんだった。

　背後から声をかけられて、俺はびくりとした。

　振り返らずとも分かる。それは教官の声だった。

「起きたら居なくなってて、まさかとは思ったけど……」

　いずれ……バレるときが来るだろうとは思っていた。それが今なら受け入れよう。

　俺の正面に回ってきた教官は、目元を悲しげに細めていた。

「……大人しいフリをして、密ひそかにトレーニングしていたのね？」

「はい……。……いけませんか？」

「いけないわよ……どうして、言うことを聞いてくれないの？」

　注目が集まる。廊下に渦か中ちゆうの二人が揃そろえば、そりゃそうなってしまうだろう。

「テアくん……お願いだから無茶しないでよ」

　それは俺を慮おもんぱかる切実な懇こん願がん。

　それと同時に俺の妨げでもある。

　でも不快には思わない。根底には優しさがあると知っているから。

　しかし──

「教官、俺は無茶しますよ」

「どうして……！」

　教官が俺の衣服をギュッと摑つかんできた。さながら、死地に向かおうとする大切な人を止めるかのように。

「テアくんはどうしてそうなの！　どうして頑張り過ぎちゃうの!?　頼たのんでないのに私を庇かばって傷付いて、今度は傷付いた体を無理に動かそうとして……私のために、私のためにって、テアくんがそこまで頑張らなきゃいけないほどの価値、私にはないって言ったじゃない……！」

「だから……──それに対して俺は、教官にはそれほどの価値があるって言ったじゃないですか！」

　思わず大声で言い返した。言葉は止まらなかった。

「教官こそ、どうしてそうなんですか！　どうして勝手に俺を守ろうとしてるんですか！　頼んでないのは俺も同じです！　過保護も大たい概がいにしてくださいよ！」

「過保護って……私はただ、テアくんがもう壊れないように守ろうって──」

「分かってます！　分かってますけど……俺は教官に、そんな義務感に駆られて欲しくはないんです。俺が悪いんですから。俺が勝手に庇って勝手に傷付いただけなのに、そのせいで教官に責任を感じさせてしまって……だから、このままじゃいられないんですよ！」

「テアくん……」

「教官の想おもいを踏ふみにじってでも、俺は復帰を目指します！　そうしなきゃ、俺は教官を庇った選せん択たくを後こう悔かいしてしまいますから！」

　教官の体を守ることは出来たが、その代わりに心を傷付けてしまった。

　こんな体になってしまったことに関して後悔はないが、教官に負い目を背負わせてしまったことに関しては後悔しかない。

　だから復帰を目指すというただそれだけの話で──

「……じゃあ俺、病室に戻もどってますから」

　歯向かって怒ど鳴なった気まずさもあり、俺はそう言って逃にげるように背を向けた。

　教官の優しさを一いつ蹴しゆうした自分が、とても嫌な奴やつに思えた。

　でもそうならなければならないのが、今の俺であるはずだった。




　──西日が差し込む病室。

　周辺の家屋から、ぼちぼち夕飯の香かおりが漂ただよい始める時間帯。

　戻ってきた俺はベッドに腰こし掛かけ、腕うでで目元を覆おおうようにしながら寝ね転ころがる。

「俺は……」

　何か間違ったことをしようとしているのか？　──そんなはずがない。教官のためを思えば、復帰を目指すのは正しいことだろう。

「あとは教官が、認めてさえくれれば……」

　たとえ認めてくれなくても、復帰は目指す。それは変わらない。だけど、教官も復帰を応おう援えんしてくれるのであれば、俺は気持ちよく前に進むことが出来る。

　そんな風に考えていると、病室のドアが唐とう突とつに開いて──

「…………」

　教官が、静かに入り込んできた。何か言われるかと思ったが、ひとまずは何も言わないままドアを閉めて、教官は窓辺の椅子まで移動し、腰掛けた。

　すぐに俺を追って病室にやってきたということは、何か言いたいことがあるんじゃないかと思う。しかし、思考を整理しているのか、特に会話のない時間がしばらく続いた。

　ベッドの軋きしみ、鳥のさえずり、誰だれかが部屋の前を通り過ぎていく足音。

　時間から取り残されたかのように、あらゆる音が遠くに聞こえた。

　カーテンを揺らめかす初夏の風が、俺の前まえ髪がみを優しく撫なでて──

「私はね、テアくん」

　不意に届いたその声に、俺は目元を覆っていた腕をどかした。

　すると当然のように、教官が俺に目を向けていて──

「テアくんが感情的に話すの、久しぶりに聞いた気がするわ」

「……え？」

「君は基本的には静かな子だから。私の前では特にお利口さんで居ようとするんだもの」

　どこか柔にゆう和わに微笑ほほえんで、教官は続ける。

「だからね、ああやって声を張り上げたってことは……それは全部本気の言葉なんだろうなって、私には思えた」

「……本気ですよ」

　あれらの言葉に噓はなかった。真実まみれのポエムだ。

「私の想いを踏みにじってでも、復帰を目指したいの？」

「はい……前から言ってる通りです」

「だから私の昼寝中にこっそりと抜ぬけ出したの？」

「申し訳ないとは思ってます……でも、諦あきらめるわけにはいきませんから。止まってやるわけにはいかないんです」

「……どうしても？」

「はい……教官にはこう言えば分かると思いますけど、俺はそういう奴ですから」

　無理だと言われても、無茶だと言われても、必ずやれるのだと信じて目的に向けて突つき進む。悪魔の殲せん滅めつという夢に関してもそうだし、復帰に関してもそうだ。無理だろうが無茶だろうが、そんなのは知ったことではない。やると決めたらやる。それだけだ。

　近くで何年も見ているのだから、教官も俺のそんな性格は分かっているはずだった。

「まったく……」

　だから直後には、教官はその顔を困ったように苦く笑しようさせ始めていた。

「ええ、そうね……テアくんはそういう子だったわね」

「分かってくれたんですか？」

「分かりたくないけど、分かってしまったわ……。思えば養成所時代からそうだったものね。過労で倒たおれ込むまで鍛たん錬れんしたり、回復後も反省せずに同じことしたり……。テアくんは呆あきれちゃうほどに頑がん固こな子だったわ」

「そして今も、それは変わらないという話です。こんな俺を大おお馬ば鹿か者ものと罵ののしってくれて構いません。ですがその代わりに、復帰を目指すことだけは許してください。お願いします」

　そう告げると、教官は腕を組んで黙だまり始めた。

　迷うような素そ振ぶりだったが、それを見せていたのはわずかな間だけで──

　次の瞬間には、仕方がないと言いたげに息を吐はき出したのだった。

「ええ、許すわ」

「……え？」

「復帰を目指すこと、許すわって言ったの」

「でも……いいんですか？」

「何よ、許して欲しかったんでしょう？」

　それはそうなのだが、あまりにもあっさり過ぎる判断に驚おどろいていた。

「本当に……いいんですか？」

「だって、テアくんが本気で何かに取り組んだら、もう止まらないのは分かっているんだもの。何年この目でテアくんを見てきたと思っているの？　もう六年よ六年。案の定、私がどれだけ泣き付いてもテアくんは復帰への足あ搔がきをやめてくれなかったわけでね」

「もしかして……ここまでずっと試ためしてました？」

「さあどうでしょう、ってはぐらかせたらカッコいいんでしょうけど、残念なことにテアくんを止めたかったのは本気よ」

「それなのに、もう止めないんですか？」

「ええ、止めはしないわ」

　でもね、と言葉を挟はさんで、

「テアくんが無茶しないように見守ること、別に諦めたわけではないのよ？」

「……え？」

「いいかしらテアくん。君が復帰を目指すことに関してはちゃんと認めるわ。ここから手のひらを返すこともしない。それは約束する。だけどね、だからこそ──」

　教官は真しん剣けんな眼まな差ざしで、

「復帰を目指すための鍛錬は、私の目が届く範はん囲いでやって欲しいのよ」

　そう、言うのだった。

「復帰を応援するって決めたからには、私はテアくんに最善を尽つくしてもらいたい。だからね、最善な復帰のためのサポートを、私にさせてもらえないかしら？」

　私の目が届く範囲で──サポート──？

　──まさか……。

　ひとつの可能性を察した俺に、教官は仕切り直すように冷静な態度で言った。

「要するに、近々退院することになると思うけど、退院後は私の家に住み込みながら鍛錬してちょうだい、ってことね」

「……マジですか？」

　そんなわけで、俺はまだまだミヤ教官の気き遣づかいから逃のがれられそうになかった。








第二章　因いん縁ねん









「はっ！　せいっ！　──くっ……」

「テアっ、まだまだやれるでしょ！　頑がん張ばって！」

　ミヤ教官から復帰の許しを得た三日後の朝。

　俺は金きん髪ぱつロリことシャローネのもとを訪おとずれ、組手を行なっていた。

　昨日の昼に退院し、本日から教官の家に住み込みつつ復帰を目指していくことになるのだが、そうやって教官の家でお世話となる前に、ちょっとだけシャローネのところに寄って手合わせをお願いしたのである。

「──はっ！　やあっ！」

「こんなもんじゃないでしょ！　あたしの知ってるテアはもっともっとすごいんだから！　まだまだやれるはずよ！　ファイトよファイト！」

　励はげましつつも真剣に相手をしてくれているシャローネに応じながら、俺は拳こぶしや足を繰くり出していく。だがやがて限界がやってきて、たまらず地面に倒れ込んでしまった。

　かつては三日三晩だろうと平気で戦えた体力が今はこれだ。見る影かげもない。

「テア、お疲つかれ様っ。ハイこれ牛乳。とりあえず一いつ旦たん休きゆう憩けいね」

　俺とは違ちがってまだけろっとしているシャローネが、牛乳瓶びんを俺の頰ほおに押し当ててきた。

　冷たいが、それが今は心地好よい。

「にーたんもう動けなくなったのかー」「テア兄にいらしくないな」「でも繰り出しの速さはさすがテア兄ちゃんだよね～」「うん、技術と経験は残ったままなんじゃない？」

　シャローネに続いて、寝転がる俺を取り囲むように数名の子供たちが近付いてきた。

　保育所に入る年代の子から、初等科卒業程度の年代の子までの、幼い男女たち。

　髪かみ色も様々で、顔付きもまったく似てないが、ひとつだけ共通点を挙げるとすれば、全員が例外なく赤い瞳ひとみというその一点。

　彼らはいわゆる忌いみ子で、俺やシャローネと同じく人と悪魔の血を引いている。

　この場所は俺が運営し、シャローネに世話を任せている忌み子のための孤こ児じ院いん。

　その庭で組手をやって倒れ込めば、そりゃこんな風に取り囲まれるに決まっていた。

「こら、あんたたちは早く朝ご飯食べちゃいなさいってば。テアに構ってるうちにスープが冷めちゃうでしょ？」

「うっせーなつるぺたー」「そうだそうだ、地平線は黙ってろ」「もうシャローネ姉ちゃんよりわたしの方が大きいもんね～」「ぼくもそのうち抜いちゃうぞ」
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「あんたらねえ……っ！」

　くわッ、とシャローネの赤い瞳が見開かれ、一いち陣じんの風が吹ふいた。風のタイミングは完全に偶ぐう然ぜんだったが、シャローネの怒いかりの表現に一役買ったのは間違いなかった。

「いいからッ、さっさと朝ご飯食べろって言ってんのよ！　昼も夜も抜きにするわよ！」

「ひぎゃー！」「大地の怒りだ！」「怒おこっても隆りゆう起きしない地平線だけどね～」「笑えるね」

「こらッ、マジで抜きにしてやるわよ！　覚かく悟ごしてなさいそこの脱だつ兎と四人衆！」

　煙けむりを噴ふき出しそうな勢いでぷんすかしたのち、シャローネはその幼い顔を俺に向けた。

「ほら、あんたもいつまで寝ねてんのよ。さっさと起きちゃって」

「はいよ」

　俺は返答しながら立ち上がったところで──ぐらりとバランスを崩くずす。

「ちょっ……！」

　そしてシャローネが驚いたように声を上げ、慌あわてて俺の体を支えてくれたのだった。

「悪いなシャローネ、助かったよ」

「わざとじゃ……ないのよね？」

「これがわざとなら、俺は舞ぶ台たい俳優になれると思わないか？」

「じゃあ……もうちょっとだけ休んでなさいよ。無理しないで。お願いだから」

　シャローネは気遣うように呟つぶやくと、俺を孤児院の縁えん側がわに連れて行き、寝かせてくれた。

　それからシャローネ自身もその場に崩して座り、その膝ひざに俺の頭を載のせる。

「……膝枕まくらなんかしなくていいんだが」

「いいから黙ってて」

　有う無むを言わさぬ口調に押され、俺はされるがままとなった。

　シャローネの生足の感覚が、口には出せないが心地好かった。

　そんな癒いやしの時間が幾いくばくか続いたところで、俺は調子を取り戻もどす。頭を起こす。

「もういい。組手を再開しよう」

「ホントにもう平気なの？」

　心配するようなその言葉に頷うなずき返し、俺は孤児院の前庭に移動する。

「ああ平気だ。だからやるぞ。復帰のためだ」

「──だったらよォ、その組手、オレとやるってのはどうだ？」

　不意に差し込まれた男の声。

　ハッとし、孤児院の門前に目を向けると、そこには──アッシュグレーの髪の毛が特とく徴ちよう的な、一人の青年の姿があった。

　荒すさんだ笑えみを俺に向け、青地の軍服じみた制服をなびかせつつ歩み寄ってくるそいつ。

　知らぬ仲ではなかった。かといって親しくもないそいつは、

「なァんで生き延びちまったかねえ？　あの戦線で大人しくくたばってくれてりゃあ、オレとしては万ばん々ばん歳ざいだったってのによォ。なあ、悪運のつえー死に損ぞこない野や郎ろうが……ッ！」

　そう言っていきなり、ナイフを構えて突っ込んできた。

「テアっ、避よけて……！」

　突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきにシャローネが悲鳴の如ごとく叫さけぶ中──

　俺は奴やつのナイフ特とつ攻こうをいなし、その腕うでを摑つかみ上げ、ナイフをはたき落とした。

「んだよ、弱体化したって聞いたが、この程度ならまだ対処出来んのかよ。まあ技術と経験は残ってるわけだしな、当然ってところか」

「なんのつもりだ、ガレッシャーノ」

　俺はそいつ──かつての同級生、ガレッシャーノ・エルバルドーレに問い詰つめるように尋たずねた。

　帝てい都と葬そう撃げき士し養成所という学まなび舎やにおいて、ミヤ教官の担当クラスに俺たちは共に居た。そして俺が常にナンバーワンの成績を収め、こいつは常に二番目の立場にあった。関係性としてはそれだけだが、こいつに言わせればそれだけで済む話ではないらしい。

「なんのつもりかって？　そりゃお前、決まってんだろ？　ミヤセンセーを庇かばって弱体化しちまった若き英えい雄ゆうテア・フォードアウトくんを嬲なぶってやろうと思っての訪問だ」

「お前……」

「いい気味だなあ、テア。やっと転がり落ちてきやがった。待ち侘わびたぜ」

　気分良さげに笑いながら、ガレッシャーノは俺の手を払はらい、ナイフを拾い直す。

「今のテメエから学べることが一つある。それは要するに、いつまでも一等賞じゃ居られねえってことだ。なあそうだろ？　あれだけ強かったテメエが、今じゃそこの小こ娘むすめにも心配されるほど弱っちまってよォ……哀あわれだな？　惨みじめだな？　だから無む駄だに復帰とか目指すのはやめて、ここでオレに引導を渡わたされて引退しちまう、ってのはどうだ？」

　──一位と二位。

　──学生時代のヒエラルキー。

　それを引きずり、あまつさえ拗こじらせ、ガレッシャーノは根に持っている。

　俺に対する執しゆう着ちやく、粘ねん着ちやく。

　長年続くそんな自分勝手な恨うらみを、俺が弱体化した今を好機と捉とらえて晴らそうとしているのだろう、こいつは。

　なんで朝っぱらからこんな面めん倒どう事に巻き込まれなきゃいけないんだ……。

「さあテア、構えろよ。素す敵てきな朝の時間に真っ赤な色を添そえてやっからよ。もちろんテメエの血でな？」

「……お前は今、皇族家の近この衛え精せい鋭えい部隊《パラディンズガーデン》の一員だろう？」

　エステルド帝てい国こくのシンボルである《双そう翼よくの盾たて》が胸むな元もとに刺し繡しゆうされた、軍服じみた青い制服がその証しよう拠こだ。

「だからどうした？」

「曲がりなりにもエリートのお前が、こんな問題行動を起こしてしまっていいのか？」

「おいおい、オレを気遣ってる場合か？」

　半笑いでそう言ったかと思えば──

「そういうところがムカつくんだよ」

　笑みを潜ひそめて、ガレッシャーノは額に青筋を浮うかべた。

「強者の余よ裕ゆうなのか知らねえが、テメエのそういう態度がいつもオレを逆さか撫なでる」

「ああそうか、そいつは悪かったな」

「どうしてテメエは今もまだ調子に乗っていられんだ？」

　目を細め、睨にらみ、ナイフを握にぎる手にだんだんと力が込められていくのが分かる。

「今や協会のお情けで《七なな翼よく》を維い持じしてるだけの雑魚ざこがオレを気き遣づかってんじゃねえよ。雑魚は雑魚らしく恐おそれおののいとけって話なんだよ。分かるか？」

「分からないな」

「テメエ……」

「確かに今の俺は雑魚だが、じゃあお前が強者かと言えばそれは違う。お前は中ちゆう途と半はん端ぱなままだ。俺の弱体化と引き換かえにお前が強くなったりはしないわけだからな。お前に恐れおののけって言われても、どこに恐れおののけばいいんだ？　教えてくれよ」

　朝の時間を穢けがされて、俺はあまり良い気分ではなかった。苛いら立だっている。だから皮肉げにそう言ってやった結果、その言葉はガレッシャーノにクリティカルヒットしたようで、

「教えてくれって？　あぁいいぜ？　ハナからそのつもりだ……弱体化したテメエをズタズタのボロ雑ぞう巾きんみてえにするために、オレはわざわざここに来てやったんだからな。今いま更さら泣き喚わめいても許してはやらねえぞ？　あの世で後こう悔かいしとけやッ！」

　ナイフを逆手に持って、ガレッシャーノは身を沈しずめた。

　──臨戦態勢。

　それを見たシャローネが、看過出来ないと言わんばかりに駆かけ寄ろうとしてきたが、

「来るな」

「なんでよっ！　その人はあたしより格上の《五ご翼よく》でしょ！　今のテアじゃ敵かなうはずが──」

「いいから、黙だまって見てろ。子供たちが庭に出ないようにそこで見張っとけ」

　子供たちがいつの間にやら縁側に集まり、野や次じ馬うまと化していた。

　ガレッシャーノが鋭するどい笑みを浮かべ、

「穢れた血のガキどもが、テメエの死に様を見届けてくれるみてえだな？」

「お前の負け姿を見に来たんじゃないか？」

「──吐ぬかせッ！」

　その言葉が戦せん闘とう開始の合図であるかのように、ガレッシャーノが始動した。

　消える。それまでの姿が蜃しん気き楼ろうだったかのように、跡あと形かたもなくなった。

　しかしそれは当然、本当に消えたのではなくて、足の運びに重きを置いた縮しゆく地ち術じゆつで素早く移動しているだけの話であって──

　つまり、

「──死ねやッ！」

　こんな風に奇き襲しゆうされたところで、その瞬しゆん間かんに縮地術による素早さは攻こう撃げきのために一いつ旦たん減げん衰すいされる。よく観察し動きを読めば、真正面から殴なぐられているのと大して変わらない。だから俺はそのナイフ攻撃を、ガレッシャーノの手首を摑んで軽々と防ぎ止めた。

「なッ……！」

　ガレッシャーノが愕がく然ぜんとした表情を浮かべる。

「テメエ……なんで今のが見切れる……ッ！」

「答えはお前がさっき自分で言ってただろ？　俺には技術と経験が残ったままなんだよ」

　確かに俺は弱体化した。どうしようもなく弱ってしまった。だが俺が俺という意識を保っている以上、そこにはこれまでに培つちかってきた技術と経験が残ったままなのは明白。

　しかし技術と経験は残っていても、俺からは膂りよ力りよくと体力が失われた。

　要するに継けい戦せん能力が欠けている。

　戦闘が長引けば長引くほど俺は不利になる。

　シャローネとの組手で最後はバテバテになってしまったことからもそれは明らかだ。

　けれどそれは逆に言えば──

「今度は俺のターンな？」

　ペース配分などを無視して最初から全力を注いでも構わないのであれば、俺はまだ雑魚に分類されるほど落ちぶれちゃいない。

　ガレッシャーノの手首を摑んだまま、俺はもう一方の手で拳こぶしを作り──

　振ふり抜ぬく。

　全盛期には遠く及およばないが、それでもなお瞬間的な威い力りよくと速さだけは保証された拳。

　それがガレッシャーノの顎あごを捉え、そのまま脳まで揺ゆらしたようで──

「ぐっ……」

　からん、とガレッシャーノがナイフを落とし、その場にふらりと跪ひざまずいた。

　やったーっ！　とシャローネと子供たちが沸わき立つ。

　しかしガレッシャーノが歯を食いしばり、立ち上がり──

「まだだ……ッ！」

　そう言って徒と手しゆ空くう拳けんで攻せめてきたが、そんなモノは冷静に回かい避ひしたのちにカウンターの一打を顔面にぶち込んでやった。

「ぐぶっ……！」

　鼻血を撒まき散らし、ガレッシャーノが仰あお向むけに倒たおれる。

　俺はガレッシャーノを見下ろし、

「もういいだろ？」

「ま、まだだ……こんなことがあってたまるか……弱体化したテメエなんかに、このオレが拳一つで負けるはずが──」

「──負けたのだよ、お前は」

　そのときだった。

　威い厳げんある一つの声が孤こ児じ院いんの庭に響ひびいた。

「ガレッシャーノ、お前は《パラディンズガーデン》の面つら汚よごしだ。謹きん慎しん処分を言い渡す」

　気が付けば、孤児院の前に一台の馬車が停とまっていた。そしてそこから、二人の人間が降りてくるところだった。

　二人のうちの片方は、同い年の葬撃士である銀ぎん髪ぱつ少女のエルザ。

　そしてもう一人は、岩のような屈くつ強きような体たい軀くを持つ壮そう年ねんの男性だった。今しがた声を発したのは言うまでもなくこちらだった。

　撫なで付けた金髪。彫ほりの深い目元には影かげが差し込んでいる。着用している衣服はガレッシャーノと同じモノで──すなわち、《パラディンズガーデン》の制服だった。

「もしやあなたは……」この眼前の男、俺の記き憶おくが確かならば──。「《パラディンズガーデン》隊長、ジルセイド・ワグナー卿きよう……」

「ほう。直接顔を合わせたのはこれが初めてのはずだが、私の情報は既き知ちであったか。いやはや、誉ほまれ高き《七翼》の怪かい童どうに名を知ってもらえているとはありがたい。──それはそうと、済まぬな。部下が迷めい惑わくをかけた」

　落ち着いた口くち振ぶりで、ワグナー卿が俺に応じてくれた。

　皇こう帝てい陛下直属の近衛精鋭部隊《パラディンズガーデン》隊長、ジルセイド・ワグナー。

　名門・ワグナー伯はく爵しやく家の当主にして、腕も確かな《七翼》の葬撃士だ。

　ワグナー卿は再びガレッシャーノにその目を向けると、怒いかりの表情をあらわにし、

「今一度告げよう。ガレッシャーノ、お前を謹慎処分として罰ばつする。私し怨えんを晴らすために弱ったテア・フォードアウトを襲撃しただけでも愚おろかだというのに、返り討うちとはな」

「ま、待ってください隊長！」

　ガレッシャーノが焦あせったように口を開いた。ワグナー卿には逆らえないらしい。

「オレはオレという個人でテアに挑いどんだだけであって、《パラディンズガーデン》の看板を背負ったつもりはねえですよ！　それなのに謹慎処分は重過ぎやし──」

「その制服を着ながら行動している時点で、お前は《パラディンズガーデン》の看板を背負っているのだと自覚しなければならない。その自覚すらなかったのであれば、もはや呆あきれざるを得ないというもの」

　ワグナー卿は厳格な雰ふん囲い気きを滾たぎらせ、ガレッシャーノを睨んだ。

「これ以上、私を失望させるな。分かったのであれば今すぐ馬車に入れ。良いな？」

「わ、分かりました……」

　ガレッシャーノは口くち惜おしげにうつむきながらも、ナイフをしまって歩き出す。その最中に一度だけ俺を振り返ったかと思えば、

「……覚えとけよ」

「無む駄だ口ぐちを叩たたくな！」

　ワグナー卿の一いつ喝かつがすぐさま飛び出し、ガレッシャーノはビクつきながら馬車へと逃にげ込んでいった。その様子を見届けたワグナー卿が、やれやれと言わんばかりに首を振り、

「まったく……改めて謝罪させてくれテア・フォードアウト。あやつが迷惑をかけた」

「いえ、気にしてはおりませんので」

　そんなやり取りをよそに、エルザが俺のもとに歩み寄ってきた。そしていきなり俺の手を摑つかんで自分の胸を触さわらせようとする奇き行こうに走り始めたので、その頭をチョップした。

「……痛い。でもテアに痛みを与あたえられるのは快感」

「相変わらずだな……で、お前は何しに来たんだよ」

「わたしはワグナー卿をここまで案内してきただけ」

（そういえば……）

　……ワグナー卿がここまでやってきたのはなぜだ？　部下のガレッシャーノを咎とがめに来た、とは考えにくい。幾いくらなんでもこんなにも早くガレッシャーノのやらかしが伝達されるのはありえない。ワグナー卿は元々ここに何か用事があって、たまたまこのタイミングでの訪問になった、ってところだろうか……？

　そう考えつつ、ワグナー卿に訪問の理由を尋たずねる。

「ところでワグナー卿、あなたほどの方が自らこのような僻へき地ちまで足をお運びになられるとは、一体何事でしょうか？」

「何を隠かくそう、君に用があるのだ、テア・フォードアウトよ」

「俺に、ですか？」

「ああ。それゆえ、君と親交があるというエルザに、君の居そうなところを案内してもらったというわけだ」

「失礼ですが、エルザとはどういったご関係で？」

「平民に嫁とついだ姉の子供。つまりエルザは私の姪めいにあたる」

「……エルザお前、貴族の血が入っていたのか？」

　単なる変態ではなかったらしい。まあ確かに黙っていれば高貴に見えなくもないか。

「えっへん。テア、わたしと子作りしたくなった？」

「ならないからな？」

　無表情に胸を張ったエルザに釘くぎを刺さしつつ、俺はワグナー卿を改めて見み据すえた。

「お越こしになった用件を教えていただけますか？」

「単純な話だ。私は君を、《パラディンズガーデン》に誘さそいたいと考えている」

「……え？」

　あまりにも予兆のない、それはまさに唐とう突とつと言える話だった。

「君とサミュエルくんの件、私は当然ながら既知だ。サミュエルくんを庇かばい、君は名めい誉よの負傷により万ばん全ぜんの力を失った。遅おくればせながら、まずはその勇気ある行こう為いを存分に称たたえさせていただこう。君は素す晴ばらしい帝国人だ。同じ国の者として誇ほこりに思う」

「それは……もったいなきお言葉、ありがとうございます」

「もちろん、君の力が失われたことは非常に残念でならない。しかしだ、君にはこれまでに培われてきた戦闘技術と実戦経験──すなわち、史上最年少で《七翼》にまで上り詰つめた天てん賦ぷの才能が残されている。そして、その才能が死んではいないという事実を、君は今しがたガレッシャーノを打ち倒すことで示してくれた。素晴らしい手て際ぎわだった」

　ワグナー卿はちらりと馬車に目をやり、

「図はからずも、あやつの暴走は一応の役には立ったということになるな。弱体化し、それでもなお葬撃士としての高みに君が君臨し続けているという現実を、その身をもって証明してくれたわけだ」

　まあいずれにせよ、と言葉を区切り、ワグナー卿は締しめくくるようにして続けた。

「私が言いたいことは単純にして明快。もし今後の進路が決まっていないのであれば、是ぜ非ひとも我らが《パラディンズガーデン》に特別名めい誉よ顧こ問もんとして加入してもらいたい。君がこれまでに培ってきたモノを、我が隊員たちに教授してもらいたいのだよ。お願い出来ないだろうか？」

　ワグナー卿はそう言うと、俺の返事を待つかのように、目を閉じて佇たたずみ始めた。

「…………」

　俺は考える。それはきっと、とてもありがたい誘いに違ちがいなかった。

《パラディンズガーデン》は、皇族家とその城を守護する近この衛え精せい鋭えい部隊だ。葬撃士ならば誰だれでも歓かん迎げい、というわけではない。皇族家の守護者となるからには、当然ながら強者でなければならず、最低でも《四よん翼よく》以上、そして帝国出身者のみ、という甘くはない入隊条件が課せられている。

　そんな特別部隊に加入出来るとなれば、それは帝国人にとって最高の名誉。まして入隊希望者が多いにもかかわらず、向こうの隊長じきじきに、それも特別名誉顧問という俺専用の椅い子すまで用意した上で誘いに来てくれるのはありがたいにもほどがある。

　だが、俺にとってこの誘いは受けるべきものではなかった。

「ワグナー卿、誠まことに僭せん越えつながら、俺はその話を辞退させていただきます」

「なるほど。理由を伺うかがっても構わぬか？」

「俺は葬撃士への完全な復帰を考え、実際に目指しています。だからです」

「悪あく魔まどもの殲せん滅めつが、君の夢であったか」

「ええ、そしてミヤ教官のためにも、俺は葬撃士への復帰を目指さなければなりません」

「戦地にて再び剣けんを振るうことが、今の君の目標というわけだな？」

「その通りです。ワグナー卿自ら足を運んでいただいたにもかかわらず、このような返事しか出来ず申し訳ございません。ですが、何なに卒とぞご理解いただきたく存じます」

「承知した。そういった事情ならば確かに、むやみに誘うわけにはいかぬというもの」

　ワグナー卿はどこか清々しく笑うと、俺の傍そばに歩み寄ってきて、その分厚い手のひらを俺の肩かたに置いてくれた。そして、熱意のこもったエールをくれる。

「頑がん張ばれ若人わこうど。私は君の復帰を心より祈いのらせていただく」

「ありがとうございます」

「しかし復帰への懸け念ねんがあるとすれば、その継けい戦せん能力だろうか」

「そうですね。体力不足の影えい響きようで、近接戦のスタミナは短時間しか保もちませんから」

「だが、君ならばそんな懸念すら打破出来ると信じている。《パラディンズガーデン》への誘いを蹴けるからには、必ずや葬撃士の最前線へ復帰してみせよ、テア・フォードアウト」

「はっ。双そう翼よくの盾たてに誓ちかって、必ず」

「うむ。しからば私はこれにて失礼させていただく。急な訪問、済まなかったな」

　ワグナー卿は俺たちに目礼しつつ、馬車に戻もどっていった。

　そうして馬車が走り去った一方で、シャローネが子供たちを食堂に戻してから、俺の傍にやってきた。

「《パラディンズガーデン》への誘い、ホントに蹴っちゃって良かったの？」

「いいんだよ。そこは目指すべきところじゃないからな」

「そう？　まあテアがそう言うなら、あたしから言うことは何もないわね。ちょっともったいない気もするけど。それにしても、あたしとの組手のときは手を抜ぬいていたわけなのね。ホントはまだあんなに強かっただなんて……」

　シャローネは少しふてくされていた。

「それは誤解だ。お前との組手ではペース配分に重きを置いていただけなんだよ。別に手を抜いていたわけじゃない」

「……そうなの？」

「ああ。またやる機会があれば、そのときは本気でやってやるよ」

「約束だからね？」

　その言葉に頷うなずいた俺は、それからエルザに目を移し、

「ところでお前、ワグナー卿行っちまったけどいいのか？」

「別にいい。ただ案内を頼たのまれただけで、ここからは自由」

「そうか」

「ん。それより、《パラディンズガーデン》の隊員に勝ってしまうだなんて、テアはすごい。テアがまだ強そうでひと安心。わたし、ムラムラしてきた」

「うん、なんか湧わき立つ感情がズレてるよな？」

　でもこれがエルザという少女なのだから、もはやどうしようもない。

「ところでテア、あんたのこれからの予定は？」

　と、シャローネが尋ねてきたので、俺はあくびを嚙かみ殺しつつ応じる。

「今日の予定なら、これから教官の家だな。今日から使用人として教官の家に住み込みながら復帰を目指すことになっててさ」

　使用人……？　と首を傾かしげるエルザの隣となりで、シャローネはキョトンとしていた。

「は？　何よそれ……あんた、ミヤさんに養われるヒモになるってこと？」

「ち、違う！　ヒモじゃない！　サポートしてもらうだけだ！」

「ど、どういう経けい緯いでそうなったのよっ！」

「なんか……復帰を目指すなら私の目の届く範はん囲いで鍛たん錬れんしなさいって教官に言われてさ」

「だ、だからミヤさんと一いつ緒しよに暮らすってこと？　やっぱりヒモじゃん！」

「断じてヒモじゃない」

　その称しよう号ごうだけは意地でも受け取ってやらない。

「い、一緒に暮らすだなんて不純だわ！　テアの変態！　不ふ埒らち者もの！」

「なんでだよ……俺が望んでそうなったわけじゃないんだぞ？」

　そんな感じにシャローネから責められる一方で──

「テアに質問。わたし、ミヤの家に付いてっていい？　今日お休みだから」

　エルザが急にそんなことを言い出した。俺はがるると唸うなるシャローネをいなしつつ、

「ま、まあ、別にいいんじゃないか？　誰も連れてくるなとは言われてないしな」

「うぅ……あたしも任務さえなければ付いていきたいんだけどっ！」

「任務、頑張って」

「あんたに応おう援えんされたって何も嬉うれしくないのよ！　この変態女！」

「褒ほめても何も出ない。母乳は出るようになりたい」

「……朝っぱらから何言ってんだよ。ほら、さっさと行くぞ。じゃあなシャローネ」

　そんなわけで、俺はエルザと一緒に孤こ児じ院いんからの移動を開始した。








第三章　新しい自由









「見えてきたな、教官の家が」

「二六歳独身女の家」

「その表現はやめろ」

　田んぼに取り囲まれた帝てい都との郊こう外がいを歩きながら、俺は同い年の葬そう撃げき士しであるエルザとそんな会話を交かわしていた。エルザは相変わらず無表情だった。

　ともあれ、正面にはミヤ教官の家が見え始めている。

　教官の家は、その実績に見合わない街外れの小さな平屋だ。駆かけ出しの頃ころのハングリー精神を忘れないために、今もまだ同じところで暮らし続けているらしい。真ま面じ目めな教官らしいと言えばらしいだろう。

　やがて教官の家の玄げん関かんにたどり着いた。

　試ためしにドアを開けようとしたが、施せ錠じようされていた。

　昨日退院した際に合あい鍵かぎを預かっているので、俺はそれで鍵を開けることにした。

「鍵がかかってるってことは、ミヤは寝ねてる？」

「多分な。俺の退院に伴ともなって昨日から任務を再開したらしい。昨日は夜間の任務だって言ってたし、遅おそくまで活動してたんじゃないか？」

「任務再開ってことは、ミヤは四六時中テアを見張るのはもうやめた？」

「とりあえず、ここでの生活をベースに動いてくれれば、入院生活のときみたいな監かん視しはもうしないってよ」

　教官としてはとにもかくにも、自分の管かん轄かつ内に俺が居て欲しいのだろう。それは俺の復帰を邪じや魔ましたいがためではなく、純じゆん粋すいに俺を見守りたいがために。

「そういえば、使用人として暮らす、みたいなことを言っていたのはなぜ？」

「教官がそうしなさいって言ってきたからだ。まあ恐おそらくはこの家への拘こう束そく時間を増やしたいんじゃないか？　掃そう除じとかやってりゃ自然と家に居る時間は増えるだろうしな。あとはまあ、使用人の役目もこなせないようじゃ復帰なんて遠いぞ、ってメッセージか」

　実際、使用人も出来ないような奴やつが葬撃士として活かつ躍やく出来るわけがない。だから使用人であることにも全力で取り組んでいきたかった。まあ教官の理想は『俺に何もさせず、ただ養うこと』らしいが、俺がそれを断ったからこういう形で落ち着いたってことだよな。

「とりあえず、中に入るか」

　俺は玄関を開けて、エルザと一緒に教官の家に入り込もうとする。

「テア、ミヤの家に入ったことはどれくらいある？」

「そんなにないぞ」

　野や暮ぼ用で数回ほど訪れたことがあるだけだ。しかもいずれも玄関止まりで、この先に踏ふみ込んだことは一度もない。ちゃんと中に入るのは今日が初めてになりそうだった。

「わたしも実はない」

「やっぱり滅め茶ちや苦く茶ちや綺き麗れいに片付いてるんだろうな」

　真面目でしっかりとしている教官のことだ、床ゆかはテッカテカのピッカピカで塵ちり一つ落ちていないのは確実だろう。窓も呆あきれるほどに磨みがかれていて、もはや鏡かってくらいに室内を反射しているのは間ま違ちがいない。洗せん濯たく物ものなんかは律りち儀ぎなぐらいにきちんと畳たたまれ、とんでもなくいい匂においを発しているんだろうな。

　そんな風景を想像しつつ、俺たちは早さつ速そく上がらせてもらうことにした。

　そして三〇秒後──まだ教官が起きてきていない居間に足を踏み入れた瞬しゆん間かん、

「マジか……」

　俺の幻げん想そうは打ち砕くだかれた。

「汚きたない」

　エルザがぽつりと呟つぶやいた通り、教官の家は汚かった。汚いというか、散らかっている。ゴミが散乱しているわけではないが、衣服が脱ぬぎ散らされていたり、キッチンに使用済みの食器が溜たまっていたりして、世間がこれを見たら教官のイメージが少し崩くずれてしまうんじゃないかってほどである。

「ミヤは片付けられない人？」

「……かもしれないな」

　他人の前では色々としっかりしている教官だが、その反動で自分には結構甘いのかもしれなかった。よくもまあ俺をここに招こうという考えに至ったものだ。幾いくら俺を見守りたいからといって、この汚よごれ具合を俺にさらけ出してしまっていいのだろうか。見られて恥はずかしくはないのだろうか。

　ともあれ、俺はエルザと一緒に掃除を開始した。脱ぎ散らされた衣服を洗せん濯たくし、使用済みの食器を洗い、溜まった古新聞をひとまとめにして燃やし、食い散らされたかんづめを潰つぶし、突とつ如じよ現れたＧを始末し、油っぽい床を磨き、汚れで曇くもった窓を拭ふいた。

　そうして小一時間ほどかけて、人が住むにふさわしい環かん境きようをどうにか取り戻す。

　そんな折、寝しん室しつの方から物音──。どうやら教官が起き床しようしたらしい。

「テアと二人きりがいいから、ずっと寝ててくれて良かったのに」

　お前な……、と俺はエルザに呆れる。

　その一方で、寝室のドアを開く音、それに続いて足音がこちらに迫せまってきて──

「あら……もう色々とやってくれていたのね」

　あくび混じりにそう言いながら、教官が姿を現したその瞬間、

「──いっ……！」

　俺は思わず変な声を発してしまった。目を疑う光景が視界に飛び込んできたからだ。

「なんでミヤ、全ぜん裸らなの？」

　エルザの言う通りだった。寝ぼけまなこをこすりながら居間にやってきた教官は、なぜか裸だった。束ねられていない赤い髪かみが美白の双そう丘きゆうを覆おおい隠かくしているが、下腹部の方はあまりガードされておらず──

「それ以上見ちゃ駄だ目め。目が肥える」

　エルザが背後に回ってきて、俺の目元を手で覆った。見たかったが……でもナイスだ。

「……あれ？　なんでここにエルザが居るの？」

　教官からすると、そこがまず一番不思議な部分だったらしい。俺に言わせれば、一番不思議なのは教官が全裸で起きてきたことなんですけどね。

「なぜここに居るのか。それはテアに同行を求めたら、テアが許可してくれたから」

「ねえテアくん、家主じゃないのに許可を与あたえるって、それはどうなのかしら？」

「だ、駄目でしたか？」

「まあ……連れてきちゃったものはしょうがないから、今回だけは許してあげるけど」

　寛かん大だいな心で許してくれた教官に、エルザが切り込む。

「ところでミヤ、露ろ出しゆつの快感を得たいのかもしれないけど、さっさと服を着ることをオススメする。このままじゃテアの目がいつになってもオープン出来ない」

「……服？　──あっ……！」

　そう言ってようやく、教官は自分が全裸であることに気付いたらしい。

　頰ほおを赤くする気配が、視界真まっ暗くら闇やみ状態でもしっかりと伝わってきた。

「こ、これは違うのよ！　露出の快感を求めているとかじゃなくて、私、寝ね相ぞう悪くてたまにこうなっちゃうのよね……い、急いで何か着てくるわ」

　廊ろう下かを引き返していく足音が聞こえて、それと同時に俺の目が解放された。

　俺の正面にエルザが回り込んできて、無表情に両手を小さく振ふり始める。

「わたしがママ」

「俺は目を開いたばかりの雛ひな鳥どりじゃないからな？　何も刷り込まれないからな？」

　意味不明な行動はやめていただきたい。

[image: ]

　そうこう言っているうちに、教官が居間に戻もどってきた。今度こそいつもの格好で、青少年の目にも優やさしかった。いや、これはこれで胸むな元もとがひらいていてあれなんだが。

「ねえエルザ、改めて聞くけどなんでエルザが私の家に居るの？」

「テアが許可してくれたから、ってさっき言った」

「そうじゃなくて、エルザが私の家に来ようと思った動機はなんなの？」

「テアとミヤの同どう棲せいを邪魔してやろうと思って」

「……素す直なおでよろしいわね」

　教官が呆れたように息を吐はいた。

「あのねエルザ、これは別に同棲とかじゃないのよ。テアくんの復帰を危なげなくサポートするためのシステムなわけ。分かる？」

「つまりいやらしい意味はないの？」

「ないわよ」

「じゃあここでわたしとテアがいやらしいことをしても問題なし？」

「それは問題しかないからね？　ほんと……あなたって子は誰だれに対してもそういう態度でいられるのだけはすごいと思うわ」

　教官さえも手を焼く存在、それがエルザである。

「ところでテアくん……その、早速掃除をやってくれたみたいね？　助かったわ」

　教官は多少恥じらうように言った。

　その恥じらいは多分、散らかり具合を見られたことに対して、なのだろう。

「だいぶ散らかっていたでしょ？　ごめんね……見苦しかったと思うし、謝っておくわね」

「謝るよりも、まずは改善を頼たのみますよ教官。俺はちょっと動どう揺ようしただけであとはなんとも思いませんでしたけど、見る人が見ればイメージダウンですからね？」

「承知しているわ……でも、テアくんが最終的になんとも思わなかったのなら、私としては別に、他の人にどう思われようと……」

「え？」

「な、なんでもないのよっ。そ、それよりほら、朝食をお願い出来るかしら……？」

「は、はい……お任せを」

　なんだか嬉うれしいことを言ってくれていたような気がするが、まあ空耳だろうか。

　俺は意識を切り替かえて、朝食作りに取り掛かかることにした。

　キッチンに出向いて、北方の万年氷によって冷やされた冷蔵室を開ける。

　すると食材はめぼしいモノがあまりなく、卵やハムが最低限並んでいる程度だった。

　基本的には外食がメインで、料理はろくにしないって感じの冷蔵室だ。

　そういや教官の料理姿って見たことがないけど、上手なんだろうか？

　そんな疑問を抱いだきながら、俺は卵を幾つか手にしてキッチンへ戻った。

「手伝う」

　しゅばっ、と真横にやってきたエルザが、俺の手から卵をぶん取った。

「おい」

「任せて。わたしという女の本気を見せてあげる。ミヤへの牽けん制せいも兼かねて」

　そう言ったかと思えば、マイペースなエルザとは思えない手さばきでボウルに卵を割って入れ、搔かき混ぜ始めた。それからフライパンに油を垂らし、ガスを火に変へん換かんする調理用加熱器の上にそのフライパンを載のせた。

　手て際ぎわの良さはそこからも衰おとろえず、やがて完成したのは見事に半月形のオムレツだった。

　俺は使用人としての仕事を完全に取られた形である。何してくれるんだよ、まったく。

「お待ちどおさま。是ぜ非ひとも食べて欲しい」

　その後、椅い子すに座らされた俺と教官の前に、オムレツの皿がことんと置かれた。

「へえ……見事なものね」

　感心と、他にも何か別の感情がこもっていそうなひと言を、教官は口に出した。

「じゃあいただくわ」

　教官がナイフとフォークを手に取って、オムレツを切り崩し始めた。

　俺も同じようにエルザ手製のオムレツを食してみる。

「これは……旨うまいな」

　中身が半熟でとろとろだった。単なるプレーンオムレツだというのに、次のひと口を無む性しように渇かつ望ぼうしてしまう魅み力りよくがそこにはある。

「ええ、これは素直に美味おいしいわね……」

　教官も褒ほめているが、しかしそこにはやはり、絶賛したくはない、という想おもいが込こめられているように感じられた。

　思うに、教官は掃除が苦手なのだから、なんの捻ひねりもなく料理だって苦手なのかもしれない。だからこそ、料理上手という意外な一面を見せてきたエルザに、少し悔くやしさを感じているのかもしれなかった。

「もっと褒めてくれて構わない」

　対するエルザはいつも通りの無表情ながらも、どこか勝ち誇ほこっている感じがした。

　そんな感じで、悔しがる教官、勝ち誇るエルザに挟はさまれつつ、ちょっと微び妙みような雰ふん囲い気きのまま、朝食タイムは過ぎ去っていった。




　その後、教官はフリーランスの葬撃士として、仕事に出かける準備を始めていた。愛用の小型銃じゆう剣けんを手入れして、今日こなすべき悪あく魔ま狩がりの依い頼らい書に目を通している。

「ミヤ、これから仕事？」

「そうよ」

「じゃあミヤが仕事に行ったあと、ミヤの寝室でテアと一いつ緒しよに寝ねてもいい？」

「逆に問うけど、なぜそれが許されると思ったの？」

　教官は呆れ顔でエルザを見つめていた。俺も呆れざるを得ない。エルザの思考回路が桃もも色じゃなくなるのは任務のときぐらいだからな。もう少しどうにかしろよ真ま面じ目めに。

「そもそもよ？　エルザはこれから私と一緒に家を出ることになるから、そんないかがわしい真ま似ねは出来なくなるわよ」

「？　どういうこと？」

「今日エルザはお休みなんでしょ？　そんなエルザに頼みごとがあるのよね」

　教官はそう言うと、エルザに近付いて耳打ちを始めた。……なんだろう？　気になる。

「……ということなんだけれど、頼めるかしら？」

「そういうことなら任せて欲しい。竜りゆうの背中に乗ったつもりでＯＫ」

「頼もしいわね」

　教官とエルザだけの秘密らしい。まあ女性には色々あるしな、踏ふみ込まないでおこう。

「じゃあ色々と巡まわってみる必要がありそうだから、わたしはもう行く。テア、バイバイ」

「ああ。なんか知らんけど気を付けてな」

　そう告げてやると、エルザは小さく手を振りながら教官の家をあとにした。

「じゃあ私もそろそろ仕事に行ってくるわね。──あぁそうだ、テアくんの今日の予定を一応聞かせてもらえる？」

「今日はこの周辺を走って過ごそうと思います。まずは体力を増やしていかないと」

「それならあまり心配しなくて良さそうね」

　教官は腰こし元もとにポシェットを巻き付け、出かける準備を完かん了りようさせる。

「じゃあ行ってくるからね。無理は禁物よ？」

「了りよう解かいです」

「本当に分かっているの？　もし無茶したら、強制養い態勢に突とつ入にゆうするからね？」

「わ、分かってますよ……」

　強制養い態勢とは要するに、俺の復帰鍛たん錬れんを一いつ旦たん打ち切りにし、教官の手厚い庇ひ護ご下で俺をヒモ化させる、ということだろう。

　教官はしばし、俺を疑うようにジーッと眺ながめていたが、

「ま、信しん頼らいしておくわ。それじゃ、仕事に行ってくるからね」

　そう言って出かけた教官をよそに、俺はホッとしながら鍛錬を開始したのである。




　復帰への鍛錬をこなしているうちに、夕方を迎むかえた。

　外を走っていた俺が教官の家に戻ると、ちょうど教官も帰ってきたところだった。

「あ、教官もお帰りですか？　こういう偶ぐう然ぜんってなんとなく嬉しいですよね」

「そうね」

　同意の言葉ではあったが、淡たん々たんとしていた。どこか静かに怒おこっているようだった。

　気にしつつ、俺は教官に続いて家の中に入り込んで、居間へ。

「ところでテアくん、エルザがまたここに来たりしてない？」

「エルザですか？　少なくとも俺は見てないですよ……というか、再来訪の予定が？」

「ちょっとね。まあ来てないなら別にいいの。今はまだ気にしないでちょうだい」

　今朝けさの耳打ちに関連しているのだろうか。

「ところでテアくん」

　二回目の、ところでテアくん。

　今度のそれには、何かを咎とがめるようなニュアンスがふんだんに込められていた。

「聞いたわよ？　テアくん、今朝ガレッシャーノと戦ったそうね？　どうしてそんなことをしたの？　目の届かないところで無茶はしないで、って改めて言わせるつもり？」

　……なるほど、静かな怒いかりはそれが原因だったらしい。

「しかも君はそれを報告しなかった。怒られるとでも思ったのかしら？」

「正直に言えば、そうです……怒られると思って」

「言わなかったせいで、もっと怒られるってことを理解しなさいね？」

　元教官職で、先の戦いでは現場指揮官。

　人の上に立つことが多い教官は、注意の仕方ひとつ取っても迫はく力りよくがある。下の者に舐なめられないよう、そこに関しては相当努力したのだと思う。

「……すみません、でした……」

「今度からきちんと報告しなさい。君は今、無茶出来ない体なんだから。ね？」

　冷淡だったかと思えば、いたわるような優しい言葉。そんな態度に救われる。

　教官は普ふ段だんの冷静さを取り戻しながら続けた。

「まあでも──……結果的にガレッシャーノには勝ったそうね？」

「はい……でも完全に卒そつ倒とうさせたわけではないので、仮に継けい戦せんしていたらどうなっていたか分かりません」

「でもガレッシャーノは《五ご翼よく》だもの。生なま半はん可かな相手ではないわ。そんな相手からダウンを奪うばえたというのは、テアくんの現状を考えればかなりすごいことよね」

　教官はそう言うと、少し考え込むように目を伏ふせた。

「ねえテアくん」

「はい？」

「私は君にもう少し自由を与あたえるかもしれないわ」

「え？」

「詳しよう細さいはあとで説明するわね？」

「は、はあ……」

　いきなりのこと過ぎて何も分からないが……もう少し自由を与える、というその発言はかなり気になる。覚えておこう。

「ええと……じゃあ俺はそろそろ、夕飯を作らせてもらおうかと」

　俺は使用人でもあるのだ。朝はエルザに任せてしまったが、夜こそは俺が──

「──待ちなさいテアくん」

　しかしそのとき、教官に待ったをかけられてしまった。

「夕食、私に作らせてもらえない？」

「え？　それはなんでまた急に……」

　と言いかけて、俺は口を閉とざした。

　理由なんて聞かなくても分かった。今朝のエルザに触しよく発はつされたのだろう。教官は意外でもなんでもなく普ふ通つうに負けず嫌ぎらいだ。そんな性格だからこそ、女性葬撃士の中でもトップクラスのアタッカーとして成り上がれたわけで──

「ねえテアくん、いいかしら？」

「もちろんですよ、どうぞ。でも俺にも手伝わせてください」

「分かったわ。一緒に美味しい夕食を作りましょうね？」

　そんなわけで、教官と共同で夕食を作ることになった。教官たっての願いで、メインディッシュはオムレツである。やはり今朝のエルザに負けたくはないらしい。

「テアくん、君はあくまでサポートね？　作るのは私がやるから」

「分かりました」

　ということで、俺は教官のサポートとして尽じん力りよくすることになった。

　でも教官の料理の腕うで前まえって真面目にどの程度なんだろうか。俺がサポートに徹てつしていられるなら、そりゃ幾いくらでもそうしたいところではあるのだが……。

　場合によっては結局俺が作ることになるんじゃないか、と考えつつ、俺は冷蔵室から卵を取り出してキッチンに戻もどった。

「教官、卵です」

「ありがとね。じゃあ早速割るから」

　調理器具や調味料はすでに表に出している。

　教官はボウルの縁ふちに卵をコンコンと叩たたき付け始めた。しかしヒビすら入らない。

　……卵を割るのすら手こずるほどに、やはり料理とは無む縁えんだったりするのだろうか。

「あの、教官、もっと強くても大だい丈じよう夫ぶですよ？」

「じゃあ……こうかしら？」

　俺がアドバイスした直後、教官は武器でも振ふるうのかってくらいに素早く腕うでを振って卵をボウルに叩き付けた。ぱきゃっ、といい音が鳴ったのと同時、その中身が砕くだけ散って俺の顔面に付着した。

「…………」

「…………」

　つかの間、お互たがいに動けない無言の時間があった。

　黄身と白身が顔を伝って垂れていく感覚を覚えつつ、俺はその沈ちん黙もくをやぶる。

「教官……申し訳ないですけど、俺が作ってもいいですか？」

「だ、駄だ目め……私がやるの。もう一度だけやらせて？」

「じゃあ……とりあえず、もう一度だけやってみてください」

　恐おそらく教官は料理が得意ではないのだろうが、なればこそ一度の失敗で終わりにさせるのは駄目だろうなと思った。人は失敗を糧かてにして学んでいくのだから。

「ふぅ……集中集中。ちょっとお水を飲ませてもらうわね」

　教官はそう言って、調理台の上にある硝子ガラスのコップを手に取った。そのコップの中にはすでに透とう明めいな液体が入っていて──

「──って、教官っ、それ水じゃないです！」

　俺が慌あわててそう告げるも、教官はすでにごくりと喉のどを鳴らしてしまっていた。

「え？　お水じゃないの？　……確かにお水にしては苦いかなって思ったけど、じゃあこれって何かしら？」

「……料理酒です」

「──っ！　ど、どうしましょう……」

　教官が愕がく然ぜんとした表情を浮うかべ始めた。

「ま、マズいわね……」

　なぜお酒を飲んだことに対して大げさな反応を示しているのかと言えば、教官はアルコールを摂せつ取しゆすると良くない状態に陥おちいってしまうからだ。

　お酒は教官を──変へん貌ぼうさせる。

　教官自身、それをきちんと把は握あくしているから、そしてそれを恥はじと思っているから、常つね日ひ頃ごろからお酒を飲むような真ま似ねはしていない。

　にもかかわらず、今、誤って摂取してしまった。

　だから教官は愕然としており──

　そして俺は諦あきらめの境地で、これから起こる出来事を大人しく受け入れるしかなかった。

「な、なんで料理酒がこんなところに……？」

「エルザが今朝、隠かくし味に入れていたのを見たんです……だから用意してました」

　しかしこんな悲劇を引き起こすのだと知っていれば、俺は用意なんてしなかった。

　教官の様子を確認してみると、顔が徐じよ々じよに赤くなり始めていた。目も据すわっていて、正気が失われ始めたのが分かる。

「あの……教官？　だ、大丈夫ですか？」

「──……」

　反応がない。

　いや、教官は気分良さげにぽわぽわしていた。

　これはもう……切り替かわっている、と見て間ま違ちがいなさそうだった。

「……──じゃあテアくん、料理を再開しましょうか？」

　まるでなにごともなかったかのように、教官がそう言った。でもこの教官はもういつもの教官ではないのだ。顔が赤くなっただけじゃない。目が据わっただけじゃない。お酒を摂取した教官がいつもと決定的に違うのは──

　──精神が徐々に、昂たかぶっていくってことだ。

「あ、でも料理を始める前にお顔の卵を拭ふいてあげるわね。ごめんなさい、卵すら上手うまく割れない不出来な女で……こんなんじゃ、テアくんを養うことは出来ないわね」

「い、いや、養わなくていいので……」

　俺の顔を拭き始めた教官は、なんだか妙みようなことを言い出しているが、まだ平常心に近いままだった。どうかこのままで居てくれ、と願うものの──

「はい、これでよしっと。綺き麗れいになったわね。よしよし」

「ちょ、ちょっと教官、なんで頭を撫なでるんですか！」

「テアくんが可愛かわいいからかな？　──なんてね」

　俺の頭から手を離はなし、教官は茶目っ気たっぷりに笑った。

　その可愛らしさにどきりとしつつ、普段の教官との差異に冷ひや汗あせを流す。

　酔よった教官からは真ま面じ目めさが消え。

　からかうように。

　甘やかすように接してくる。

　まだまだ浅い変化だが、シラフの教官に言わせれば黒歴史量産態勢への突とつ入にゆう──。酒を飲まなくなった原因だというその人格が、その片へん鱗りんをだんだんと覗のぞかせ始めていた。

「うーん、でもテアくん、なんだかちょっと卵の匂においがするかも。あとできちんとお風ふ呂ろに入らないと駄目よ？　あ、なんなら私と一いつ緒しよに入っちゃってもいいんだぞ？」

「っ──え！」

「冗じよう談だんだけどね？」

　してやったように、いたずらっぽい笑えみを浮かべる教官だったが、

「でも本当に入りたいなら、あとで一緒に入ってあげてもいいのよ？」

「……っ！」

　これもまた冗談だと理解しているが、教官スキーな俺にはたまらない囁ささやきで。

　そんな俺を面おも白しろそうに眺ながめつつ、教官は調理台の前に移動した。

「でもお風呂云うん々ぬんの前に、まずはオムレツ作りを再開しましょうね？」

「は、はい……じゃあまた卵を割るところからですね」

　料理に戻ってくれたが、まだ酔ったままで、ここから更さらにヒートアップしていくことを考えると、教官の前ではまだ何も油断出来ない。

　俺は酔った教官が嫌きらいではないが、主導権取られまくりで苦手と言えた。

「さあテアくん、今から君は私の先生よ？」

　ほら早さつ速そくおかしなことを言い出している。

「……俺が先生ですか？」

「そうよ。卵割りの先生」

「地味な先生過ぎやしませんかね……」

「でも先生は先生よ。ね？　テア先生？」

　ぐっ……教官から先生って呼ばれるのは、なんだか妙な背徳感が……。

「ねぇ先生、早く私に卵の割り方を教えてくださらない？」

　俺の耳元でそう囁いたかと思えば──ふぅっ、と直後には息を吹ふき付けてきた。

「うぉっ……ちょ、ちょっと教官……！」

「あらいい反応。テアくんはお耳が弱いのかな？」

「そ、そんなのどうでもいいでしょうが！　早く割りますよ卵を！」

「は～い。じゃあ改めて卵の割り方を教えてもらえる？」

「そりゃ教えますけど……でも教えるも何も、コンコンってやるだけですよ？　力加減さえ気を付ければ難しいことは何もないんです」

「その力加減がよく分からないから、後ろから手取り足取り指導してもらえると私嬉うれしいんだけどなあ。テアくんを養うためにね、私、料理上手になりたいの」

　そう言って俺を誘さそうようにお尻しりをふりふり。

　──まさか……後ろから手取り足取りってそういうことか。

　後ろから抱だきつくように指導しろってことかよ……！

「さあテアくん、熱血指導お願いね？」

「わ、分かりましたよ……」

　無視出来ないし、実際そうするのが一番効率良く教えられそうだし、俺は頷うなずいた。教官の真後ろに移動して、覆おおいかぶさるように密着し、教官の手に自分の手を重ね合わせる。

　教官の臀でん部ぶに俺の腰こし元もとがぴたりとくっ付いてしまい、多少動どう揺ようした。

「きゃっ……テアくんったら急に背後から覆いかぶさってきてどうしたの？　大だい胆たんなことをするのね……」

「あ、あんたがやれって言ったんでしょうが！」

「んふふ～、そうでした」

　そう言っておどけたかと思えば、

「なんか……ちょっと調子に乗っちゃったかもね……これ、意外に恥はずかしいわ……」

　自分で誘っておきながら、いざ実際に後ろからガバッとされたら照れるらしい。

「じゃあ……ええと、離れましょうか？」

「そ、それはイヤっ。テアくんを養うために、ちゃんとこのまま教えてもらうから……でも、いきなりケダモノ化は駄目だからね？」

「で、ですから養わなくていいですって！　それにケダモノ化だってしませんよっ！」

「どうだか。テアくんだって年とし頃ごろの男の子だもの。心に獣けものを飼っているんでしょ？」

「飼ってません！」

「へえ～？」

　疑うような半笑いで、教官が俺を振り返った。

「こんな年上の女に惚ほれちゃう物好きなのに、心に獣が居ないの？」

「い、居ませんよ」

「まあそっか、テアくんは甘あまえん坊ぼうだものね？　牙きばを剝むくような獣は居なくて当然よね？」

「誰だれが甘えん坊ですか！」

「でもこうするとほら、嬉しそうだもの。甘えん坊でしかないわよね～？　よしよし」

　俺の頭を撫で撫でするミヤ教官。

　もしかして俺は今、無意識に歓かん喜きの表情を浮かべているのか……!?

「さあ甘えん坊のテア先生？　改めて私に卵の割り方を教えてちょうだいな？」

　再び俺に背を向けて、教えを請こう姿勢となったミヤ教官。

　振ふり回されて少し疲つかれてきた俺は、教官早くシラフに戻もどってくれ！　と祈いのりつつ、教官への授業を始めることにした。

「ええと……まあとにかく、卵を割るのは何も難しくなくてですね」

　俺は重ね合わせた手を動かして、教官の手に卵を握にぎらせた。そうしてボウルの縁ふちにコンコンと卵をぶつけ、ぱかっと割らせることに成功する。

「あら、あっけなく出来ちゃったわ」

「難しくなかったでしょう？」

「ええ、テア先生のおかげだわ。ありがとね」

　振り向きざまの、ウィンク。そしてギュッ、と軽いハグ。

　酔った教官ならではのスキンシップに俺はぐらりと来てしまう。

「あら、テアくんには過激だったかしら？」

「べ、別に過激とは思いませんけど……」

「それはつまり、もっとすごいことをやれって遠回しに言っているのね？　きゃーテアくんってばいやらしい～」

　口では俺をなじるようなことを言いつつ、教官こそ俺の足に軽くタッチを図はかったりしていやらしい。酔いは醒さめるどころかどんどん回ってきているようだった。それに対して俺は耐たえ忍しのぶしかないのだろう。

「じゃあテア先生、ここからもご教示よろしくね？」

　そんなわけで、その後も──二人羽織みたいな状態で卵を割り、搔かき混ぜ、焼く工程にまで入った。そして不格好ながらもプレーンオムレツを完成させるに至った。

　付け合わせのスープやらサラダすら密着状態で作り上げ、それらをテーブルに運んだところでようやく、俺は解放されたのだった。鍛たん錬れんよりも疲ひ弊へいしたのは間違いなかった。

「なんとか出来ましたね……」

「んふふ～、私とテアくんの愛の結けつ晶しようがテーブルに並んでいるわねっ」

「そ、その言い方はやめませんか？」

「だけど満まん更ざらでもないんじゃない？」

「そ、そんなこと……！」

「あら、お顔が真っ赤よ？　んふふ～、まったくもぅ、テアくんは可愛いんだから」

　隣となりに座る教官が、今もなお酔ったまま俺の頭をまた撫で始める。しかし迷めい惑わくとは思わない。忌いみ子ゆえに家族が居ない俺でも、愛情を感じ取れるこの瞬しゆん間かんは尊い。酔っていないシラフの教官からもやられてみたいが、まあ難しいだろうな。

「さてと、じゃあ冷める前に食べちゃいましょうか。──いただきます」

　そう言って食事を開始した教官に続いて、俺も手を合わせていただき始める。

「不格好だけど、自分で作ったからか美味おいしいわね。テアくんはどう思う？　エルザのと比べたらどっちが美味しいかしら？」

「さすがにエルザだと思いますよ」

「な、何よ……ここは素す直なおに美味しいって言ってくれてもいいんじゃないの……？」

「でもだからこそ、俺たちの方には伸のびしろがあるはずです。これからも一緒に色々と作っていきましょうよ」

「こ、これからも一緒に──っ」

　教官がびくんと体を震ふるわせ、サッと目を伏ふせる。

「や、ヤダもう……テアくんってばその台詞せりふは不意打ちが過ぎるわ」

「へ？」

　教官は顔を赤くしていた。俺の言葉に胸を打たれたようだが、そこまでのことを言っただろうか。

「その自覚なしの感じがまたなんとも……うぅ、私に恥ずかしさを感じさせたんだから、こうなったらテアくんにも感じてもらうからね！」

「えっ？」

　唐とう突とつな宣言があったのち、酔いどれた教官はにやぁっとした笑えみを浮うかべて、

「はい、あ～ん」

　そう言ったかと思えば、自分のオムレツを切り分け、俺の口元に差し出してきた。

　──羞しゆう恥ちの押し付け、あるいは共有。

　あ～んをすることで、俺にも恥ずかしさを抱かせようとしているらしい。

　なんてことだよまったく……これだから酔った教官はなんというか、嫌いじゃないけど苦手だ！　アグレッシブ過ぎるし、なんであ～んするのは平気なんだよ！　今は責めっ気けが前面に押し出されているから恥ずかしくないってことなのか!?

「どうしたのかな～？　早く食べてもらいたいんだけどなあ」

「くっ……」

　これに屈くつすれば間ま違ちがいなく恥ずかしい思いをするが、俺は教官のあ～んをみすみす逃のがしたくもなかった。

　だから決めた。屈してやる。恥はじなんて一瞬だ。気にしないようにすればいいんだ。

「い、いただきます……！」

　覚かく悟ごを決めて口を開け、俺はフォークに刺ささったオムレツに齧かじり付こうとした。

　その瞬間、教官があくどい笑みを深めたかと思えば──ひょい。

　フォークがサッと引かれ、オムレツが眼前から消えて、俺の歯は虚こ空くうを空振った。

「……え？」

　まさかのフェイント……っ!?

　俺が衝しよう撃げきを受ける傍かたわら、教官は我が慢まんしきれないと言わんばかりに笑い始める。

「て、テアくんったら……くふふ……餌えさに群がる鯉こいみたいで可愛かわいい～」

「こ、鯉……っ!?　ちょっと教官っ、このからかいはさすがに怒おこりますよ！」

「んふふ～、テアくんが怒っても何も怖こわくないのよね～。でもだからといって怒らせたくはないから、今度こそ、ちゃんとね？」

　再び差し出されるオムレツ。

　俺は警けい戒かいしながら顔を近付け、サッと引かれないことを確かく認にんしてから口を開く。

　直後に今度こそ──あむっ、と嚙かみ締しめることに成功し、俺は歓喜した。

　夢にまで見た、は言い過ぎかもしれないが、教官からのあ～んは最高過ぎる！　もちろん恥ずかしさだってあるものの、それを上回る喜びの方が大きかった。

「むっ……なんだかテアくん、あまり恥じていないのね。この仕打ちはちょっと蜜みつに寄り過ぎてしまったのかしら……」

　そう言って教官は少し考える素そ振ぶりを見せて、

「──あ」

　と直後、いいことを思い付いたように悪そうな笑みを浮かべた。

　イヤな予感──もしくは悪お寒かん。

　そうして俺が身構えようとしたすんでのところで──

「はむっ」

　隣に座る教官が──俺の耳たぶを、甘あま嚙がみしたのだった。

「──っ!?」

　つかの間、理解出来ずに放心。直後に現状を把は握あくし、俺は絶大なる羞恥と共に、

「な、何やってるんですか教官……ッ!?」

「これにゃらテアきゅん……ひゃずかしがってくれるかな～ってね。そしてどうひゃら成功したみひゃいね？」

　俺の耳たぶをはむはむしながら、教官は満足げにそう言って、しかし──

「でもちょっと……私の方もひゃずかしいかも……」

　策士策に溺おぼれるって言葉が合っているかどうかは分からないが、とりあえず──自じ爆ばくしたようだった。




　その後──ちょうど夕食を食べ終えた頃ころに、教官の酔よいは醒めてくれた。

「……あれ？　私は一体何を……」

　後片付けをしていた俺は教官のそんな変化に気付き、一いつ旦たん後片付けを切り上げて椅い子すで休む教官に近付いた。目覚めの一杯として水を持っていく。

「教官、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あぁテアくん……私は何をしていたのかしら？　もしかして寝ねていたの？」

　目元を揉もみほぐしながら、教官が尋たずねてきた。酔っている最中の記き憶おくが曖あい昧まいになるのは昔からのことだ。記憶が完全に抜ぬけているわけではないらしく、こちらから助言すると思い出せたり、ふとした瞬間に酔っ払ぱらい時の記憶が蘇よみがえることはあるらしい。

　だからこそ、酔った自分は最悪だと自覚し、普ふ段だんはお酒を控ひかえているわけだ。

「いや、教官は寝てませんよ。夕食作りの最中に料理酒を飲んでしまったので、そこから先の記憶が薄うすれているだけですね」

「──あ」

　俺がそう告げたことによって、教官は間違って料理酒を飲んでしまったことを思い出したようだった。頰ほおを若じやつ干かん、照れ臭くさそうに赤らめ始める。

「……酔った私は何か、テアくんに迷惑をかけてしまったかしら？」

「いや、大丈夫でしたよ。だから気にしなくていいです」

　俺は詳しよう細さいな報告はしない選せん択たくを選んだ。

　詳細を告げてもそれは、教官にしてみれば黒歴史でしかないのだし。

　それに実際、迷惑をかけられてはいないのだから、どうでもいいことだろう。

「そうなのね？　なら良かったわ」

　教官は心底安心したように呟つぶやき、それから俺が置いたグラスの水を飲み始める。

「ふぅ……今回は大丈夫だったみたいだけど、私はお酒を飲むと途と端たんにおかしくなってしまうものね。本当に気を付けないといけないわ……」

　酔った詳細を知らないというのは幸せなことだと思う。

　そんな風に考えつつ、後片付けを再開する。

「そういえば教官、俺にもう少し自由を与あたえる、ってさっき言ってましたけど、それは結局どういうことなんですか？」

「それに答える前に、エルザはもう来た？」

「いや、まだ来てないですけど」

「じゃあエルザが来たら説明するわね」

　という言葉のあと──コンコンコン、とノックの音が聞こえてきた。

　それは玄げん関かんの扉とびらが叩たたかれる音だった。……もしかしてエルザだろうか？

「テアくん、ちょっと見てきてもらえる？」

　分かりました、と頷うなずいた俺は玄関に移動し、ドアの向こうに呼びかける。

「どちら様でしょう？」

「テアの未来の花はな嫁よめ」

「お帰りください」

　そう言いつつも、俺はロックを解除してドアを開けてやった。

　すると案の定、そこにはエルザが佇たたずんでいたのだが──

「お前……何やってんだ？」

　なぜか、裸はだかエプロン姿だった。俺はつかの間目を合わせ続けたのち、理解することを放ほう棄きしてすぐに扉を閉めて何も見なかったことにした。

「なぜ閉めたの？」

「……不ふ審しん者が居たからだ」

「そんな者は居ない。わたししか居ないから安心してもう一度開けて欲しい」

「だからお前が不審者なんだよ！」

「いいから開けて。ミヤのお使いを成し遂とげてきたのにこの仕打ちは酷ひどい」

「酷いのはお前の格好だからな？」

　言いつつ、俺は再びドアを開けてやった。当然ながら裸エプロン姿のエルザがまた視界に飛び込んできて、なんとも目に毒というか……。

「わたしのこの姿に興奮する？」

「興奮するしないの前にびっくりしたんだよこっちは。あとエプロンの裾すそひらひらさせるのやめてくれ見えそうだから」

　慎つつましやかな胸むな元もとがチラチラと見え隠かくれしているし、何も穿はいていないのであろう下半身も非常に危険だった。

　言いたいことは他にも山ほどあるが、とりあえず家に上がってもらうことにした。

「やっぱりエルザだったのね……にしてもなんて格好よ」

　居間に戻もどった瞬しゆん間かん、教官がエルザを見て呆あきれ顔になった。

　エルザは自じ慢まんげに小ぶりな胸を張る。

「これはテアを誘ゆう惑わくするための一手（ひらひら）」

「だからひらひらさせんなってば」

　言いつつ、俺は教官に目を向けた。

「なんにせよ、エルザがこうして来たわけですから、エルザへの頼たのみごとも含ふくめて、もう少し自由を与える、という発言についてぼちぼち説明をお願い出来ますか？」

「ええ、分かったわ。──エルザ、頼んだモノは持ってきてくれたようね」

「ん、バッチリ」

　エルザは先ほどから縦長の黒いケースを担かついでいる。楽器でも入っていそうな代しろ物ものだ。

　エルザがそれを教官の前に置いた。教官は満足げに頷く。

「ありがとうエルザ、確かに受け取ったわ。じゃあこれが代金ね」

　財さい布ふから紙し幣へいの束を取り出すミヤ教官。

　それなりの大金だ。ケースの中身は一体なんだろうか。

　エルザが札束を受け取って、ゆっくりと数え始める。

「ちょっと多い」

「ならお使い代ってことで、多い分も受け取ってくれていいから」

「じゃあ遠えん慮りよなく。テアとの子作り資金が潤うるおって嬉うれしい」
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「あなたね、そういう下品なことを口に出すのはやめなさいってば。女の子でしょ？」

　教官がエルザを咎とがめている。普段はこんな感じで堅かた物ぶつなのに、なんで酔うとああなってしまうのだろうか。世界三大ミステリーのひとつに認にん定ていして欲しいぐらいだ。

　そう考える俺をよそに、エルザは教官に歯向かう。

「わたしは素す直なおな気持ちを言ってるだけ。この格好もテアへの愛情表現。でもミヤは真ま似ねしない方がいい。おばさんがこんな格好するのは痛いだけだから」

「あぁそう……とりあえずあなたの上官に口の利きき方がなってないって報告しとくわね」

「や、やめて」

「やめて欲しかったらまずはさっさと服を着なさい」

　言い争いで教官に勝てるはずもなく、エルザはバッグから衣服を取り出し、渋しぶ々しぶと裸エプロン姿から着き替がえ始めた。

「おい……なんでここで着替え始めるんだよ」

「ミヤへのせめてもの抵てい抗こう」

「それで割を食うのがなんで俺なんだよ！　脱だつ衣い所に行けよ！」

「凝ぎよう視ししてくれて構わない。なんなら見せ付けたい。くぱっと体内ま──」

「──エ・ル・ザ？　あなたいい加減にしなさいね？」

　そのとき、教官が威い圧あつ的な声を発した。あとがないことを察したのであろうエルザは、俺にちょっかいを出すのをやめて、そそくさと衣服を身に着け始めた。

　エルザはその後、わざと穿かなかった黒タイツを俺の手元に置いていくという最後の抵抗を果たしつつ、名残なごり惜おしそうに帰っていった。

「まったくあの子は……。テアくん、そのタイツはあとで処分しておきなさいね」

「分かりました」

　とは言いつつも、折を見て返しておこう。捨てるのはさすがにもったいない。

「それより、エルザに持ってきてもらったその黒いケース、結局なんなんですか？」

「これはね、狙そ撃げき銃じゆうよ」

「狙撃銃……ですか？」

　葬撃士は基本的に、前衛職と後衛職に分けられる。花形は前衛。後衛は大した身体能力を持たない者が選ぶ役職だ。進んで後衛を選ぶ者も居るが、それは少数派だろう。

　いずれにせよ、狙撃銃はそんな後衛がよく用いる武器なわけで──

　──ミヤ教官がなぜ狙撃銃を？　教官は銃じゆう剣けんで戦う前衛だというのに。

「この狙撃銃はね、私からテアくんへの贈おくり物なの」

「……え？」

「本当はね、もう少しあとに渡わたす予定だったのだけど、テアくんはガレッシャーノをダウンさせられるくらいの強さは現時点で持っているようだから、早いところ渡しておいた方がいいのかなって思ってね」

「じゃあ、もう少し自由を与える、っていうのはもしかして……」

「そうよ。最終的にどうしたいかはテアくんにお任せするけど、私は現時点をもって狙撃手への復帰を推すい奨しようさせてもらうわ」

　……やはりそう来たか。

　でもまさかそう来るとは思わなかった部分もある中で、教官は言葉を続けた。

「テアくんは葬撃士への完全復帰を目指すんだ、って言っているけど、それは剣士に戻るって認識でいいはずよね？」

「ええ……もちろんです」

「なら、そのためにこれからどうやって過ごすつもり？　地道に鍛たん錬れんを続けるだけ？」

　教官は諭さとすように俺を見る。

「私はね、地道な鍛錬の継けい続ぞくを悪いことだとは思わない。だけど、そうやって地道な鍛錬だけに集中するのは危険だと思うの」

「危険というのは……実戦から遠ざかってしまうという意味で、ですか？」

「その通り。鍛錬に集中しても、実戦感覚は養えない。本当に剣士としての復帰を目指すのであれば、まずは後衛の狙撃手として復帰して、実戦感覚を忘れないようにしながら、段階を踏ふむようにして前衛復帰へのリハビリをするべきだと私は思うのよね」

「管かん轄かつ内で見守りたいと言っていた教官が、よくそんな許可を出す気になりましたね。狙撃手として実戦に出向くとなれば、俺は普ふ通つうに任務を請うけ負うことになりますけど？」

「分かっているわ。だからテアくんの強さが一定以上のところまで戻ってきたら、私はそのとき初めて許可を出すつもりでいたの。私の想定ではその許可を出すまではまだまだ時間がかかると思っていたのだけど、君は私の想定以上に弱っていなかった。ガレッシャーノに勝ってしまうし、それはつまり狙撃手の役目なら充じゆう分ぶんにこなせるということよ。だから今、新たな自由を与えるの」

「なるほど……」

　教官の考えには納なつ得とくした。過保護なようでいて、俺をきちんと完全な復帰に導くためのシナリオを考えてくれていたのだ。ありがたい。

　ならば俺は、それを受け入れよう。

　剣士の俺が、狙撃手への一時的な復帰──思うところがないではないが、もはや手段は選ばない。確かに鍛錬だけに集中していたら実戦感覚は養えない。

　悪あく魔まを殲せん滅めつするために、何より教官の負い目を取り払はらうためにも、俺はやれることはなんでもやってかつての自分を取り戻してやると決めたから。

「教官、分かりました。俺はまず狙撃手に復帰してみようと思います」

「ええ、そうしなさい。テアくんなら必ず上手うまくやれるわ。──じゃあこれを、正式にプレゼントするわね」

　教官が黒いケースを開けた。中には真新しい漆しつ黒こくの狙撃銃が収められていた。

「これって……最新モデルじゃないですか」

「そうなの？　狙撃銃はあんまり詳くわしくないから、選定はエルザに託たくしたのよね」

「さすがは現げん役えきの狙撃手だけあって、いいのを選んできましたよあいつ」

　銀に弱い悪魔対策として、銀ぎん弾だん入りの弾薬箱もセットになっていた。

「教官、こんなにいいモノをありがとうございます」

「いいのよ、私にはこれくらいしか出来ないのだし」

　何かを背負っているかのように、教官の表情は硬く引き結ばれている。俺を最前線から遠ざけたことに対する負い目が、当然ながら依い然ぜんとしてあるのだろう。

　だから俺は、この狙撃銃と共にステップアップしていかなければならない。

　そう思いつつ、俺は狙撃銃を摑つかみ取り、奮ふん闘とうを誓ちかった。








幕まく間あい　ミヤ・サミュエルの想おもいⅠ









　私──ミヤ・サミュエルは、テアくんが寝ね静しずまったのを見届けたのち、一人の友人に誘さそわれて静かなバーを訪おとずれていた。

「こんな時間に誘ってごめんなさい。ミヤにはテアくんを見守る役目がありますのに」

　そう言って手始めに謝ってきたのは、私をこうしてバーに誘ってくれた友人──セイディ・アイソトニックだ。淡あわい金きん髪ぱつをうなじの辺りで緩ゆるく縛しばった、可愛かわいいというよりは美形の女性。私と同い年の二六歳で、葬そう撃げき士しという職業も一いつ緒しよだ。悔くやしいことに先に結けつ婚こんされてしまったのだけど、それだけで友人関係にヒビが入ることはなかった。

「気にしなくていいわ。私はもうテアくんに対して過保護ではなくなっているから」

「そうなんですか？」

「そうよ。テアくんは結構順調に再起を目指せているの。私が四六時中見守る必要はもうなくてね、だから久々にこうしてセイディの誘いに乗れたってわけ」

　まあ誘いに乗ってバーにやってきても、私はお酒を一滴だって飲まないわけだけど。

「テアくんが順調なのは喜ばしいことですね。テアくんは例の件で、ミヤを恨うらむような素そ振ぶりもまったく見せていないそうですし。優やさしいですよね」

「だけどあの子、優し過ぎるというか……私に入れ込み過ぎなのよね。普通に考えたら私って、テアくんに逆さか恨うらみされてもしょうがない存在だと思うのよ。それなのに、守れたことを誇ほこりに思うって言われてしまって……」

「テアくんはきっと、ミヤのことが好きですよ？」

　茶化すように顔を覗のぞき込んできたセイディに、私はため息と共に告げる。

「……というか、実際にそうなのよ……庇かばった動機を聞いたとき、大切だから守ったって言われちゃってね」

「ひゃー、そうでしたか。ミヤはそれになんとお返事を？」

「……私を大切に思うのは見る目がない、って言っておいたわ」

「えぇ、どうしてですか？　ミヤだってテアくんのことは好きですよね？」

「そりゃあ……」

　お酒を飲んでいるわけでもないのに、自分の頰ほおがカッと熱くなるのを感じた。

「ふふ、ミヤったら分かりやすいですね」

「う、うるさいわね……」

「いいじゃないですか、妙みような意地を張らずとも」

「別に意地なんかじゃ……」

「そういえばミヤって、いつからテアくんのことが好きなんですか？　庇われた件があったから、というわけではないんですよね？」

「……気になり始めたのは、もっとずっと昔よ」

　私よりも身長が低かった頃ころのテアくんが、ふと脳のう裏りをよぎった。

「教官時代ですか？」

「うん……あの子ね、私が受け持ったクラスの中でも図ず抜ぬけた頑がん張ばり屋で、毎日放課後遅おそくまで残っていたの。色んな年代の子が居る中で、あの子は一番若い一一歳だったのに」

「ただでさえ超ちよう人じん的な身体能力の忌いみ子が毎日遅くまで研けん鑽さんですか。そりゃ養成所の課程をたった一年で済ませて、一四歳の時には史上最年少で《七なな翼よく》まで行きますよね」

「うん……それでね、その毎日遅くまで残っているときに、私聞いてみたのよ。テアくんはどうしてそんなに努力をするのって。そしたら、なんて言ったと思う？」

「んー、なんでしょう……もったいぶらずに教えてくださいよ。ほら」

「あのね、テアくんはこう言ったのよ。努力の理由は悪魔を殲滅するためです、って」

「それ自体は……夢見がちな子供としては普通の意見じゃないですか？」

「かもね……でもテアくんは続けてこうも言ったわ。悪魔を殲滅すれば、俺たちのような存在がもう産まれずに済んで、救われますから、って」

「なるほど」セイディはハッとしたように応じる。「テアくんは子供らしく夢想を語ったわけじゃなくて、忌み子を取り巻く問題の解決手段としてそう言ったんですね？」

「その通り。一一歳の子がよ？　私びっくりしちゃったわ」

　一一歳のときの私なんて、まだ普通に遊んでいた。でもテアくんは違ちがったのだ。

「テアくんは一一歳ですでに人生の目的を明確に持っていて、そのために養成所に来ていたの。忌み子のために悪魔を殲滅する──子供らしく能天気に語ったんじゃなくて、どこまでも冷静に、だったわ。賢かしこくて、大だい胆たんな子だなって思った。悪魔を殲滅することの難しさを、テアくんはあの頃からちゃんと分かっていたはずなのに、それでもそう言ってのけたのよね。そこに大人びた雰ふん囲い気きを見み出いだして、まだ小さかった体とのギャップで、私はころっとやられちゃったっていうか……」

「ふふ、テアくんは罪な子ですね」

　セイディは微笑ほほえましそうに笑って、カクテルをひと口呷あおった。

「で、それなのにテアくんの好意を蹴けってしまったんですか？」

「当たり前でしょ。だって私は……テアくんの生き様を狂くるわせてしまったんだもの」

　テアくんは順調に再起を目指しているけど、だからといって元に戻もどれる保証はない。

　私が狂わせた……そんな私が、どのツラ下げてテアくんの好意を受け取ればいいの？

「私にはテアくんを好きになる資格がないし、テアくんの好意を受け取る資格もないの」

「そんなはずがありません。自由にしたらいいんですよ」

「だから自由に考えて、私はそういう結論を導き出したのよ。私はテアくんの好意を受け取れない。私自身がそれを許せないから」

「でも……ミヤはもうずっと何年もテアくんだけを見ているわけでしょう？　だからミヤの浮ういた話って一つも聞かないわけで……それなのに、好意を我が慢まんするんですか？」

「見守っていられれば、養ってあげられれば、それでいいのよ。それが私にとっての償つぐないになると思うから」

　テアくんのことは大好きだけど、大好きだからこそ手なんて出せない。

　今の私にはそんな資格なんて絶対にないのだから。

「じゃあちょっと早いかもしれないけど、今日は顔出し程度で帰らせてもらうわね」

「はい、分かりました……ミヤ、あまり思い詰つめないでくださいね？」

　その言葉に頷うなずいたのち、私は愛いとしいあの子のもとへと帰ることにした。

　──決して触ふれることの許されない、硝子ガラスのような王子のもとへと。








第四章　翻ほん弄ろうされる一日









　──狙そ撃げき銃じゆうを受け取った日の、翌朝。

「じゃあ仕事に行ってくるわ。もし任務を請け負うつもりなら充分気を付けるようにね」

「はい、教官こそお気を付けて」

　俺は使用人としてミヤ教官を仕事に送り出したのち、洗せん濯たく、掃そう除じを行なってから教官の家を出て、葬そう撃げき士し協きよう会かい帝てい都と中央支部へと向かうことにした。狙撃銃と共に新たな自由を手に入れたので、早さつ速そく任務をこなしてみようと思ったのだ。

「ええと、フリーランスの君に今紹しよう介かい出来る任務はこんなものですかね」

　その受付にて、現在受注可能な悪あく魔ま狩がり任務一覧を見せてもらっている俺。

　任務ファイルをめくってくれているのは、セイディ・アイソトニックという受付嬢じようの一人で、この人は教官と同期で親友関係にある人だ。俺も顔見知り程度ではある。

「それにしてもテアくん、もう復帰するんですね、ビックリしました」

「俺はこれを復帰とは言いたくないです。あくまで前衛再起へのリハビリですよ」

　そう、リハビリだ。この肩かたに担かついでいる狙撃銃は、あくまでリハビリのための道具に過ぎない。実戦感覚を忘れないためにスナイパーとして任務をこなす。それだけだ。

「任務はお一人で？」

「一人で充分だとは思うんですが……」

　俺はちらりと背後を見やる。そこにはシャローネとエルザの姿があった。こいつらとさっきバッタリ会ってしまい、任務に行くなら自分たちもサポートとして付いていく、と言い出しているので、三人で行くことになりそうだった。

「あの二人、今日は支部での仕事はないんですか？　俺と違ってフリーじゃないのに」

「今日のシャロちゃんとエルちゃんは支部待機勢なんです。有事に備えての」

「だったら俺のリハビリに付いてきちゃダメなんじゃ……」

「まあ支部待機勢って実質的な休みですよ。有事なんか滅めつ多たに起こらないので。あからさまなサボりは認められませんが、近場の任務への同行なんかは認められるんですよね」

「そういうもんですか」

「そうですよ。で、結局どの任務にしますか？」

「じゃあこの帝都近きん郊こうの奴やつで」

「了りよう解かいです。ここにサインをお願いします」

　セイディさんからペンを受け取り、俺はサインを行なう。

「ねえテアくん、ミヤとキスしたいって思いますか？」

「──ぶっ。……な、なんですかいきなり……」

「だってテアくんはミヤのことが好きでしょう？　だから庇ったんですよね？」

「まあ、そうですけど……」

「それなのにミヤは、テアくんの好意を受け取ろうとしないんですよね？」

「……なんで知ってるんですか？　教官と何かお話でも？」

「そんなところです。まあとにかく、ミヤは意地を張っているんですよね。テアくんを悪魔狩りの最前線から遠ざけてしまった責任を、すごく感じているようでした。テアくんを見守りつつも受け入れないようにすることが、償いになると思っているようです」

「だったら俺は、かつての自分を取り戻すための努力を続けるだけです。それが恐おそらくは教官に踏ふみ込むための近道になるはずですから」

　そんなやり取りの中、サインを書き終え、晴れて討とう伐ばつ任務の受注が完かん了りようした。

　俺はセイディさんのもとを離はなれ、シャローネ、エルザと合流する。

「……付いてくるんだな？」

「当たり前でしょ！　今のテアを一人で任務になんて行かせられないわよ！」

　言いつつ、支部内の売店で買ったのであろう成長促そく進しん牛乳を飲んでいるシャローネ。

「狙撃手の先せん輩ぱいとして、わたしが手取り足取りみっちりぬぷぬぷ教えてあげる」

　そして無む駄だにいやらしい表現を口走ったエルザである。二人ともやる気満々らしい。別に構わないが、任務の内容的にこいつらを連れて行くのは確実に戦力過多と言えた。

「くれぐれも俺の獲え物ものを横取りしないようにな？　これはあくまで俺のリハビリなんだ。もし余計な真ま似ねをした場合、二人の大切なモノをそれぞれ献けん上じようしてもらうぞ」

「ぎゅ、牛乳はそう簡単に渡わたさないわよ！」

「じゃあシャローネは牛乳な？　エルザはもしものとき、大切な何を渡してくれるよ？」

「テアの下着コレクション」

「ただちに返せ」




　そんなこんなで俺は狙撃銃を担いで、二人を連れて、リハビリに出かけた。

　結論から言えば、討伐任務はあっという間に終わった。帝都近郊に現れていた下級悪あく魔まは全部で四体で、俺はそのすべてを狙撃銃で撃うち貫ぬいた。当然ながらシャローネとエルザの出番などなく、すでに帰路の途と中ちゆうだったりする。

「テアって狙撃銃の経験あったの？　全ぜん弾だん外さずに当てていたけど」

「経験は養成所の実技で触さわった程度だな」

　隣となりを歩くシャローネに応じた。

「そんな昔の経験だけであれだけやれるとか、さすがはテアというか」

「本職であるわたしの立つ瀬せがない」

　エルザが少し不服そうに呟つぶやいている。

「責任取って結けつ婚こんして」

「やだよ」

「じゃあ子作りして」

「何がじゃあなんだよ……」

　思考の飛ひ躍やくはやめていただきたい。

　そのうち葬撃士協会帝都中央支部に帰り着く。任務の達成報告を行なうのだ。

「セイディさん、ただいま戻りました」

「お早いお戻りですね。さすがはテアくんといったところでしょうか。剣けん士しに返り咲ざかなくても、このまま狙撃手としてやっていけるんじゃないですか？」

「ご冗じよう談だんを。このままやっていけるとか関係なしに、俺は剣士に戻らなきゃいけないんです。この手で悪魔を殲せん滅めつするために、何より教官の負い目を解消するためにも」

「ほんと、健けな気げでいい子ですね。もし未み婚こんだったら私テアくんのこと好きになってます」

「あの……反応に困るんですけど」

「でも本音ですよ？　大きな声では言えませんけどね」

　そりゃ大きな声で言われたら俺も困るからやめていただきたい。

「まあそれはそうと、テアくん本当に頑張ってくださいよ？　私も応おう援えんしていますので」

「はい。ありがとうございます、セイディさん」

　こんな感じで、今日のリハビリは終しゆう了りようしたのだった。




　その翌日──。本日は仕事がお休みだというミヤ教官が朝のコーヒーブレイクに耽ふけっている傍かたわら、俺は教官宅の庭で基き礎そトレーニングを行なっていた。

　教官の自前バーベルを借りて上半身の増強を図はかりつつ、下半身いじめも忘れない。

「ファイトよテア！　もうちょっと深く腰こしを下ろしなさい！　そうその感じ！」

　そしてなぜか居るお節せつ介かい金きん髪ぱつロリのシャローネ。

　任務前の空き時間を利用して俺の様子を見に来たとのことだった。

「ハイよし！　一いつ旦たん休きゆう憩けいね！」

「なんでお前が仕切ってるんだよ……」

「いいじゃん別に。それよりほら、牛乳あげる。骨も鍛きたえないとね」

　そう言って瓶びんの牛乳を渡してくれるシャローネ。

「俺に牛乳くれるのはいいが、お前自身はちゃんと飲んでるのか？」

「当たり前でしょ。毎日欠かさず飲んでるわ。だからほら、成長したでしょ？」

　そう言ってシャローネが胸を張った。

「まあ確かに、以前に比べれば成長してるかもしれないな」

　春先よりも背が伸のびた気がする。それでも小こ柄がらであることに変わりはないが。

「でしょでしょ！　むふふ～、これからどんどん大きくなるわよ！」

　せめて俺の肩くらいまでは背を伸ばして欲しいものである。シャローネと一いつ緒しよに歩いているとたまに女児性愛者に見られてしまい、単純に困るのだ。

「今年に入ってから結構順調でね、このまま育てば八〇センチ超ごえも夢じゃないと思うわ」

「八〇センチ？　そこはもうとっくに超えてるだろ？」

　シャローネの身長は一四〇と少しなのだから。

「え……さ、さすがに超えてないわよ。今六〇センチ半ばぐらいだし……」

　どういうことだ……座高の話か？　だとすれば──

「その数値は低い方が好ましい気がするな。八〇センチはダメだ。現状が六〇センチ半ばだっていうなら現状維い持じがベストだろ。まあ勝手に育ったらどうしようもないけどな」

「えっ……て、テアってない方が好きなの……？」

「ない方が好きというか、あったらダメだろ？」

　座高が高くても誇ほこれることはないのだし。

「そ、そっか、テアはない方が好きなんだ……じゃあこのままでいいかも……」

　少し頰ほおを赤くしながら、シャローネがなぜか自分の胸むな元もとをさすっていた。

　その胸だけはもう少し育った方がいいと思うぞ？　と考える俺をよそに、

「テアくんとシャローネちゃんの並びは兄妹きようだいみたいで素す敵てきね。微笑ほほえましいわ」

　教官がこの場にやってきた。オフ日であるため、白ニットのセーターにスリットのないロングスカートを合わせていて、髪かみも束ねておらず年相応に落ち着きのある格好だった。

「む……おっきい」

　シャローネが教官の胸元を見てむすっとし始めた。

「シャローネちゃんもすぐに大きくなると思うわ」

「……その胸で、テアの誘ゆう惑わくとかしてません？」

「してないから安心してちょうだい。それとね、すぐそういう方向に考えがいくのはエルザ化の始まりだから気を付けなさいね？」

「あ、あんなのと同類になりたくないので、言われた通りに気を付けますっ」

　エルザが酷ひどい扱あつかいにされているが、まあ自じ業ごう自得だろう。

「それはそうと、シャローネちゃん任務の時間は大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、ぼちぼち行かなきゃいけないです」

「またいらっしゃいね」

「はいっ。迷めい惑わくかもしれないけど、テアのことよろしくお願いしますっ！」

　ハキハキと言ったのち、シャローネは荷物を抱かかえて立ち去っていった。

「いいわねえ、シャローネちゃん」

　教官はどうにもシャローネのことが好きらしい。

「テアくんの保護者感あるあのいじらしい態度、本当に可愛かわいらしいと思うの」

「俺に言わせれば勝手に保護者ヅラしてくる一四歳のちんちくりんですけどね」

「一四歳は羨うらやましいわね。私より一二歳も若いってことだもの」

「教官もまだまだ負けてませんよ。誰だれよりもお綺き麗れいだと思います」

「またそんなこと言っちゃって……私に入れ込むのはやめなさいって言ってるのに」

「やめませんよ。俺は教官のことが好きですからね」

　真しん剣けんに伝えるが、教官は困った表情を浮うかべるだけだった。

「……私なんかの、どこがいいの？」

「すべてです。教官は自分の価値を低く見積もり過ぎですよ」

「外ヅラがいいだけだから、幻げん想そうを見るのはやめなさいね？　家の中が散らかっていて、料理も出来ない。それが私だって、テアくんも分かったはずでしょ？」

「それさえも、魅み力りよく的に思います」

　完かん璧ぺき超ちよう人じんじゃなくて、そうした欠点もあればこそ、教官はより輝かがやいて見える。

「でも私は、もっと悪い欠点も持っているってことを忘れちゃ駄だ目めよ？」

「……え？」

「私は君を不幸にしてしまうのよ。だから、必要以上に入れ込むのは駄目なの」

　優やさしく、諭さとすように言われた。食い下がろうと思ったが、機き嫌げんを損ねてしまうんじゃないかと思って、それ以上何も言えなかった。

　教官が室内に戻もどっていく。

　教官の攻こう略りやくはかなり難しいのだと改めて実感したが、それでも俺は諦あきらめない。俺が元に戻ってあらゆる負い目を清算出来れば振ふり向いてくれるはずだと信じて、引き続きトレーニングを行なった。

「もうトレーニングは終わり？」

　やがて休きゆう憩けいがてら室内に戻ると、教官がコーヒーをすすりながらすっかりいつもの調子で尋たずねてきた。俺も表面上はもう気にしてはいなかった。

「いえ、休憩のつもりですけど何か？」

「これからちょっと付き合って欲しいところがあってね」

「お出かけですか？」

「そうよ、ドレスを買いに行こうと思っているの」

　ドレス？　なぜだろう？

「実はね、今日の夜、お城で夜会があるのよ。葬撃士協会のお偉えら方がたを集めてのね」

　お城というのは、皇族家の居城のことだろう。この帝てい都との中央に燦さん然ぜんと鎮ちん座ざする、幾いくつもの尖せん塔とうを有する巨きよ大だいなお城。そこで今夜、葬撃士協会のお偉方を集めた夜会が開かれるらしい。教官はそこに招待されているということか？

「その夜会でね、先日のアガリアレプト討とう伐ばつを称たたえる表ひよう彰しようが行なわれるらしくて、私はその討伐隊の代表者として登とう壇だんすることになっているのよ」

「そういうことですか」

「ちなみにテアくんも誘さそって来るように言われているから」

「え？」

「当然よね。テアくんが手負いにしてくれたからこそ、あの勝利があったわけで。だから私とは別に、テアくんには殊しゆ勲くん章しようが与あたえられるらしいの」

「本当ですか？」

「噓うそは言わないわ」

　酔よった教官ならいざ知らず、普ふ段だんの教官は噓なんてつかないから本当なのだろう。

「というわけで、夜の表彰式にふさわしい正装を買いに行きましょうね」

　そう言われ、俺は教官と一緒にフォーマルウェアの店に向かうことになった。




「テアくんはどれが似合うと思う？」

　色とりどりのフォーマルウェアが並ぶ店内。

　まずは教官のドレスから選ぶことになり、俺はそんな風に尋ねられていた。

　今ミヤ教官が手に持っているのは、オトナの静けさを感じさせる黒いワンピースドレスと、女性の曲線を強調させる華はな々ばなしい赤のマーメイドラインドレス。他にも色々と気になっているようで、候補のドレスを手当たり次し第だいに試着室へと持ち込んでいた。

「教官は何を着ても似合うと思うんですが」

「そういうありきたりな回答はいらないというか……テアくんがこれだって思うモノを教えて欲しいのよね」

「そうは言われても……俺にファッションセンスなんて皆かい無むですし。選ぶとなれば、完全に俺の趣しゆ味みになってしまいますけど」

「そう、だからそれでいいのよ。テアくんの率そつ直ちよくな趣味を教えて欲しいの」

「じゃあまず、それぞれ試着してもらってもいいですか？　手に持たれているだけだと、どうにもイメージが摑つかみづらくて」

「元よりそのつもりよ。じゃあ始めましょうか」

　教官が試着室に入り込んだ。しゃっ、とカーテンが閉められ、俺は待機する。

　衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきて、ちょっと焦あせる。このカーテンの向こうでは今、教官が生なま着き替がえ中なのだ。変な想像をしてしまうが、俺はかぶりを振って邪じや念ねんを払はらう。

　そんな中、早くもカーテンが開けられ、黒いワンピースドレスを着た教官が現れた。

「────」

　俺は言葉を失う。綺麗過ぎる。それほど露ろ出しゆつが激しくないにもかかわらず、そのスタイルの良さのせいで多少蠱こ惑わく的になってしまう感じが素す晴ばらしい。本来は膝ひざ丈たけなのだろうが、教官の脚あしが長い影えい響きようでちらりと覗のぞく太ももがまたたまらない。

「どうかしら？」

「すごく……いいと思います。あの、他のも見たいです」

「じゃあまた少し待っているようにね？」

　ちょっと嬉うれしそうな声と共に、しゃっ、と再度閉められるカーテン。

　それから少しの時間が過ぎた頃ころ、そのカーテンが再び揺ゆらめいたのだが、

「ね、ねえテアくん……」

　おもいっきり開けられることはなく、出てきたのは教官の顔だけだった。

　ちょっと涙なみだ目めというか、何やら困っている様子だ。

「どうしました？」

「あのね……背中のチャックが閉まらなくて……」

「え」

「なんだかショックだわ……これが着れないほど太っているはずはないのだけど」

　サイズが合わなくて落ち込む教官も味があってよろしいが、そんな悲しげな表情を見せられ続けても困るので、俺は他意のない善意でこんなことを言ってみた。

「じゃあ、その……閉めるの手伝いましょうか？」

「テアくんが、ってことよね？」

　俺にそう言われ、教官は少し戸と惑まどっているようだったが、

「でもまあ、こんなことで店員さんを呼ぶのも恥はずかしいものね……じゃあそうしてもらえる？　ちょっと見苦しいとは思うけど」

　どうやら心が決まったらしく、教官はカーテンを開け放ち、俺に背中を見せ始めた。

「……っ！」

　チャックが閉まらないという背中を見せられた俺は、目を見開いて驚きよう愕がくする。驚おどろいた理由は単純だ。チャックが予想以上に閉まっていなかったのである。

　赤いマーメイドラインドレス。タイトなそれのチャックは、お尻しりの真上辺りから閉め上げていくタイプで、それがまったく閉まっていないのだから、なんかもう教官の背中が丸見えだった。というか背中どころか、お尻の割れ目が少し見えていて……。どうしてお尻が見えているのだろうか。ノーパン？　ショーツのラインを出さないために？

「ごめんね、見苦しくて」

「い、いや……むしろ眼福で……」

　何を言ってるんだ俺は。とにかく閉めろ。閉めるんだ。

「じゃ、じゃあやりますね。このっ……」

　俺はチャックを摑み、閉め上げようとする。しかしなかなか閉まらない。

「……私、太ったのかしら……」

「いや、これはそういうんじゃないと思います……」

　これは教官のウエストが原因というよりも、この魅み惑わくのお尻がはち切れんばかりの安産型であるせいだろう。

「教官、もっとお尻をキュッと出来ませんか？」

「えっ？」

「多分お尻が原因なので」

「それは……その……私のお尻が無む駄だに大きいってこと？」

「ち、違ちがいます！　このお尻はお尻で非常にいいんです！　俺は大好きです！　ただしこのドレスの野や郎ろうが教官のお尻を一向に認めない方向性であるらしく……！」

　再び何を言ってるんだ俺は。

「わ、分かったわ。とにかくお尻をキュッとしてみればいいのね？」

「お願いしますっ」

「えっと、じゃあ、こんな感じでどうかしら？」

　お、少しお尻が引き締しまった。チャックに余よ裕ゆうが生まれる。今ならきっといける。

「いきますよ教官」

　俺はチャックを閉め上げにかかる。よし、スムーズに上がる。お尻なんて余裕で見えなくなって、背中の半分も通過した。このまま閉め切ってしまいたい。

「うん、どうやらいけそうね。じゃあもうお尻をキュッとさせるのやめるわね」

　ミヤ教官がそう言ってお尻の引き締めをやめた。

　その直後だった。

　──びりっ。

「ん……？」

　良くない音が聞こえて、俺はチャックを上げる動作を中断する。

　教官も「あ……」とマズいことが起こったと言わんばかりに固まっていた。

　俺は恐おそる恐る視線を下げて、音が聞こえてきたお尻の辺りを見み据すえる。

　すると──

「……これは……」

　綺き麗れいな桃ももがあらわになっていた。

　飾かざらずに言えば、臀でん部ぶの布地が破けて教官のお尻が丸見えになっていた。

「…………」

「…………」

　俺と教官はしばし、無言だった。

　やがて教官が、やっとの思いとばかりに口を開いて、

「とりあえず……これは買い取りよね」

「……でしょうね」

「なんかもう試着が怖こわいから、最初に着た黒いのを買おうと思うんだけど、どう？」

「いいと思いますよ。似合ってましたし、俺の好みでもあったので」

「じゃあ……そうしましょうか」

　というわけで、そうすることになった。

　その後、今度は俺の正装選びが始まった。

　教官がまっとうなタキシードを見立ててくれて、俺はそれを試着する。

「あら、カッコいいわね。さすがはテアくん、黒が似合うわ。色的に私のとお揃そろいってことになるし、もうこれでいいんじゃないかしらね」

「お揃い……確かにそうですね。じゃあ、これに決めます。会計に行ってきますね」

　俺は私服に着替え直し、それから代金の支し払はらいに向かったのだが、

「いえ、そちらはすでにサミュエル様より代金をいただいておりますので」

「え」

　俺は振ふり返り、教官と目を合わせる。教官はなんてことなさそうに佇たたずんでいた。

「テアくん、どうしたの？」

「いや……どうしたのじゃなくて、どうして代金を……？」

「プレゼントのつもりよ」

「まさか償つぐないとして、ですか？」

「それもあるわね」

「真ま面じ目め過ぎますよ……俺はそこまで求めちゃいません」

「でも一番の理由はね、そのタキシードが純じゆん粋すいにテアくんに似合っていたから、プレゼントしたくなったの」

　だから受け取って、と教官は静かに言った。

　ズルいな、と俺は思った。俺からの好意は一いつ切さい受け取らないくせに、狙そ撃げき銃じゆうといい、自分だけはこうやって押し付けてくるのか。

　でも、その押し付けが俺を想おもってのことだと分かっているから、どうしようもなく嬉しく感じられてしまい、この受け取りを拒きよ否ひすることは出来そうになかった。

「教官、ありがとうございます……でも、もういいですから」

「分かったわ。テアくんがイヤなら、今後は自重するから」

　出来れば俺の好意を拒否するのも自重してもらいたいが、それはさすがに無理だろうから何も言わないでおく。

　かくして、俺たちは無事にフォーマルウェアを入手したのだった。




　──日が沈しずみ、夜。

　俺と教官は皇族家の居城に足を運んだ。夜会の会場は城の内部に存在する大きなホールだった。きらめくシャンデリアがホール全体を優ゆう雅がに照らし、壁かべ際ぎわでは宮きゆう廷てい楽団員による生の演奏が行なわれ、会場にあたたかな音楽を響ひびき渡わたらせている。葬撃士協会のお偉えら方がた、名の知れた貴族なども続々と来らい賓ひんとして訪おとずれ、会場内の密度も高まってきた。

　やがて夜会の開始時刻が迫せまってきたころ、周りの人間が一いつ斉せいに頭を下げ始めた。

　皇族家専用通路の扉とびらから、皇こう帝てい陛下がお越こしになられたところだった。

　エステルド帝国第四三代皇帝、エラバス・ゼノシア・シャクラータ陛下。

　色素の抜ぬけた白い髪かみは老いを感じさせるものの、体は五〇代とは思えないほどに偉い丈じよう夫ふ然としており、姿勢も良い。髭ひげを蓄たくわえた尊顔は凜り々りしく、人間領最大国家の統治者にふさわしい気品を感じさせる。俺と教官も周囲に倣ならい、一礼した。

　そんな中、陛下が壇だん上じようの席に腰こしを下ろされ、ついに夜会が開幕した。宮廷楽団員の演奏も一いつ旦たんなりを潜ひそめ、アガリアレプト討とう伐ばつ隊の表ひよう彰しよう式しきから始められることになった。

「討伐隊代表者、並びに殊しゆ勲くん葬撃士、登壇せよ」

「「はっ！」」

　進行を務める皇族家の補ほ佐さ官に促うながされ、俺と教官は返事をして登壇する。

　表彰してくださるのは、畏おそれ多くもエラバス皇帝陛下だった。

　まずは教官が前に出て、アガリアレプト討伐隊の現場指揮官兼けん代表者として、アガリアレプト討伐勲くん章しようの略りやく綬じゆと賞状を受け取った。

　続いて俺の番となり、俺は皇帝陛下の前に移動する。

「テア・フォードアウト」

「はっ」

「此こ度たびは極星一三将軍ノツクスジエネラルアガリアレプトの討伐に尽じん力りよくし、大きな武功を収めた事実、我がシャクラータ皇族家の名のもとに表彰させていただこう」

「光栄の極きわみにございます」

「加えて、同戦場においてミヤ・サミュエルを庇かばったその勇気、そして万ばん全ぜんなる力を失いながらも再び這はい上がろうとするその熱意に、わしは最上の栄えい誉よを表したい」

　エラバス陛下はそう言いながら、俺の胸むな元もとに殊勲章の略綬を付けてくださった。

「貴公ほどの男が、このまま終わるとは到とう底てい思えぬ。必ずや復活し、我が国のため、何より暴ぼう虐ぎやくの徒である悪あく魔またち、そして大魔王ルシファーを消しよう滅めつさせるために、再びその力を振るってくれることを期待すると共に祈いのらせてもらう。頑がん張ばるが良いぞ」

「イエス、ユアマジェスティ」

　気が付けば、会場には拍はく手しゆが木霊こだましていた。そんな拍手に包まれながら、俺と教官は壇上から降りることになったのである。

　その後、表彰式は締められ、夜会における皇帝陛下の挨あい拶さつ、葬撃士協会会長の挨拶と続けられたのちに、堅かた苦くるしい時間は終わりを迎むかえた。

　再び宮廷楽団員による演奏が響き始めた中で、宮廷使用人たちによって無数の料理が運び込まれ、立食歓かん談だんの時間が訪れたのだった。

「ふぅ、無事に終わって良かったわね。緊きん張ちようが解けたらお腹なかが空すいてきちゃったわ」

　黒いワンピースドレス姿の教官が、ホッとした表情でそう言った。

「──サミュエルくん」

　そのときだった。横から教官を呼ぶ声が聞こえてきたかと思えば、それはエラバス陛下だった。壇上での振る舞まいとは違い、平時は多少穏おだやかで親しみを感じる。

「改めてとなるが、フォードアウトくんも参列してくれてありがとう」

「いえ、恐きよう縮しゆくです」

　エラバス陛下は高官を何人か引き連れていた。そのうちの一人である眼鏡の男が、何やら俺をやたらと睨にらんでくる。何事だろうか。感じが悪い。

「それでだがサミュエルくん、例の話は受けてもらえるだろうか」

　エラバス陛下が、教官にそう尋たずねていた。一体なんの話だろうか。

「決して悪い話ではないと思うのだがね、君の《ラウンズ》加入の件は」

　──《ラウンズ》加入の件……？

「サミュエルくん、君も知っての通り、《ラウンズ》は《七なな翼よく》の位階を持つ葬撃士たちの中でも、更さらに最上級の力を持つ精せい鋭えい十数名から構成される特とく殊しゆ部隊だ。隊員一人ひとりが一いつ騎き当とう千せん以上の力を有しており、彼らが投入された戦場は必ずや勝利に導かれる。名実共に葬撃士たちの頂点であるわけだ」

「ええ、当然ながら存じております。テアくんの元所属先でもありますから」

「フォードアウトくんは、史上最年少でその序列一位《ナイツオブファースト》に上り詰つめた猛者もさであったな。あの事件さえ無ければ、今もまだその高みに居たのだろうかね」

　……苦い記き憶おくの残ざん滓しが刺し激げきされる。積極的に思い出したい記憶ではなかった。

「まあともあれ……我々はな、サミュエルくん、改めてになるが、君を《ラウンズ》に誘さそいたいと考えている。君のカリスマ性を買っておるのだ。《ラウンズ》は最強の精鋭部隊ではあるが、その分隊員が個性的で御ぎよしにくい者も多い。その点、君は多くの者に信しん頼らいされ、指揮官経験が豊富だ。教官としてクラスをまとめていた経験もあるだろう。君は《六ろく翼よく》ではあるものの、人をまとめるという点では抜きん出た才能を有しておる。今の《ラウンズ》に足りないのはそれだ。ゆえに来て欲しいのだ」

　なるほど……要するに教官は指揮官としての能力を買われて、飛び級的に誘われているのか。いずれ話が来るだろうとは思っていたから、これは喜ばしいことだろう。

　しかしそう考える俺をよそに──

「陛下、誠まことに僭せん越えつではございますが、私はやはりその話を受けられません」

　長考を行なっていた教官が、やがて出した結論はそれだった。

　俺は驚おどろいた。葬撃士最高の名めい誉よとも言える《ラウンズ》の誘いを蹴けるだなんて……。

「そうか……その結論に至った理由を尋ねても良いだろうか？」

「私は縛しばられたくありません。《ラウンズ》は魅み力りよく的な組織ですが、そこに属せば今のような、ある程度自由な生活は失われるでしょう。私にはフリーが一番合っていますので」

　それに、と教官は俺をちらりと見つめながら、

「彼の、テアくんのことを間近で見ていたいのです。くだんのこともあればこそ、私は今、彼からあまり目を離はなすべきではありませんし、離したくもありません。《ラウンズ》に加入して縛られてしまえば、それすら叶かなわなくなってしまいます」

「それゆえに、かね？」

「はい……侮ぶ辱じよくと捉とらえられても言い返せないほどの非礼、何なに卒とぞご容よう赦しやくださいますれば」

「いや、構わぬよ」

　陛下は寛かん大だいな表情を覗のぞかせた。

「サミュエルくんの言い分は理解した。聞く者が聞けば、そんな程度の理由で蹴るなど馬ば鹿かげている、と揶や揄ゆする者も居るかもしれぬが、わしはそうは思わぬ。フォードアウトくんを想おもって辞退を申し出られるその心こそが、君の人徳を形作っておるのだろうしな。それを求めた我々としては、それを否定は出来ぬというわけだ」

「これ以上ないお言葉、感謝致いたします」

　教官は恭うやうやしく頭を下げて、それから恐おそる恐る提言した。

「ひとつ、無礼を承知で言わせていただけるのでしたら……私などよりも、いずれ全快した暁あかつきにはテアくんを、《ラウンズ》に再加入させてはいただけませんか？」

　教官……。

「ふむ、フォードアウトくんの再加入か。……そうだな、あれは不運な事故だった。そろそろわだかまりも無くなり、戻もどすことへの抵てい抗こうもなかろう。うむ、相分かった。フォードアウトくんが全快した暁には、《ラウンズ》への再加入を検討しよう」

「ありがとうございます」

　再び頭を下げるミヤ教官。……この人は、どれだけ俺を想ってくれているのだろう。本当に参ってしまう。あなたこそ、俺を高く見積もり過ぎていませんか？

「──お待ちください陛下！」

　そのとき、ひとつの声が張り上げられた。それはエラバス陛下が率いる高官の一人、先ほどから俺を睨んでいる眼鏡の男だった。

「なぜですか！　陛下はなぜフォードアウトを優ゆう遇ぐうするのです！」

「フォードアウトくんは近年最高の葬撃士。優遇して然しかるべき存在であるのは明白だ」

「しかしこの男は忌いみ子ですぞ！　どこぞの悪魔に捕つかまった母体より産まれし忌いま々いましい存在であって──」

「悪魔の血を引いていようと、人類として生きておるならそれは人間だ」

「ですがっ……」

　歯切れ悪く言葉を切ると、今度は教官に目を向けて、

「サミュエルさんっ、あなたもあなたですぞ！　そこの赤目のために《ラウンズ》入りを蹴るなど頭がおかしい！　あまり幻げん滅めつさせないで欲しいですな！　あなたは最高の女性だが、フォードアウトを優遇しているただその一点だけが実に残念な部分だ！」

　さっきから睨んでいたかと思えば、こいつ……。

「なんですかあなた？　自分がどれだけ失礼なことをおっしゃったか理解しています？」

　教官が不快そうに言葉を切り出したが、高官は更に怒いかりの表情を浮うかべ、

「うるさい！　陛下もあなたも見る目がない！　忌み子に人権などあるものか！」

　そう言い切ると、会場全体を示すかのように両りよう腕うでを広げて、

「見るがいい！　この夜会の参列者に忌み子はお前だけであるぞフォードアウト！　その忌み嫌きらわれた赤い瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせ、この高貴な空間に足を踏ふみ入れた罪は決して許されることではない！　恥はじを知れッ！」

　そうか……こいつ、人間至上主義者か。

　高官の暴走によって会場がにわかにざわめく。表立った忌み子への差別なんて見られなくなった今の時代、忌み子の排はい斥せきを目もく論ろむ人間至上主義者は化石のような存在だ。時代に取り残された、声だけデカい厄やつ介かいな連中。それが政府高官の中に潜もぐり込んでいたとはな。

　眼鏡の高官には冷ややかな目線が降り注いでいたが、奴やつはそんな注目など気にせず、むしろ自分への支持とさえ思った様子で、歌うように俺への罵ば倒とうを続けていた。

「いいかフォードアウトッ！　お前が高こう待たい遇ぐうを受けていいはずがないんだ！　ろくに動けなくなったのであればさっさと表おもて舞ぶ台たいから消えろ！　目め障ざわりなんだよ！　この──」

　眼鏡の高官は引き続き何かを言っていたが、俺はその言葉から意識を外す。それは高官がどうでもよくなったからではない。違ちがう。そうじゃない。何かが来るその気配を感知して、意識がそちらに向いたのだ。

「──伝令ッ！」

　そのとき、立食歓談の場と化している夜会の会場に、警護に当たっていたのであろう《パラディンズガーデン》の隊員が一人、慌あわてた様子で踏み込んできた。彼はエラバス陛下の前で跪ひざまずくと、引き続き言葉を発した。

「至急、陛下にお耳入れしたい事こと柄がらがございます！」

「申せ」

「はっ！　《奇数枚種オツドナンバー》の悪魔が、帝てい都と郊こう外がいの南西部上空に出現致しました！」

　そんな報告が会場内に響ひびき渡わたった瞬しゆん間かん、夜会の会場がまた一段とざわめいた。

「左様か。詳しよう細さいはどうなっておる？」

「その奇数枚種には七枚の羽が確かく認にん出来ました！　《ボマー》と称しようされる個体かと！」

　悪魔には羽の枚数が偶ぐう数すうで成り立つ者と奇数で成り立つ者が居る。

　そのうち奇数枚の羽を持つ悪魔は、それぞれが個性的な能力を持って生まれる。

　報告にあった七枚羽の悪魔《ボマー》は、自身に生え揃そろうウロコのひとつひとつが爆ばく発はつ物と同等の性質を有しており、そんなウロコを上空から投下して人里を焼き払はらう姿がたびたび目もく撃げきされる凶きよう悪あくな奇数枚種の悪魔だ。報告が事実なら放ほうってはおけない。

「すでに迎げい撃げきには動いておるのだろう？」

「動いてはいますが、なにぶんまだ狙そ撃げき部隊の迎撃射程圏けん外がいでして……」

「だが、迎撃射程圏内とはすなわち帝都の外がい縁えん部であろう。爆撃能力を持つ《ボマー》の帝都侵しん入にゆうは、たとえ外縁部と言えど阻そ止しせねばなるまい」

　そうおっしゃったエラバス陛下に、俺はひとつの進言を行なう。

「陛下、超ちよう長ちよう距きよ離り用の狙撃銃じゆうをお貸しいただけますか？」

「フォードアウト、貴様でしゃばるつもりかッ！」

「そういうことを言っている場合ではないと思いますが？」

「ぐっ……」

　眼鏡の高官が押し黙だまる。陛下はゆっくりと頷うなずかれた。

「良かろう。君に任せる。運用は難しかろうが、君なら扱あつかえよう」

　そんな言葉からわずかにあと、超長距離用の狙撃銃が早さつ速そく俺の手に渡され、俺は会場の外に飛び出した。

「成し遂とげられると思うなよ」

　俺の背に眼鏡の高官が言葉を投げかけてきたが、俺は取り合わずに駆かけた。

　超長距離用の狙撃銃は結局、命中率を犠ぎ牲せいに射程を上げたものであるからして、対象の近くに構える、今回で言えば帝都外縁部の迎撃部隊がこれを取り扱うことは絶対にない。彼らに求められるのは圏内に入った対象を確実に撃うち落とす精度なので、命中率が劣おとるこれをわざわざ構えることはありえないのだ。

　そして今回はその精度重視の方針が悪く出ているため、俺が超後方から狙ねらい撃つ。

　夜会会場の外階段を駆け上がり、とにかく遮しや蔽へい物のない上を目指していく。

　そのときだった。目前に迫せまった途と中ちゆうの踊おどり場。そこにあるドアが内側から開けられ、数人の男たちが俺の進路を塞ふさぐように飛び出してきた。

「──貴様に功は立てさせんぞ赤目！」

　こいつらはなんだ……人間至上主義者？　あの高官の手下か？

　くそっ……帝都の安全よりも、俺の邪じや魔まを優先するっていうのかよ！

「邪魔だからどけよ！　こんなことしてる場合じゃ──」

「黙れ忌み子風ふ情ぜいが！　ここで大人しく眠ねむっていろッ！」

　俺の言葉を妨さまたげ、先手を仕し掛かけてきたそいつらの一人を、俺は直後に蹴って返り討うちにした。踊り場の柵さくにぶつかって卒そつ倒とうしたその一人を尻しり目めに、奴らが驚きの声を上げる。

「き、貴様……弱っているはずでは……!?」

「お前ら程度、今の俺でも苦労はしない。それでも邪魔するっていうなら覚かく悟ごしろよ？」

「この……っ！　調子に乗るなよッ！」

　そう言って手を出してきた残りの男たちも片付け、俺は引き続き屋上めがけて駆けた。

　やがて屋上にたどり着いた俺は、《ボマー》が出現したという帝都郊外の南西部上空、ここからおよそ三キロ程度であろうその地点めがけて狙撃銃を構え、スコープを覗いた。

　──直後、背後に妙みような気配を感じて振ふり返る。

　するとそこには《パラディンズガーデン》の隊員が一人佇たたずんでいた。なんだよ驚かせやがって……、と安心しつつも、どうしてこんなところに居るのかという疑問が即そく湧わいた。

「どうしました？」

　だから尋たずねたが、彼は何も答えなかった。

「──テアくんっ！　油断しないで！」

　そのとき、唐とう突とつに教官の声が轟とどろいた。

　教官が階段を駆け上がってきたところだった。独断専行した俺を追ってきたのか。

　それより、油断しないで──とは一体……。

　と考えた直後──

　教官が黒いワンピースドレスの裾すそをめくって、太ももに巻き付けたベルトから小型拳けん銃じゆうを引き抜ぬいた。《パラディンズガーデン》の隊員めがけてその銃口を構える。そして引き金を引いた。銃声が連続し、隊員の全身に風穴を空けていく。

「教官、何を──」

「テアくんっ、よく見なさい！」

　鋭するどい声でそう言われ、俺は隊員に改めて目を向けた。すると隊員の体がまるで変身が解けるかのようにだんだんとその形状を変えていき──ほどなくして一体の悪あく魔まへと変へん貌ぼうした。教官に射殺されてすでに死体となっているそれを見て、俺は目を見開いた。

「……これはまさか、《ミミック》ですか……」

「そうよ、擬ぎ態たい能力を有する奇数枚種の悪魔ね。人間至上主義者たちとは別に、こういう奴まで潜り込んでいたみたい。《ボマー》の襲しゆう撃げきを成功させるための間かん者じやかもね」

「よく……見破れましたね」

「そこはほら、テアくんよりも経験だけは豊富だもの」

　教官はこともなげに言ったが、《ミミック》の擬態を見破れるのは並なみ大たい抵ていのことじゃない。やはり教官はすごいな、と改めて感服してしまった。

「さあテアくん、ここからは君の仕事よ？　見事に撃ち貫ぬいちゃってちょうだい」

「ええ──分かりました」

　感服しつつも、そこから思考を切り替かえる。今一度スコープを覗のぞいて、帝都郊外の南西部上空を見み据すえた。すると《ボマー》が見えたので、俺はすかさず──撃った。

　風量、風向き、重力、角度、その他諸もろ々もろを組み合わせての着ちやく弾だん地点の計算は瞬時に済ませている。だから直後、《ボマー》の頭部に風穴が空いて奴が落命する姿を見ても、まあそうなるよな、としか思えなかった。

「うん、お見事ね」

「ありがとうございます」

　こうして俺たちは撤てつ収しゆうを始めるのだった。その後に夜会の会場まで戻ると、エラバス陛下が歩み寄ってきて、感心するように手を叩たたいてくださった。

「たった今、現地から撃げき墜つい証明の信号弾だんが放たれ、それを城の兵が確認したそうだ。どうやら上手うまくやってくれたようであるな？」

「ええ、どうにか」

「さすがだ。君はやはり近年最高の葬撃士と言えよう」

　エラバス陛下に続いて、周囲の来らい賓ひんたちも拍はく手しゆを送ってくれる。当然のことをしただけではあるが、それを称たたえられて悪い気はしなかった。

「それと、先ほどはわしの部下が済まなかったな」

「あぁ……いえ、あれぐらい気にしていません」

　気にする価値もないという意味だ。

「あやつは牢ろうへ幽ゆう閉へいすることになった。反省が見られないようなら懲ちよう戒かい処分とする」

「そう、ですか」

「わしは人間至上主義が好かんのでな。ゆえに連中を撲ぼく滅めつする方向に舵かじを切っておるが、それでもまだすべてを潰つぶせてはおらぬ。忌み子を嫌う者はどうしても現れる。特に夜間は衛士たちの目が届きにくいことを利用し、人間至上主義の団体が闊かつ歩ぽし始める」

「存じております」

「君は大だい丈じよう夫ぶだと思うが、知り合いの忌み子に危害が加えられないとも限らぬのでな、気を付けておくがよいぞ？」

　そうした気き遣づかいのお言葉をかけていただいたのち、陛下は諸用があるとおっしゃられ、部下たちと共に離はなれていかれたのだった。




　予期せぬ出来事がありつつも被ひ害がいは何も出なかったので、夜会はその後も滞とどこおりなく続いた。俺はカウンター席に座りつつ、教官と一いつ緒しよに改めて食べ物をいただいている。

　俺はがっつり料理を食べているが、教官はスイーツをメインに腹を満たしていた。

　そんなところに俺の苦手な人がやってきて、この場は少し騒さわがしくなる。

「──おっ、テア坊ぼうやんか。いやあ、さっきはお見事やったな？」

　そんな声が唐突にあったかと思えば、隣となりの椅い子すに白衣姿の女性が腰こし掛かけてきた。

「うげ……」

　平均的な身長ながらも、多少大きな胸が目立つ白衣姿の女性。ベージュに近い淡あわい金きん髪ぱつをボサつかせ、丸まる縁ぶち眼鏡の奥にはにへらと笑う蒼あおい瞳ひとみ。歳としはまだギリギリ一〇代だったはずのその人の名前を、俺は息苦しさを覚えながら呟つぶやいた。

「……ルミナさん」

「なんやその面めん倒どうな人に見つかってもうた感は？　ウチに会えて嬉うれしいやんな？」

「いや、嬉しくないです」

　ルミナさん──ルミナ・ポップルウェル。彼女は《帝てい国こく五大貴族》と呼ばれる五大名門の一角、ポップルウェル伯はく爵しやく家のご令れい嬢じようだ。葬撃士ではないが、悪魔研究の第一人者として名が知られている。そりゃこの場に呼ばれていてもおかしくはないのか。

「嬉しくないとはなんやねんな。ウチはテア坊に会えて滅め茶ちや苦く茶ちや嬉しいんやけどな」

　にへらと笑ってそう言うと、ルミナさんは俺を挟はさんだ一つ隣の席の教官に目を向けた。

「ほんでミヤの姐あねさん、お久しゅう。テア坊との件は知っとりますけど、テア坊含ふくめてお元気そうで何よりでんな。姐さんは今、テア坊を養っているとか？」

「そうよ」

「肯こう定ていしないでくださいよ！　違ちがいますから！　サポートしてもらってるだけです！」

　俺はヒモじゃない。そこだけは誤解されたくなかった。

「ほうほう。テア坊、こんな美人に養ってもらえて幸せやんな？」

「だから違いますってば！」

「ほなウチの研究所に来るか？　研究が忙せわしゅうて、猫ねこの手も借りたい状態なんやが」

「行きません。そう言って連れ込んで、どうせ俺を解かい剖ぼうする腹積もりなんでしょう？」

「ほんのちょっと解剖するだけやって」

「それが嫌いやなんですよ」

　この人は冗じよう談だん抜ぬきに俺を解剖したがっている。最強の忌いみ子である俺を調べたい云うん々ぬん、と以前から言われているのだ。苦手なのはそれが理由だったりする。

「なんやねん、解剖くらいでケチケチせんでもええやんか」

「ケチて……俺にしてみたら、解剖は大出血を伴ともなってまで行なうサービスなんですけど」

「お、サービスしてくれるんか？」

「しないですよ！　むしろ金ください」

「報ほう酬しゆう次し第だいでは解剖を引き受けてくれるっちゅうことなん？」

「お断りしますね」

「がくっ……なんで希望を持たせるようなことゆうたんや」

　そう言ってがしがしと頭を搔かくルミナさん。この場に白衣で来る度胸といい、寝ね癖ぐせもそうだが、相変わらずガサツな印象だった。

「ルミナさんはもっと、伯爵家のご令嬢という自覚を持つべきかと」

「ポップルウェルの娘むすめっちゅう自覚はあるで？　そしてその立場はそないええもんでもないんやわ。ええ部分と言えば、比ひ較かく的てき自由に研究出来ることだけかもしれへんな」

　俺が知らないだけで、ルミナさんにも色々とあるのかもしれない。

「せやからなんちゅうか、人生に潤うるおいが欲しいねんな。率そつ直ちよくに言えば彼氏や。てなわけでテア坊、ウチの彼氏にならへんか？」

「えっ……」

「彼氏になってくれたら、こういうことも出来るんやで？」

　俺の腕うでを搦からめ捕とり、そのふくよかな胸むな元もとに抱だきかかえ始めるルミナさん。

「ちょ、ちょっとルミナさん何を……！」

「イヤなん？」

「い、嫌ではないですが……」

「お、やっぱりテア坊も男の子やなあ」

　そう言ってイタズラっぽく微笑ほほえむルミナさんをよそに、教官がそんな光景を見て多少ムッとしているような気がした。

「ねえルミナ、人前でそういうのはやめなさいよ。テアくんに迷めい惑わくがかかるでしょ？」

「迷惑？　例えばなんでっしゃろ？」

「例えば、ほら……テアくんのことを少し気にかけている人がこれを見たら、きっとあまり面おも白しろくはないと思うの」

「ほうほう。それは具体的には誰だれなんやろか？」

「だ、誰かは知らないけど、そういう人も居るかもしれないでしょ？」

「ま、そうでんな。その誰かさんのために、今日はここまでにしといたりますわ」

　ニヤニヤと、何やら意地悪く笑っているルミナさんなのだった。

　俺から離れると、ルミナさんは席を立った。

「んでテア坊、結局のところその体をウチに解剖させてはくれるんやろか？」

「させませんよ。どんな見返りがあってもお断りします」

「ちぇー、テア坊のケチんぼ」

「ケチで結構です」

「まあええわ。テア坊は今大変な時期やしな。損傷部位もあれやし、ひとまずは元に戻もどってもらわんと怖こわくて解剖なんか出来へんわ。せやからまあ、最強の座に返り咲ざけるようにしっかりと頑がん張ばりや？」

「もちろんですよ。必ずかつての俺を取り戻してみせます」

「待っとるで。ほな、ウチはまだ挨あい拶さつ回りがあるさかい失礼するわ。あ、そうそう。ウチの会話に付き合ってくれたお礼にこのチョコやるわ。姐さんと仲良う食べるんやで？」

　ルミナさんはそう言うと、丸いチョコが幾いくつか載のった皿を置いて立ち去っていった。

「何かしらこれ？」

　教官はそのチョコをつまむと、ぽいっと口の中に運び入れた。それからガリボリと嚙かんでいくうちに、少し眉まゆをひそめ始める。

「ん？　これって……」

「どうしました？」

「いや、これって……ヤバいかも……」

「え？　な、なんですか？」

「このチョコ、ヤバいわ……」

　チョコがヤバいとはどういうことなのか……。

　俺も一つもらい受け、食べてみる。するとチョコを嚙み砕くだいた瞬しゆん間かん、若じやつ干かん苦味のあるトロッとした液体が口の中に広がっていくのが分かった。

「これはまさか……ウィスキーボンボンか？」

　だとすれば、確かにヤバい。

　教官はこの程度のアルコール摂せつ取しゆでも乱れてしまえるはずだから。

「……ルミナさん、確信犯だな」

　こういうイタズラ好きなところがこれまた貴族っぽくないというか……まあ庶しよ民みん的なのはいいことではあるのだろうが、今回のこれはちょっと悪質というか。

「教官……大丈夫ですか？」

　そう尋たずねると──教官は俺の肩かたに片手を置いて、据すわった目でにやりと笑った。

　……あ、ダメそう。

「ねえテアくん、ちょっといいかしら？」

　教官は蛇へびのようにねっとりと俺の顔を覗き込んできた。酔よいどれると、教官の性格はいたずらっぽくなって、それが徐じよ々じよに加速していく。こんな高貴な場で妙みようなことをされたら教官の名めい誉よに傷が付くので、俺が精せい一いつ杯ぱい歯止めとして働く必要があるだろう。

「な、なんですか？　というか顔が近いんですけど……」

「顔が近いことくらいどうってことないでしょ？　テアくんは女慣れしてるでしょうし」

「してませんよ！」

「まあそれは確かにそうかもね」

「即そく肯こう定ていされるのはそれはそれで悲しいんですけど！」

「でも事実よね？　あのガサツなルミナにデレデレしちゃうほどだもの。ね？」

　からかうようにそう言われ、俺は困こん惑わくした。

「……ルミナさんにデレデレってなんのことですか？」

「あら、とぼけるつもりなの？　随ずい分ぶんと強気じゃない？」

　教官は笑うように目を細め、嗜し虐ぎやく的に口の端はしを吊つり上げていく。

「さっきテアくんはルミナにデレデレしていたでしょ？」

「し、してないはずですけど……」

「いいえ、していたわ。腕におっぱい押し付けられてデヘヘって笑っていたわよね？」

「デヘヘなんか絶対に言ってないです！」

「言ってなくても、ああされるのが満まん更ざらでもなさそうだったのは事実でしょ？」

　責めるように笑ったまま、教官は俺のおでこをピンと人差し指で弾はじいた。

「まったく……ああいうのはメッ、なんだからね？」

「す、すみません……」

　なんとなく謝ってみるが、教官は依い然ぜんとして責めるように笑ったままで──

「本当に申し訳なく思っているのかしら？　口だけじゃないの？」

「そ、そんなことはないような、あるような……」

「ふぅん、やっぱり口だけではあるのね？　そんな反省しきれないテアくんにはおしおきが必要よねえ？」

「お、おしおきですか……？」

　……教官のヒートアップ具合によっては夜会からの離り脱だつも視野に入れるべきだろうな。

「お、おしおきって具体的には何を……？」

「むしろ何がいいかしら？　テアくんは何をされたい？」

「お、俺に決定権があるんですか？」

「え？　特にないけど」

「ないんですか!?」

　酔った教官は本当に俺をもてあそんでくれる……っ!!

「んふふ～、テアくんに決定権はありません。ルミナにデレデレしちゃうような悪い子にはおしおきとして──」

　教官は俺の耳元に口を寄せ、

「せっかくの夜会だし、私と踊おどってもらおうかしらね？」

　──踊る!?　踊るってまさか……、

「もう少しで始まるダンスタイムで、ってことですか？」

「そうよ、イヤとは言わせないからね？」

　逃にがさないわよ、とでも言うように、教官は俺の腕に腕を絡め始めていて──

「わ、分かりましたよ、踊ればいいんでしょう踊れば……」

　教官と踊れること自体はありがたいし、拒きよ否ひしようとは思わなかったが……俺にはダンスの経験がないし、酔った教官相手に踊るというのも不安だった。

　確かにこれはおしおきにもほどがある。俺へのプレッシャーが半はん端ぱない。

　俺の心から余よ裕ゆうが消え始めた一方で、宮きゆう廷てい楽団員たちの演奏に変化が訪おとずれ、メロディラインも変わる。それはダンスタイムの始まりを意味しており──

　直後から、来場している参列者たちが、相手を連れ立ってダンスフロアに移動し、リズムを刻み始める。もちろん激しいダンスではなくて、優ゆう雅がに舞まい踊る社交ダンス──。

「さあテアくん、私たちも行きましょうか？」

　うっすらと笑う教官に手を引かれ、俺たちもダンスの場へと歩き出す。

「おぉ、あの二人も踊るのか」「あんなことがあっても絆きずなは消えないのだな」

　周囲の注目が集まるのを感じる。興味本位の視線はもちろん、微笑ましい視線もあったりで、とにもかくにも会場中の目が俺たちに集中し始めたのが分かって……、

　とりあえず、一つだけ言えることがあるとすれば──緊きん張ちようがすごいことになってきた。

「テアくん、男らしいリードを見せてちょうだいね？」

　ダンスフロアにたどり着くと、教官が俺と向き合い、少しいたずらに笑った。

　俺が社交ダンスの経験なんてないのを分かっていながらの言葉だろう。酔った教官は本当に悪あく魔まのようだ。責めっ気けが増すというか、俺の反応を楽しんでいるというか……。

　だが俺は腹をくくって、このおしおきに挑いどむことにした。

「教官に恥はじは搔かせませんよ」

　そう言って教官の片手を取り、もう一方の手は教官の腰こし元もとに添そえた。

　周囲のペアの見よう見み真ま似ね。だが動きの模も倣ほうには自信がある。

　始動する。会場に響ひびき渡わたるメロディに合わせて、俺と教官は舞い始めた。

「いいわよテアくん、上手上手」

　俺の動きを教官は褒ほめてくれる。だが、それ以上に教官の方がすごかった。所しよ詮せんは模倣でしかない俺のおぼつかない動きをフォローするかのように、的確な動きを先んじて行なってくれるのだ。おかげでダンスが上手うまくなったように錯さつ覚かくしてしまう。

「教官は社交ダンスの経験があるんですか？」

「んふふ～、あったらどうする？　俺以外の男と踊ってたのか、って憤いきどおっちゃうの？」

「そ、そんなことは──」

「あるんでしょ？　テアくんは私のことが好きなんだもんね～？」

　そう言ってニヤニヤと笑ったかと思えば、

「まあ安心なさい。セイディとおふざけで踊ってた程度だから。ね？」

「な、なるほど……」

「露ろ骨こつに安心しちゃって可愛かわいいんだ～。テアくんはこういうところがまだまだお子様なのよね。でも普ふ段だんが無む駄だに大人びているから、いい塩あん梅ばいかな」

　教官がそう言ってくすりと笑い、俺は照れ臭くさくなる。集中力が乱れ、次の瞬間──

「うぉ……！」

　足先を床ゆかにつまずかせ、体勢を崩くずす。転びそうになったが、教官ともども笑いものになるのだけは避さけたくて、気合いで体勢を立て直すことには成功したが──

「──んっ……」

　教官の腰元に添えていた俺の片手が、少しズレて教官のお尻しりに移動してしまっていた。

　悩なやましい声を上げた教官が、少し恥はじらうような表情で、責めるように呟つぶやく。

「テアくんのえっち……」

「わ、わざとじゃないですから！　今離はなしま──」

「それは駄だ目め。焦あせったように手の位置を修正するのは見み栄ばえが悪いわ」

「じゃ、じゃあどうすれば……」

「このまま、でいいわ」

「このまま!?」

　このハリのあるお尻に手を置いたままで居ろってことかよ。そりゃ俺としては、この弾だん力りよくを堪たん能のうし続けられるのは悪いことじゃないが、教官は酔いの影えい響きようがあるにしても顔が真っ赤になり始めていて、恥ずかしがっているのは間ま違ちがいない。

　かといって手をどけたら、教官の気き遣づかいが無駄になる。なればこそ、今はこのまま踊り続けよう。音楽は佳か境きように入り、もう少しでダンスの時間は終わろうとしている。あと少しだけなら、教官も俺も我が慢まん出来るだろう──

　やがて演奏が締しめられ、俺と教官含ふくむダンスの参加者たちに拍はく手しゆが向けられた。

　無事に終わったことを安心しながら、俺は教官と一いつ緒しよにダンスフロアを離れていく。

「おしおき完かん遂すいおめでとう。とりあえずルミナにデレデレしていたのは許してあげるわね」

　と、教官が俺の顔を覗のぞき込んできて──

「……そもそもデレデレしてないんですけどね」

「まだ言うのね。でもまあいっか……私の場合はお尻でデレデレさせられたし」

「で、デレデレしてないです！　濡ぬれ衣ぎぬです！」

「ほんとかな～？　ちょっとさすったりしてなかった？」

「絶対にしてないです！」

「じゃあテアくん……私のお尻とルミナのおっぱい、どっちが良かったかしら？」

　少し恥じらうように尋ねられ、俺は──

「し、知りませんよ！」

「甲こう乙おつつけがたいってこと？　ふぅん……テアくんもすっかり女の経験値が肥えてしまったようね。少し前までなら私のお尻だけで一発オチだったはずなのに」

　ジトッとした眼まな差ざしでそう言うと、教官はいいことを思い付いたかのように手を叩たたき、

「じゃあ私は今から更さらにおっぱいを押し付けちゃおっかな～？」

　有言実行とばかりに俺へと迫せまり、抱だきつこうとしてきた。俺は慌あわてて回かい避ひ！　くっ……ダンス中は多少大人しかったかと思えば、ここに来て酔いがいい感じに回ってきたようだ。

「あらあら、なんで避けちゃったのかしら？　テアくんの大好きなふかふかのおっぱいで癒いやしてあげようとしてるのに。んふふ～、もしかして照れ臭いのかな～？」

「て、照れ臭いとかじゃなくてですね……！」

「なら甘えてくれてもいいじゃない。ほら、このお胸はテアくんだけのモノだぞ？」

「──っ!?」

　こ、これはもう駄目だ。夜会の会場で何を言ってるんだこの人は。一つのウィスキーボンボンだけでここまで乱れることが出来るのはある意味すごいというか、一種の才能だと思うが、しかしそれは当然ながら、公の場で披ひ露ろうするべきモノでは絶対にないだろう。

　引き続き、俺に胸を押し付けようとしてくるミヤ教官。

　その目はとろんとしていて、ひと目見れば正気じゃないと分かる。酔よった教官の言動は恐おそらく本心ではないと思うし、何よりこんな醜しゆう態たいを誰だれかに見せたくはなくて。

　──気が付くと俺は、教官を引き連れて夜会からおいとましていた。

　城の外に出たのち、俺は教官を近場の公園に誘ゆう導どうした。夜風に当たらせて、酔い醒ざましをするためだ。池が見える東あずま屋やの椅い子すに座らせて、俺もその隣となりに座った。さすがにすぐ酔いが醒めてくれることはなかったが、次し第だいに教官は正気を取り戻もどし始めた。

「──あれ……夜会は？」

「途と中ちゆう退場しました。あのままだと教官の名誉が傷付くかと思いまして」

「名誉が傷付く……？　え……あ、そっか……私ウィスキーボンボンで酔っちゃって、それから……」

　そう言って過去を遡さかのぼっていくうちに、酔っている最中の記き憶おく──ダンス、そして暴走の始まり──を掘ほり起こしてしまったのか、教官は見る間に頰ほおを朱しゆ色いろに染め上げていった。

「ご、ごめんなさいテアくん……今回は迷めい惑わくをかけてしまったわね」

「……まあそうですね、割と……」

　でも悪いのは確信犯的にウィスキーボンボンを仕し掛かけていったルミナさんであって、教官はどちらかと言えば被ひ害がい者なので、教官を責めるのは少し違うだろう。

　しかし素すは真面目な教官に言わせれば、自分も加害者という意識があるようで、

「あぁもう……」

　教官は悔くいるように呟いて、それから自分の顔を両手で覆おおい隠かくすのだった。

　……夜会でやらかしたという部分で、ダメージがデカそうだ。

「ねぇテアくん……私、先に帰っちゃってもいい？　ちょっと一人になりたくて……」

　ついにはそんなことまで言い出す始末だ。でもクールダウンも兼かねてそうした方がいいのは確実なので、俺は教官のために一台の馬車を手配し、客室まで手引きした。

「じゃあ、先に帰らせてもらうから……」

「はい、俺は適当に時間を潰つぶしてから帰るので、少しの間ゆっくり過ごしてください」

「……お気遣い、ありがとね」

「いえ、お気になさらず」

　そうして教官を乗せた馬車を見送り、俺は夜の帝てい都とをふらつき始めた。

　目的もなく、一人で歩く。──一人で歩くことには慣れている。

　何せ俺は元々、身寄りのない独りきりの人生を送ってきたのだから──




　……幼少期の記憶は判然としない。

　親の顔は知らないし、どの地域で産まれたのかも分からない。

　一つだけ確かなのは、俺は気が付くと帝都近きん郊こうの森に捨て置かれていたってことだ。

　ある程度育った状態でそのように放ほう棄きされ、そこから──少し辛つらい日々が始まった。

　──俺は忌いみ子だ。

　悪魔の血を半分受け継つぎ、普ふ通つうの人とは違って赤い瞳ひとみを有する存在。誰かと誰かが愛し合って産まれたわけではなくて、悪魔側の一方的な欲のもとに産まれたのだと思う。

　忌み子はその名めい称しよう通り、人間のコミュニティにおいては忌き避ひされる存在だ。

　敵対種族の血が入っているのだから、仕方ない部分ではあるのだろう。

　だが、その忌避のされ方は酷ひどいモノだった。今でこそ陛下の努力などのおかげで一部を除いてまともになったが、昔は俺にとって──すべてが敵だった。

　歩いているだけで避けられ、目を合わせるだけでなじられる。すれ違いざまにちょっとでもぶつかろうもんなら殴なぐられ、その末に地面に這はいつくばる姿を笑われた。

　抵てい抗こうすれば良かったのかもしれない。忌み子は常人よりも強いので、歯向かえばすぐにでもボコボコに出来たと思う。でも俺がそれをしなかったのは、そんなことをしても根本的な解決にはならないと幼いながらに分かっていたからだ。

　歯向かっても敵を増やすだけで、どうにもならない。

　俺が恨うらむべきは、自分を虐しいたげる人間たちではなく、悪魔だと思った。

　悪魔が人間を虐げるから、人間はそのやるせなさを忌み子にぶつけようとする。

　だったら悪魔を殲せん滅めつすれば、もう俺は責められないし、俺のような存在が産まれることもなくなる──そう考えて、俺は葬撃士を目指すことにした。

　その頃ころに比べれば、忌み子が感じる治安はかなり良くなったと思う。

　俺なんてもはや英えい雄ゆう扱あつかいで、基本的には良く接してもらえる。

　他の忌み子たちだって、街中を歩くだけでどうこうされたりはしない。

　──時代は変わったのだ。

　しかしそれでもなお、陛下が言っておられたように、忌み子を排はい斥せきせんとする差別が存在しているのは否定出来ない。

　俗ぞくに言う人間至上主義。それを掲かかげて闊かつ歩ぽする輩やからが今も存在するのは事実で──

「おう赤目の嬢じようちゃん、一人か？」

　不意に届いたそんな言葉が、俺の思考を現実に引き戻した。ハッとして顔を上げると、人通りの少ない道の端はしで、数人の男たちが背の低い少女を取り囲んでいた。

　よく見やると、その少女はシャローネだった。

「こんな時間に出歩くたあいい度胸だな？　お？」「昔と違うから大だい丈じよう夫ぶ、とでも思っちまったのか？」「調子に乗りやがってよお」「デカい顔すんなよ忌み子風ふ情ぜいが」

　シャローネに好き勝手言うその輩は、まず間違いなく人間至上主義者だった。

　シャローネはそれに歯向かおうとしない。歯向かえば「忌み子はやはり危険だ」と見なされ、人間至上主義者に更なる差別の大義名分を与あたえてしまうからだろう。

　だが、逃にげようともしないのはなぜだ？

　そう不思議に思っていると、連中の一人がシャローネに手を出そうとした。

　傍ぼう観かん者に徹てつするつもりはなかった。俺はすかさず駆かけ寄って、その手を摑つかみ上げた。

「やめるんだ」

「あ？　うっせえな邪じや魔ますんなよ偽ぎ善ぜん者が！」

　駆け寄った途と端たん、一人の男が振ふり向きざまに手中のアルコールをぶっかけてきた。

　俺はそれをまともに浴びてひるんでしまったが、その直後──

「あれ……テア？」

　とシャローネが声を上げ──その瞬しゆん間かんから、連中を取り巻く空気が徐じよ々じよに変わり始めたのが分かった。

「テア、だと……」「じゃあこいつまさか……」「ああ……忌み子なのに人望が高過ぎて、下手に手を出せばこっちの評判がガタつくかもしれねえっていう……」「あの、テア・フォードアウトか……」

「くっ……俺に手を出さずとも、人間至上主義者はすでに時じ代だい遅おくれの存在として弾だん圧あつされつつあるぞ。とりあえず恥はじを知れ」

　顔面のアルコールをぬぐいながらそう告げると、連中の一人がまるで開き直ったかのように殴りかかってきた。

「く、くたばれテア・フォードアウトっ！」

　俺はその拳こぶしを受け止め、いなし、後ろ手を取って路面に押し倒たおした。

「ぐっ……！」

「他の奴やつらも挑いどんでくるつもりか？」

「「「ひ、ひぃッ……！」」」

　連中は揃そろいも揃って情けない悲鳴を上げると、そのまま走り去っていった。俺相手では色々と分ぶが悪いと分かったのだろう。拘こう束そく中の一人も解放してやると、仲間のあとを追って慌てたように走り去っていく。

「て、テア……大丈夫？」

　シャローネが心配そうに近付いてきたが、俺に言わせれば心配なのはお前の方だ。

「俺は酒臭くさいだけだ。お前こそ大丈夫なのか？」

「大丈夫よ。というか、今襲おそわれていたこと自体があたしの任務だから、別に助けてくれなくても良かったのに」

「……任務？」

「あれを見て」

　連中が逃げていった方向を指差すシャローネ。釣つられてそちらを見やると、何名かの葬撃士が連中を追走し、最終的には連中の捕ほ縛ばくに至ったのが分かった。

「まさかお前、囮おとりだったのか？」

「そう。囮のあたしがわざと囲まれて、連中があたしに手を出しそうになったところで、ああやって現行犯で御ご用ようにする任務」

「知らなかった……」

「でもありがとね。単純に嬉うれしかったし」

　シャローネはハンカチを取り出し、俺に渡わたしてくれた。

「ま、お酒は拭ふくだけじゃ限度があるし、さっさと帰ってお風ふ呂ろに入んなさいよね」

「ああ……そうする」

「じゃあね。あたしはもうちょっとこの任務を継けい続ぞくしなきゃだから」

　そう言って駆け始め、葬撃士仲間と合流するシャローネ。

　忌み子と普通の人間が手を組んで、人間至上主義者を捕縛する。

　一昔前まではありえなかった、いい時代が来たと思う。

　だからこそ、この時代が永えい劫ごうに続くことを祈いのりたい気分だった。




「あれ……テアくんどうしたの？　なんだかお酒の匂においがしない？」

　教官の家に戻ると、教官はすっかり立ち直っていた。

　そして俺の異変に気付いたようだった。

「ええと……端たん的てきに言えば、人間至上主義者に酒をぶっかけられたってことなんですけど」

「噓うそ、ほんとに？」

　教官は申し訳なさそうにうつむいた。

「私のせいだわ……私がテアくんを一人にしたから」

「いや、俺が絡からまれたわけではないので」

「……そうなの？」

「シャローネが囮任務をしていて、それに関かかわったときにちょっと……」

「なるほどね。でも私が一いつ緒しよに居ればお酒をかけられるような状じよう況きようにはさせなかったわ。だから一緒に居られなかった私が悪いのよ」

「教官……それは背負い過ぎです」

　素すの教官は相変わらず真ま面じ目めが過ぎる。酔よいどれ時のお気楽さをほんのちょっとでいいから平時にも引き出して欲しいものだ。多分それでちょうどいい塩あん梅ばいになると思う。

　でもそれは期待出来そうになかった。

「背負い過ぎも何も、私が一緒だったら絶対にそうさせなかった自信があるのよ。だから悔くやしいの。テアくんを汚よごれさせてしまって、私は何をやっているのかしら」

　自分にむかっ腹を立てているかのように、教官は自分の親指を小さく嚙かんでいた。

　しかし、そんなタラレバを言っていても仕方がないとも思ったようで、教官は割り切ったように息を吐はく。

「……まあとにかく、お風呂に入っちゃいなさい。沸わいているから」

　そう促うながされ、俺はお風呂をいただくことにした。

　脱だつ衣い所で服を脱ぬぎ、タオルだけ持って浴室に踏ふみ込む。

　それから、湯船に浸つかる前にまずは体を洗おうと思ったその矢先──

「テアくん、湯加減はどう？」

　脱衣所に教官がいきなりやってきて、俺の心臓はどきりと跳はねた。

「い、いや……まだ入ってないので湯加減は分かりません。かけ湯をした限り、ちょうどいいとは思いますけど」

「そう？　なら自分でも確かめてみようかしらね」

　そんな言葉と同時に衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた瞬間、俺の心臓は更さらに鼓こ動どうを速くした。

「えっ……ちょっと教官、何やってるんですか？」

「何って、一緒に入ろうかと思って」

「な、なんでですかっ！　まだ酔ってるんですか!?」

「ううん、完全にシラフよ」

「じゃあどうして……」

「だってほら、テアくん頭からお酒をかぶったわけでしょ？　知ってるとは思うけど、アルコールって皮ひ膚ふからも吸収されちゃうの。しかも匂いからして度数高めの奴だろうし、それを吸収したとなればテアくんって今酔ってる状態だと思うのよね」

「まあ、言われてみれば……」

　確かに少し視界が霞かすんでいて、意識も多少ぼーっとしている気がする。

「でしょ？　そんなテアくんを一人でお風呂に入らせて、何かあったら怖こわいのよ。だから私が一緒に入って、テアくんのお風呂をサポートしてあげるわ」

　言いながら、引き続き木霊こだまする衣擦れの音。

　一緒に入るのは決定事じ項こうであると言わんばかりだった。

　そんな中、教官がふと思い出したように言った。

「ねえテアくん……今日、アガリアレプトの討とう伐ばつを表ひよう彰しようされたじゃない？」

「はい……されましたけど、それが何か？」

「それでちょっと思い出したことがあってね」

「……何を、思い出したんですか？」

「あの日……討伐戦があったあの日に、私はテアくんが手負いにしたアガリアレプトにトドメを刺さす寸前、アガリアレプトから妙みようなことを言われたのよね」

　中級を超こえれば、悪魔は人語を理解する。最上級のアガリアレプトは言うに及およばずだ。

「『此こ処こで訪おとずれる余の死は、いずれ来たる殲滅劇の序章に過ぎぬ。覚えておれ。余は再び立ちはだかろう。そなたら人間を殺すために、必ずや……』」

「そう告げられたんですか？」

「ええ……なんだか、よくよく考えてみると怖くて……再び立ちはだかるってどういう意味かしら？」

「戯たわ言ごとですよ。アガリアレプトは間ま違ちがいなく討伐されたんです。それをじかに確かく認にんしたのが教官じゃないですか。恐おそれる必要なんてないはずです」

「そうよね……ごめんなさい、変なこと言い出してしまって」

「いえ。でも一応、悪魔への警けい戒かい自体は強めた方がいいのかもしれませんね」

　それこそ今日は《ボマー》の襲しゆう撃げきがあった。そしてアガリアレプトのそんな辞世の句。

　何かしら、動き始めている予感はある。それが何かは分からないが、何かあるなら俺は動きたい。こんな体だろうと関係なしに、一人の葬撃士として。

「じゃあ何はともあれ、一緒に入らせてもらうわね？」

　そんな言葉があった直後にお風呂の戸が開けられ、バスタオルを巻いただけの教官が本当に浴室へと踏み込んできた。真面目な目的のもとにやってきた教官をそういう目で見てはいけないと分かっていても、教官の女性的な部分に思わず目を向けてしまう。

　バスタオルによって狭せま苦くるしそうに押し潰つぶされた豊満な胸。

　バスタオルの裾すそからすらりと伸のびる魅み惑わくの脚あし。

　中でもその太ももに目が吸い寄せられてしまうが──

「こら、駄だ目めよ？　そんな風に見るだなんてお行ぎよう儀ぎが悪いわ」

　そう言って教官の手が、俺の頭をぺしっと叩たたいた。

「確かに湯加減はちょうど良さそうね。じゃあまずは体を洗ってあげるわ」

　お湯の熱さを確認してから、教官は手持ちのタオルにボディソープを垂らした。軽く泡あわ立だてたのち、俺の背中をゴシゴシとこすり始める。

「お加減はどう？」

「だ、だいぶ、いい感じかと……」

　少し照れながら応じる。教官と一緒にお風呂という現実が未いまだに信じられず、心が少しふわふわしていた。これは夢ですと言われたら、余よ裕ゆうで信じてしまいそうだった。

　教官のゴシゴシは背中だけに留とどまらず、首元、両りよう腕うで、ついには背後から手を回す形で俺の体の前面にまで侵しん食しよくしてきた。しかもやたらと密着されている。俺におぶさるような格好で洗っているものだから、教官のお胸が背中にかなり押し付けられていた。

「あ、あの……素す直なおに正面に回って洗ったらどうなんですか？」

「顔を合わせて洗うのは、お互たがいに恥はずかしいと思うのよね」

「こ、これなら恥ずかしくないってことですか？」

「この状態でも、割と恥ずかしいわよ？」

「……恥ずかしさはあったんですね？」

「当たり前でしょ……年とし頃ごろの男の子とお風呂に入るだなんて、初めてのことなんだから」

　恥じらうように呟つぶやいた教官から、俺は包まれるようにして洗われ続ける。

　しばらくそんな時間が続いて、お風呂場はすこぶる平和だったのだが、しかし──

「──はあ……んっ……」

　あるときを境に、教官の吐と息いきが徐じよ々じよに荒あらくなり始めているような気がした。

　気がしたというか、間違いなく荒くなっている。どこか具合でも悪いのだろうかと心配になって、俺は「大だい丈じよう夫ぶですか？」と尋たずねようとしたのだが、ちょうどそのとき──

「テアくんは……こうやって私以外の女性とお風呂に入ったことってある？」

「え？」

「あるなら悪い子、なければいい子……さあ、どっちかしら？」

　いきなりの問いかけに困こん惑わくしながらも、

「まあ……そんなレアな経験はないですけど」

「あら、そうなのね？　じゃあテアくんはいい子、ということで──」

　教官は俺の体を洗う作業を継続させつつ、

「よしよし、清らかな体をこれからも維い持じしてちょうだいね？」

　と、俺の頭を撫なで撫でし始めたのだった。

　な、なんだこのノリは……？　嬉しさよりも先に困惑がやってきた。

　普ふ段だんの教官とは一線を画するこの感じは、酔った教官特有のモノだが……

　──なんでだ？

　さっきまでシラフだった教官が、どうして風呂の最中に酔ってしまったんだ……？

　俺はつかの間、わけが分からなくなっていたが──

「──そうか……！」

　原因は俺の頭、だろう。酒をぶっかけられた俺の頭はまだちゃんと洗われておらず、今もなおアルコールの匂いを感じ取ることが出来る。

　要するに、教官はアルコールの匂いだけで酔ってしまったということだ。幾いくらなんでも酒に弱過ぎじゃないか!?　と驚おどろいた反面、たった一つのウィスキーボンボンだけであそこまで乱れた人なら、こうなるのも当然だろうと納なつ得とくしてしまった。

　今いま更さら頭を洗っても遅おそいよな……。くそっ、教官がお風呂に入ってきた動どう揺ようのせいで頭を洗うという最重要事項を忘れてしまっていたのが致ち命めい的だった……！

「んふふ～、テアくんの背中おっきい～」

　俺の背中に顔を押し付け、教官が頰ほおずりし始めたのが分かった。これは良くない！

「ここまで成長してくれて、お姉さん嬉しいっ」

「ほ、頰ずりはやめてください！」

「あら、頰ずりは嫌きらい？」

「嫌いというか恥ずかしいんですよ！」

「私だって恥ずかしいわよ？」

「そう言いつつやってるのはどういうことなんですか！」

「んふふ～、テアくんをこうやって困らせたい気持ちの方がまさってるってことよ」

　少し意地悪く笑いながら、教官は俺の耳元でそう呟くのだった。

「な、なんですかそれ……好きな子をついついイジめる子供じゃあるまいし……」

「まさにその心理と同じだとしたら？」

「え……？」

「なんでもありませ～ん」

　誤ご魔ま化かすように言ったのち、

「それよりテアくん、隙すきアリってね！」

「うおっ……！」

　背後から思い切り抱だきつかれ、柔やわらかな二つの膨ふくらみが再び背中に押し付けられた。

　しかもそれだけで済む話でもなく、教官は直後に──

「ほれほれ～、ほっぺたすりすり～！」

　肩かた越ごしに顔を迫せまらせ、俺の頰に自分の頰をすり合わせてきたのだった……！

「よ、酔よい過ぎですよ教官……っ！　なんで匂においだけでこんなことに……っ！」

「何よぅ！　男の子のくせにこんなにぷにぷにのほっぺで生意気だわ！」

「そこに文句を言われても困るんですが！」

「じゃあ鍛たん錬れんはほどほどにして私に大人しく養われる生活を送るつもりはなぁ～い？」

「話飛びましたねっ!?　てかそれはないですよ！　サポートだけでお願いします！」

「えぇ～、養ってあげたいのに～！」

「駄目ですっ！　それより教官っ、離はなれてください！」

「無理せずに甘えてくれちゃっていいのよ？　ほんとはこうされて嬉うれしいくせに～」

「くっ……」

　ほんとは嬉しい──それは否定出来ない。でも主導権が取られっぱなしになるから酔った教官は苦手なんだよ！　これは何度経験してもくつがえらない俺にとっての真理だ！

「教官っ、かくなる上は今から井い戸ど水みず汲くんできて教官にぶっかけますから、お覚かく悟ごを！　冷たいかもしれませんが、教官の酔いを醒さますためです！」

　俺は教官のすりすりから脱だつして、風呂場の勝手口から外に出ようとした。

　ところが──

「駄目で～す！　勝手な行動は取らせませ～ん！　テアくんは無理せず大人しくここで体を休ませなきゃメッ、だわ！　テアくんだって少し酔ってるんだからむやみに動いたら危ないでしょ？」

　そう言った教官に腕うでを摑つかまれ、椅い子すまで引き戻もどされた。

　くそっ、今は教官の方が力でまさってるからなあ……。

「はい捕つかまえた。利きかん坊ぼうにはまたおしおきが必要かしらね？　あるいはムチよりアメの方がいいかしら？」

　ニヤニヤとそんなことを言ったかと思えば──

「じゃあ手始めに──ちゅっ」

　そう言って教官が俺の頰に口付けを行なってきて──え？

　──……。

　一いつ瞬しゆん、何が起こったのか分からなくなってしまって、俺は放心した。

　そして何が起こったのか次の瞬間には理解して、ぼふっ、と顔が一気に火ほ照てった。

　衝しよう撃げきのあまり体が動かせないそんな中で、教官はいたずらな笑えみを崩くずさない。

「あら、利かん坊は頰へのキスだけで無害化するのね。いい発見をしちゃったわ」

　マズい発見をされてしまったんだが！　これから教官が酔うたびに躾しつけとしてキスされたら俺が色々と保もたないと思う！

「じゃあ大人しくなった利かん坊の頭を、そろそろ洗ってあげようかしらね～」

　そんな言葉ののちに、教官がシャンプーを用いて俺の頭を背後からわしゃわしゃし始めた。お、なんか普ふ通つうだ、と安心していたのもつかの間、その直後には俺の想定の斜ななめ上を行く出来事が巻き起こった。

　──ふにゅ、ふにゅ。

　わしゃわしゃされていた頭部に、そのわしゃわしゃと入れ替かわりでいきなり、謎なぞの柔らかな感かん触しよくが訪おとずれた。水風船を載のせられたような感覚だが、こんなところに水風船なんてあるわけがない。そうなると、これは……──まさか……っ!?

「きょ、教官あなたは一体何をして──」

「振ふり向いちゃメッ、だぞ？」

　そう言って俺の頭を両手で固定させ、振り返りを阻そ止しした教官。

　その間にも俺の頭には幸せな感触が連続して訪れている。

　つまりこれはあれだ。

　その豊満なお胸で俺の髪かみを洗うという高度な何かをなされているわけで──

「──駄目でしょ教官！」

「んふふ～、こんなことテアくんにしかやらないから安心していいのよ？」

「だとしても駄目でしょ！　いやマジでこれは駄目ですって！」

　何事にも限度がある。これはその限度をぶち破っている気がしてならない。あなたはどれだけ予想外の方向からマウントを取れば気が済むんだよ！

「教官、この手を離してください！」

　俺は脱だつ出しゆつを図はかろうとするが、教官に頭を両手で固定されているせいで動けなかった。

「残念ながら離しませ～ん。離したらテアくん後ろ向きそうなんだも～ん」

「向きませんよ！　ていうか後ろ振り向かれたら困るぐらいの恥じらいがあるならそもそもこんなことやらないでくださいよ！」

「してあげたかったんだもん」

「なんでこんなことをしたがるんですか！」

　酔っているにしても動機が不ふ明めい瞭りよう過ぎて困りに困ってしまう。実は俺のことが好きだ、ぐらいの理由がないと納なつ得とく出来ないぞこんなの。でもそれはないだろうし。悲しい。

　ともあれ脱出だ。俺は教官の手を払はらいのけようとして藻も搔がく。

「テアくんったら脱出に懸かけるこの執しゆう念ねんはなんなの？　そんなに私の胸が見たいの？　いやらしいわ……でも男の子ならそれぐらいでいいのかもしれないわね」

「なんか勝手に俺の行動原理作るのやめてください！　そもそもいやらしいのは教官の方でしょうが！」

「そのいやらしいお姉さんに惚ほれてるのがテアくんなんでしょ～？　ほらいい子いい子。こうやってされるのが好きなんだもんね～？」

　胸による頭ふにゅふにゅを継けい続ぞくさせつつ、両手で頭撫で撫でも行ない始めるミヤ教官。

　天国のような地じ獄ごく絵え図ずだが、おかげで脱出への突とつ破ぱ口こうがひらけた。

「教官アホですね！　俺を固定せしめていた両手を撫で撫でに回すとは！」

　そう、教官は俺の頭を押さえ付けていた両手を今は撫で撫でに使っている。つまり俺の動きはもはや妨さまたげられない。

　俺は動いた。椅子から立ち上がり、かなり危あやうい姿であろう現在の教官を見ないようにしながら風呂場の出入り口を目指す。早いところこんな危険地帯からはオサラバだ。

　しかし──手を摑まれた。

「待ちなさい！　ちゃんと頭の泡あわを流さなきゃメッ、だわ！」

「そんなの井い戸ど水みずでやりますよ！」

「風か邪ぜを引いたら大変でしょ？　いいから大人しく私の庇ひ護ご下で洗われなさい！　もうちょっとだけ耐たえてくれたら撫で撫でとか膝ひざ枕まくらとかいっぱいしてあげるから！　ね？」

「そ、そんなので俺が釣つれると思ったら大おお間ま違ちがいですよ！」

　かなり魅み力りよく的な報ほう酬しゆうに思えたが、俺は屈くつしないぞ！

　教官の引っ張りにあらがう。でも今の俺では教官にあらがうのは厳しく、徐じよ々じよに引き戻されてしまう。さっきよりは必死にあらがっているが、もはや時間の問題か。

　それでも妙みような負けず嫌ぎらいが働き、俺は更さらにあがらった。

　だがそれは間違った選せん択たくだった。

　なぜならそうやって足を踏ふん張らせた結果、泡で足が滑すべり──

「うわっ……！」

　──直後に俺は転んだ。

　直視しないようにしていた教官の方へと、前のめりに突つっ込こんで──

「ぐむ……！」

　たゆんたゆんの何かに、俺は顔面からうずもれてしまった。きゃっ、と教官の小さな悲鳴が聞こえた中で、転てん倒とうの勢いが完全に収まり、状じよう況きようを確かく認にんし──絶句。

「…………」

　俺は一糸まとわぬ教官の胸に顔から突っ込んでいた。仰あお向むけの教官を押し倒たおすような体勢であり、言うまでもなく非常に駄だ目めな状態だった。胴どう体たい同士がこすり合わされ、色々と刺し激げきされる。こ、こんなの、ちょっと……いや、だいぶマズいというか……。

　謝らなきゃ、どかなきゃ、目を背そむけなきゃ──。色々と情報の処理が追い付かず、俺の脳内が徐々にこんがらがっていくのが分かった。のぼせているのか、あるいは酔いの影えい響きようか、意識さえ混こん濁だくし始めた中で──

「……テアくんの、えっち……」

　恥はじらうように告げられたその言葉がトドメとなったかのように、俺は次の瞬間ふらりと意識を失った。








幕まく間あい　ミヤ・サミュエルの想おもいⅡ









　行きつけのバーに、今宵こよいも同期のセイディから誘さそわれて訪れた私。

　行きつけのバーと言っても、本当にただ行きつけになっているだけで、私はお酒も飲まずにほろ酔いのセイディと話すだけ。

　今日も話題の中心はテアくんのことだった。

「ねえセイディ、私やっぱりテアくんのことが気になってるんだな、って改めて思うの」

「何か、そう自覚する出来事でもありましたか？」

「あのね……先日テアくんと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入った時に──」

「ま、待ってください！　一緒にお風呂に入ったんですか!?」

「変な妄もう想そうはしないでちょうだいね？　テアくんが人間至上主義者とのトラブルで頭からお酒をかぶって帰ってきたから、介かい抱ほうがてら一緒に入っただけなのよ」

　とは言いつつも、そのお酒の匂いで私自身も酔ってしまって、だいぶ乱れてしまったみたいなのだけど、正直あまり覚えてないからセーフ。

　ともあれ、私はその酔いから醒めたあと、お風呂場で倒れていたテアくんを寝しん室しつに運んであげたのだ。その後すぐに部屋から出るつもりでいたのだけど、なんだか一人にしてあげたくなくて、私は気が付くとテアくんと添そい寝ねしてしまっていた。テアくんが起きる前に目が覚めたから良かったものの、あのまま寝続けていたらどうなっていたことか。

「なるほど、添い寝しちゃうのは好意ある証あかしですよね。微笑ほほえましい話だと思います」

　話を聞き終えたセイディが、小さく笑いながらそう言った。

「でもねセイディ、私がそうやってテアくんに迫ろうとするのは、きっといけないことなのよ。私はテアくんとの関係を今以上に進めちゃ駄目なんだから」

「自分にはテアくんを好きになる資格がない、でしたか……その意地、まだ張るんです？」

「だって……私がテアくんにやったことは、決して許されることではないんだもの」

　私はテアくんを壊こわしてしまった。

　そしてテアくんが元に戻れる保証はどこにもない。

　こんなの、許されていいわけがなかった。

「だとしても、テアくんはとっくにミヤのことを許していると思いますけど？」

「ええ……その通りね」

　私の過あやまちなんて全然気にもしてなさそうに、テアくんは普通に私と接してくれる。

　私のことが好きだとも言ってくれる。

　そんな告白に対して素す直なおな気持ちを告げるとすれば、ありがとう、のひと言だ。

　でも私はそう思いつつも、テアくんとの関係を進めることは出来ない。

　その資格は、テアくんと恋こい仲なかになる資格は、今のところないと思っているから。

「……めんどくさいですね」

　私の心を読んだかのように、セイディが呆あきれたように言った。

「正直考え過ぎだと思いますよ？　好きなら好きでいいじゃないですか。妙な屁へ理り屈くつこねくり回して意地を張るのはやめませんか？」

「屁理屈なんかじゃないわ……テアくんとの仲を気持ちよく進ませるのは、今のままだとやっぱり無理だもの。テアくんが元に戻もどってようやく、一歩踏み出せるのかなって」

「でしたら、下準備を進めておくぐらいのことは出来るんじゃありませんか？」

「……下準備？」

「一歩踏み出すための用意ですよ。ミヤとテアくんは両想いなんですから、お互たがいの気持ちだけ今から共有させておいて、テアくんが元に戻ったらすぐにでも付き合う、という約束を交かわしておけばいいじゃないですか」

「それは……」

　確かにアリなのかもしれない。

「……でも私には、自分の気持ちを伝えるための勇気もないし」

「いきなり伝える必要はないんですよ。ちょっとずつ、テアくんにアピールしていけばいいじゃないですか」

「ちょっとずつ……」

「そう、ちょっとずつです。でも本心を伝えるための勇気が最終的に必要なのは確かですから、どこかのタイミングでぐいっと踏み込む覚かく悟ごはしておいてくださいね？」

「……分かったわ。でも、しばらくはアピールの研修期間ということで」

「ええ、それでいいと思います。ですが、テアくんはずっと待っているわけですから、なるべく早くミヤの気持ちを伝え、想いを共有出来るようにしましょうね？　すべてが元に戻るまで付き合うことは出来ないのだとしても、ミヤと両想いなんだと知れるだけでテアくんは嬉うれしいと思いますから」

「そうね……善処してみるわ」

　少しだけ、テアくんとのこれからに光が見えたような気がする。

　一歩踏み込むための下準備を、私は整えていくことに決めた。








第五章　単身の花はな嫁よめ









　城での夜会から数日が経たったある日の朝、俺はミヤ教官を仕事に送り出したのち、まだ元通りとは言えない力を少しでも取り戻すために、帝てい都との郊こう外がいで鍛たん錬れんを行なっていた。

「じゃあ行くわよ！」

　鍛錬の相手として、シャローネを呼んでいる。今日は任務が休みとのことで、午前中からこうして付き合ってもらっているのだ。

　今日の鍛錬は組手ではなく、ちょっと危ないモノを用いた瞬しゆん発ぱつ力りよくのトレーニング。

「いいぞ、来い」

　離はなれたところに居るシャローネにそう告げて、俺はそれに備えた。

　──直後、火薬が破は裂れつするような音と共に、俺めがけてひとつの弾たまが飛んできた。俺の腹部を狙ねらって放たれたそれを、俺はギリギリのところで回かい避ひする。

　ふぅ……、と躱かわせたことにホッとしつつ、シャローネに目を向ける。

　そう──シャローネは現在銃じゆうを持っていた。人間には扱あつかえない悪あく魔まの攻こう撃げき手法《魔法》を想定した回避鍛錬だ。もう何度も撃うってもらっているが、当然すべて躱せている。

「そろそろ休きゆう憩けいにしたらどう？　疲つかれのせいで何かあっても怖こわいし」

　そうだな、とシャローネの進言に応じて、休憩に入ることにした。誰だれも居ない原っぱの脇わきにぽつんとベンチがあったので、そこにシャローネと並んで腰こしを下ろす。

「はい牛乳。あたしも飲もっと」

　万年氷を仕込んだボックスの中から、キンキンに冷えた牛乳瓶びんを取り出すシャローネ。

「こんなところにまで牛乳とか……どんだけ好きなんだよ」

　若じやつ干かん戸と惑まどいつつも、俺はそれをありがたく受け取って補給する。

「テア汗あせだくね。着き替がえないと風か邪ぜ引いちゃいそうだし、そもそも気持ち悪くない？」

「気持ち悪いな」

　汗を吸ってすっかり重くなったウェアの気持ち悪いのなんの。でも着替えはないのだ。

「──だと思って、わたしが着替えを持ってきてあげた」

「うおっ……！」

　ベンチの下から急に銀ぎん髪ぱつの女が顔を覗のぞかせてきたかと思えば、それはエルザだった。

「都市伝説みたいな登場の仕方はやめろって！」

「ずっと見てた。わたしも今日お休みだから」

「居たなら普ふ通つうに合流しろよ！」

「今度からそうする」

　相変わらずの無表情さを維い持じしつつ、エルザがベンチの下から出、立ち上がった。戦せん闘とう衣いに付いた砂すな埃ぼこりを払はらい、俺とシャローネの間に体をねじ込ませてベンチに座る。

「ちょっとエルザ……邪じや魔まなんだけど？」

「ごめん。シャローネが小さ過ぎて居るのに気付かなかった」

「そんなわけないでしょ！　喧けん嘩か売ってんの？」

「年下なんだから敬語使って？」

「敬語は敬いたい人に使うべきモノなのよ。あたしはエルザを敬ってないから使わない」

「中等部のイキった子供みたいな意見」

「むかっ……！　だからあんたのことって嫌きらいなのよね！」

「テアにも敬語じゃないけど、テアのことも敬ってないの？」

「テアは特別なの！　家族みたいなもんだから！　あんたはホントに赤の他人！」

「わたしとテアが将来結けつ婚こんすれば、シャローネはわたしの妹みたいなモノになる」

「絶対に認めないわ！　大体テアがあんたなんかと結婚するわけないでしょ！」

「そうなの？」

　エルザが俺に目を向けてきた。……やめてくれよ巻き込まないでくれ。

「ほら、テアを困らせてる。そんな人がテアのお嫁よめさんになれるわけないじゃない」

「だからってシャローネもなれはしない。その胸じゃ無理」

「む、胸は関係ないでしょ！　大体あたしとあんたってそんなに大差ないし！」

「そんなことはない。わたしの胸はちょうどいいサイズ。手のひらに収まるくらいで、揉もみやすさ抜ばつ群ぐん。乳首も綺き麗れい。それに比べてシャローネは無。絶ぜつ壁ぺきとはこのこと」

「ホントにあんたってムカつくわね！　ふんだっ！　もう知らないっ！」

　盛せい大だいにそっぽを向くシャローネ。

　あぁもう……こいつらホントに犬けん猿えんの仲だな。

　とりあえず、機き嫌げん最悪のシャローネはそっとしておくことにしよう。

「なあエルザ、お前着替えを持ってきたって話だったが、その着替えはどこなんだ？」

「ここ」

　エルザが服の内側から畳たたまれた衣服を取り出してきた。マジシャンかお前は。

「あっためておいた」

「まあ別にいいけど……。じゃあ着替えてくるから待っててくれ」

　俺は近くの茂しげみに入り込んだ。着替えは上下のウェアだけ。さすがに下着はないか。

「テア、これ」

　着替え始める寸前、エルザが近付いてきて何かを差し出してきた。

「お、これって男物の下着か？」

「そう。是ぜが非ひでも使って欲しい」

「助かるよ」

　俺は下着を受け取る。……しかし違い和わ感。なぜか温かいのだ。ウェアと同じようにエルザが体で温めていた？　だがそれ以上の熱を感じる。なんかこう、脱ぬぎたてというか。

「なあ……ひとつ聞いてもいいか？」

「何？」

「これ、たった今までお前穿はいてただろ？」

「当たり前。少し濡ぬれてるはずだけど許して」

「許さない」

　というわけで、当然ながらその脱ぎたて下着は丁てい重ちように返へん却きやくし、俺はウェアの着替えだけを行なった。その後はシャローネとエルザから交こう互ごに銃を撃ってもらいつつ、《魔法》を想定した回避鍛錬を続けたのである。




　気が付けば夕方になっていた。ぼちぼち引き上げよう、ということで、俺たちは後片付けを行ない、すでに帰路に就ついている。

　買い出しのために帝都市街地に向かうそんな道すがら、シャローネは疲れ果てて眠ねむってしまい、俺の背中におぶさっている状態だった。エルザは普通に隣となりを歩いている。

「それ、重くない？」

「シャローネをそれ呼ばわりはやめろ。まあ重くはないさ。ちっちゃいからな」

「背中に胸当たってる？」

「どうでもいいだろそんなの」

　まあ当たっているかどうかで言えば当たっていることになるのだろう。本当にかすかな膨ふくらみが背中に押し付けられているような気がする。

「わたしなら、もう少しいい感かん触しよくを与あたえられる」

「やらなくていいからな？」

　釘くぎを刺さしつつ、俺はとりあえずエルザに感謝することにした。

「それより、ありがとな。昼食もろくに摂とらないまま俺のリハビリに付き合ってくれて」

「大だい丈じよう夫ぶ。好きでやってること。でも感謝してるならチューくらいはして欲しい」

「それはダメだ」

「じゃあ手、繫つないで？」

　片手が差し出された。葬そう撃げき士しのものとは思えない、綺麗でほっそりとした手だった。

「まあそれぐらいなら……」

　俺はその手を握にぎり締しめた。すべすべで触さわり心ごこ地ちがよかった。そんな感想を抱いだいている隙すきに、エルザが調子に乗って俺の腕うでを抱くような格好にまでなった。

「おい」

「ダメ？」

「……まあいいよ」

　どうせ何を言ってもそう簡単には離れないのだろうし、帰り道ぐらいは許してやろう。

「ねえテア」

「なんだよ？」

「ちゃんと元に戻らないとダメ」

　唐とう突とつに発せられたそれは、俺の復活を祈いのる言葉だった。

「剣けんを振ふるって悪魔を倒たおす、その姿はわたしのヒーロー。ヒーローはずっと強くなければならない。いつまでも今のままでいるのは、ちょっと許されない」

「そうだな」

　エルザが俺に憧あこがれてくれているのは知っている。憧れて葬撃士の道を志し、実際にこうしてその舞ぶ台たいまでやってきたことも分かっている。

　だから、そうだな、俺はこいつのためにも、最強の剣士に戻もどらなければならないのだ。

「まあ見てろって。必ず再び剣を握って、俺は悪魔を殲せん滅めつしてみせるから」

「約束」

「あぁ約束だ」

「もし破ったらわたしとディープキスの刑けい」

「自分の存在を刑けい罰ばつ扱あつかいするのはやめろよ」

「じゃあ今からしよ？」

「しないからな？」

　そんなやり取りを交かわしながら、やがて市街地にたどり着いたところで、街の喧けん騒そうに揺ゆさぶられてシャローネが起きた。

　そこからは三人並んで歩きながら、俺の買い出しに付き合ってもらうことになった。

「ねえテア、夕飯のメニューは何にしようとしてるわけ？」とシャローネ。

「まだ決めてない。教官が今日は軽めでいいって言ってたから、軽めにしようとは思うが」

「でもミヤさんって今日は朝から夕暮れまでぶっ通しの仕事なんでしょ？　それなのに軽めでいいの？」

「いいらしいんだよ。なんか、そんなに疲れるモノではないんだと」

　詳しよう細さいを聞きそびれてしまったので、なんの仕事かは知らない。悪あく魔ま狩がりではなさそうだったが、教官に悪魔狩り以外の依い頼らいが舞まい込むとすれば、それは一体なんだろう？

　そう考えつつしばらく歩いていると、どデカイ一つの教会がふと目に付いた。

　そこは結婚式がよく挙げられることで有名な教会で、今日も何やら催もよおされていた。

　ただし、結婚式っぽくない。新婦らしき者が確かく認にん出来はするのだが、新しん郎ろうはいないし、その周りにいる人々も明らかに参列者ではなかった。数名しかいない上、正装でもなんでもない普ふ段だん着ぎを着用し、写しや影えい機を始めとする機材を持って佇たたずむ業者のような出いで立ち。

　何かの雑誌の撮さつ影えいだろうか？　テントで簡易的な暗室も作っているようだし。

「ねえねえ、ちょっと見ていきましょうよ」

「わたしも見たい」

　シャローネとエルザにそんなおねだりをされた。やはり女の子として、ドレスの撮影などには興味があるのかもしれない。

　まあ急ぎの用事があるわけでもないし、それくらいのことは全然構わなかった。

　俺たちはその撮影現場に近付いていく。教会に入らないギリギリのところで遠巻きに見ている人がそれなりにいたので、それに混じって見学を開始する。

「……ん？」

　近付いて、なんとなく新婦のモデルさんを眺ながめた瞬しゆん間かん、俺は少し違和感を覚えた。

　なんだか見覚えのある顔をしている。遠くから見ていたときはベールのせいで顔が判然としなかったが、この距きよ離りでならベール越ごしの顔をうっすらと見通すことが出来た。

「ねえテア、あれってもしかして……」

「わたしもそう思う。見み間ま違ちがえようがない」

　どうやらシャローネとエルザも気付いたらしい。だから俺も自信を持って呟つぶやいた。

「何してるんですか教官」

　ベール越しに覗く整った顔と赤い髪かみ。誰だれよりも教官を見てきたであろうこの俺が、教官と誰かを見間違うはずがない。あれは間違いなく教官だ。見物人が集まるのは当然だった。

　なるほど、そんなに疲つかれない今日の仕事とはこれのことだったらしい。教官の見た目は完かん璧ぺきなので、こういう撮影の依頼が舞い込むこともあるんだろう。

「それにしても……」

　俺は教官を改めて眺める。綺麗だなと思った。純白のドレスに身を包む教官は清せい楚そさと可か憐れんさに磨みがきがかかって見えた。

　しばらく撮影を眺めていると、やがて休きゆう憩けいの声が響ひびいた。教官が気を抜ぬいたように脱だつ力りよくし、伸のびを始める。

　そんな教官がふと──俺たち見物人の方に視線をくれて、あ、と口を開いたのが分かった。どうやら俺たち三人を発見したらしい。

　ちょいちょい、ちょいちょい。教官はそれからすぐ、俺たちを見み据すえながら小さな手招きを行なった。こっちに来て、ということだろうか。しかし行ってもいいのか？　俺たちだけが入れるということで騒さわぎになったら嫌いやなので、多少遠回りしてそちらに向かおう。

「教官、今日の仕事ってこれのことだったんですね」

　教会の敷しき地ち内に入り込んだ俺たちは、ドレス姿の教官との合流を果たした。

「そうよ。ブライダル系の広報誌でウェディングドレスの特集をするから、そのモデルになってくれないかって依頼が来てね、引き受けたってわけ」

「綺麗……」

　シャローネが息を吞のむようにしてそう言った。同感だった。

「ありがとね、シャローネちゃん」

「でもミヤ知ってる？　結けつ婚こん前にドレスを着ると婚期が遅おくれるらしい」

「そ、そうなの？」

　エルザが水を差すように告げて、教官は少し動どう揺ようしていた。

「ん。だからミヤがこのまま行き遅れたらテアはわたしがもらう」

「あ、あぁそう。勝手にすればいいと思うわ」

　教官は強がるように言って、それから俺をちらりと見た。

「ところでテアくんは、その……どう思っているのかしら？　この姿を」

「すごく綺き麗れいだと思いますよ。今まで見てきた何よりも」

「す、ストレート過ぎるけど……うん、嬉うれしいわ。ありがとね」

　瞬またたく間に笑え顔がおになってくれた教官の愛らしさは今日も何ひとつ変わらなかった。

　そんな中、

「サミュエルさん、次の撮影は教会の中でやるんで。衣い装しようはそのままで結構ですから」

「あ、了りよう解かいです。スタッフの皆みなさんも、今の休憩でちゃんと休まれてくださいね？」

「ご心配ありがとうございます。ではのちほど」

　やってきたスタッフがそう言って去っていく。

「さてと、じゃあテアくんたちはこれからどうする？　どうせなら中に入って見てく？」

「部外者がいいんですか？　邪じや魔まになったりしません？」

　俺が尋たずねると、教官は優やさしい表情で首を横に振った。

「脇わきで見てる程度なら許してくれると思うわ」

「でしたら、見させてもらおうかと」

「決まりね。それじゃあ教会の中に行きましょうか」

　教官に先導されて、俺たちは次なる撮影現場へと連れて行かれた。




　見学はあっさりと許可されて、俺たちは教官の写真撮影を見守ることになった。

　教会の内部は、色いろ鮮あざやかなステンドグラスを通して降り注ぐ西日によって華はなやかに照らされている。その只ただ中なか、祭さい壇だんの手前に佇む教官は、ステンドグラスにも負けないまばゆさを有しているように見えた。

　外で撮とっていた時からそうだが、教官単独での撮影だ。ベールをまとった魅み惑わくの花はな嫁よめの横には誰もいない。教官の現状を表すかのように一人だけで映はえた絵になっている。でもいつか、その隣に誰かが並び立つことになるんだろう。そしてそれは、俺でありたい。

　二六歳にしては一〇代に見えないこともない若い見た目をしているミヤ教官。

　性格も悪くはない。もし問題があるとすれば酒を飲んだら異様に乱れてしまう点だが、そんなの、気にしない人は気にしないだろう。

　きっとかなりの優良物件。しかし浮ういた話を一いつ切さい聞かない。それは教官自身が付き合う対象を厳しく限定しまくっているからだろう。

　一体誰を狙ねらっているのか？

　教官の気持ちは底知れない。

　俺がそんなことを考えている間にも、教官単独の撮影は長々と続いた。そうして日がぼちぼち沈しずみ始めてきた頃ころ、ついに撮影それ自体が終しゆう了りようしたのだった。

「サミュエルさん、お疲れ様でした。あとは私服に着き替がえていただいて、そしたら報ほう酬しゆうをお渡わたししますので」

「その前におまけの撮影って許されます？」

「あぁもしかして、そこのヒーローと一いつ緒しよに撮りたいとかですか？」

　撮影師がそう言って俺を横目に見た。

「話は伺うかがってますよ。先の戦いで彼が命いのち懸がけで庇かばってくれたらしいじゃないですか。もしかして、そういう関係性なんですかね？」

「いえいえ、残念ながら違います。そうなれたらいいなあとは思っていますけどね」

　そんな返答を行なうミヤ教官。

　それはきっと、そう答えた方がウケがいいからであって、本心ではないのだと思う。

「九歳差でしたか？　でしたら余よ裕ゆうでアリでしょう。そこの罪なヒーローくんは早くサミュエルさんに本物のドレスを着せてあげなよ？」

　そして撮影師にはそんなことを言われてしまう。……本物のドレスを着せてあげなよって、そりゃ許されるならそうしたいが。

「まあそれはそうとサミュエルさん、いいですよ、おまけの撮影。フィルムの余裕はありますし、サービスしますよ。もし良かったらそちらの子たちもどうです？　ドレスも貸し出しますし」

　撮影師がシャローネとエルザに目を向けてそう言った。

「えっ、あたしたちもいいんですか？　嬉しいっ。一度着てみたかったんです！」

「これはテアに媚こびるチャンス」

　撮影への参加を素す直なおに喜ぶシャローネと、何やら邪じや悪あくな考えを露ろ呈ていさせているエルザ。

　そんな二人もドレスに着替えることになって、俺は一〇分ほど待たせられ、そして──

「じゃーんっ、見てよテア！　このドレス可愛かわいくないっ？」

「この姿でテアとまぐわいたい」

　そう言って現れたシャローネとエルザは、掛かけ値なしに可愛いと言えた。

　シャローネのドレスが結構フリフリしているのに対して、エルザのドレスはシックというか、かなり上品な感じだった。

「あら、二人とも素敵ね。シャローネちゃんはキュートで、エルザはクールだわ」

　教官が二人のドレス姿を褒ほめる傍かたわら、シャローネとエルザが俺に近付いてきて、

「ねえテア、あたしが一番イケてるわよね！」

「違う。わたしに決まってる」

「ま、待て待て落ち着け。まず大前提として、一番は教官だからな？」

　そう告げると、教官が少し気分良さげに胸を張り、シャローネとエルザは不服そうに頰ほおを膨ふくらませ始めた。

「ちょっとテアっ、こればっかりはちゃんと公平な目で見て欲しいんだけどっ」

「ミヤばっかり卑ひ怯きよう」

「まあまあ二人とも。テアくんの審しん美び眼がんは平等だと思うし」

「それはミヤさんが一番って言われたから、ミヤさんだけがそう感じてるんです！」

「ん。テアは偏かたよってる」

　俺の基準に不満タラタラらしい二人は、俺に詰つめ寄りながらアピールしてくる。

「ほら見なさいよテアっ！　わたしはこの中で一番若い一四歳よ！　ミヤさんより一二歳も若いんだからね！　一四歳の花はな嫁よめ姿すがたなんてそう簡単に見れるもんじゃないんだから、そこらへんをもっと評価して欲しいんだけどっ！」

「若さアピールは構わないが、教官を引き合いに出すのはやめるんだ」

　教官が地味に傷付いているんだよ。ほら、ちょっといじけてむすっとしている。

「テア、わたしは色々とちょうどいいと思う」とエルザ。「シャローネはロリ過ぎるし、ミヤはおばさんだし、そんな中でわたしはテアと同じ一七歳。しかもかなりえっち。テアが望むことをなんでもしてあげられる寛かん容ようさなら誰にも負けない。ミヤはきっとアブノーマルなプレイはしてくれないと思う。色々とウブだから」

「だから教官を引き合いに出すのはやめろってば」

　ウブだとバラされた教官が頰を赤くしていた。

「さあテア、再審しん議ぎよろしくね」

「わたしが一番なはず」

　そう言って俺に新たな結論を求め始めるシャローネとエルザ。

「ええと……じゃあこの際、みんなが一番ってのはどうだろう？」

「逃にげたわね」

「テア、逃とう走そう中」

「もうなんとでも言ってくれ。それが一番平和でいいだろ」

　俺がそう告げた一方で、撮さつ影えい師しが困ったように頰を搔かいていた。

「あのー……ぼちぼち撮り始めてもいいだろうか。時間は有限なのでね」

「す、すみません。ええ、始めてください。お願いします」

　教官が代表して謝り、そののちに俺がまず祭壇の前に移動することになった。

「彼をメインに、他の方々が一人ずつ入れ替かわり、って感じで撮っていこうかと」

　撮影師が軽いプランを語ってくれたので、教官たち三人が話し合い、まずはシャローネから俺と一緒に撮られることになった。

「はい、じゃあ二人とも、もうちょっとくっ付いてもらえるかな」

　俺のもとにやってきたシャローネと、限りなく密着して並び立つ。

「あぁでも、うーん……身長差があるから横並びはあまりしっくり来ないな。ヒーローくんさ、彼女をお姫ひめ様さま抱だっこ出来るかい？」

「え？　まあ……分かりました」

　いきなりの指示だったが、確かにその方が映えそうなのは理解出来る。俺は反論することなく、シャローネの体を抱だき上げようとする。

「じゃあシャローネ、持ち上げるからな？」

「う、うん。変なとこ触さわらないでね？」

　そんな忠告に頷うなずきつつ、俺はシャローネの体を抱き上げた。小こ柄がらなシャローネ程度なら今の膂りよ力りよくでも抱かかえることが出来る。教官やエルザは少し厳しいと思うが。

「羨うらやましい」

　お姫様抱っこ状態のシャローネを見て、エルザがぼそりと呟つぶやいていた。

「わ、私は別に羨ましいとは思わないわね。本当にこれっぽっちも全然思わないんだから」

　教官は平然としつつも、なんだか気にしているような感じで、嫉しつ妬とかどうかは分からないが、可愛らしい態度だった。

　そんな中、撮影師によってシャッターが切られ、俺とシャローネの撮影が終わった。

　次はエルザの番だった。シャローネと入れ替わりで俺の隣となりにやってきたエルザは、俺の立ち位置に注文を付ける。

「テア、ちょっと片かた膝ひざついてしゃがんで？」

「何がしたいんだ？」

　疑問に思いつつも、俺はとりあえず片膝をついた。

「で、わたしのお腹なかに耳を当てて？」

「おい、なんだよその妊にん婦ぷとお腹の音を聞く夫みたいな構図は」

「まさにそれを狙ってる」

「お前な……」

　なんでそう微び妙みように生々しいところを狙ってくるんだよ。普ふ段だんの下ネタも酷ひどいし。

「別に却きやつ下かしてもいいけど、その場合キスの構図で──」

「じゃあもうこれでいいよ！」

　キスだけは避さけるべきだと考え、俺はエルザのお腹に耳を押し当てた。

「ふ、不純だわ何よあの構図っ！」

　シャローネが憤ふん慨がいした一方で、教官もエルザに苦言を呈ていする。

「ねえエルザ、それはさすがにどうなの？」

「なんでいちいち文句を言われなきゃいけないのかが分からない。羨ましいならミヤも次やってもらえばいい」

「う、羨ましいわけじゃ……」

「じゃあ黙だまって見てて欲しい」

「な、生意気な……」

　教官がエルザに言い負かされていた。エルザは割と気の強いところがある。教官も気は強いが、押しに弱い気がする。俺ももっと好意を前面に押し出した方がいいのだろうか。

　そんなことを考えている間にエルザとの写真が撮られ、今度は教官との撮影となった。

「テアくんはどんな風に撮られたい？　私はテアくんの希望に合わせるわよ」

　他の二人は俺の希望なんて聞いてくれなかったのに、教官は聞いてくれる。やっぱりこのあたりに格の違いを感じてしまう。これが大人の余裕というか、気き遣づかいの出来る理想の女性という感じだった。

「俺はシンプルに並んで撮とれればそれでいいです」

「そう？　じゃあそれでいきましょうか」

　教官は静かに微笑ほほえみつつ、俺の隣に並んでくれた。

　撮影師が少し納なつ得とくいかなそうに小首を傾かしげる。

「あまりにもシンプルなんで、サミュエルさん、ちょっと小道具加えましょうか」

「小道具ですか？」

「これです」

　スタッフにワイン入りのグラスを用意させ、撮影師がそれを教官に手て渡わたした。

「ちょっと優ゆう雅がさが出せるかなと」

「なるほど」

　頷いた教官が、ワインの香かおりを嗅かぎ始める。

「あらいい香り」

「飲んじゃ駄だ目めですよ？　嗅ぎ過ぎるのもあまり……」

「それは私自身が一番よく分かっているわ」

　そう言ったのち、教官は俺と向き合う形になって、

「ねえテアくん、撮ってもらう前に、少し結けつ婚こん式の真ま似ね事ごとでもしてみない？」

「え？」

　戸と惑まどう俺をよそに、教官は楽しそうに言葉を紡つむぎ始める。

「新しん郎ろうテア・フォードアウト、汝なんじは新婦ミヤ・サミュエルを、病やめる時も健すこやかなる時も、富める時も貧しき時も、共に歩み、他の者に依よらず、死が二人を分かつまで、愛を誓ちかい、妻を想おもい、妻のみに添そうことを、神聖なる婚こん姻いんの契けい約やくのもとに誓いますか？」

　教官がこんな遊びをするなんて珍めずらしい。これはこの場の雰ふん囲い気きに当てられた悪ノリって感じだろうか。ならば俺も変に真ま面じ目めな反応はやめて、それに乗っかることにした。

「はい、誓います」

「……っ」

　ベール越ごしに見える教官の顔が、少し赤らんだように見えたのは気のせいだろうか。

「じゃあテアくん、ベール……めくって？」

　そう言って教官が目を閉じる。

　どきりと心臓が跳はねた。

　これはまさか……してしまってもいいのか？

「──なんてね」

　しかし直後、おどけるようにして教官はそう言うのだった。

　俺はホッとしたし残念にも思った。

　シャローネとエルザも何やら胸むねを撫なで下ろしていた。

　それにしても、どこか普段の教官らしからぬ感じではある。

　悪ノリというか、もしかして早くもワインの匂においで酔よったんじゃないだろうな……。

　そう思う一方で、

「まあなんにせよ、スタッフの皆みなさんに迷めい惑わくだし、そろそろ撮ってもらいましょうね」

　教官はそう言うと、俺にぴたりと寄り添いつつ写しや影えい機の方に体を向けた。

「さてと……じゃあこんな感じでどうかしら？」

　グラスを持ったまま、教官は俺の片かた腕うでをむぎゅっと抱きかかえ、密着してきた。

「み、ミヤさん大だい胆たん……」

「ミヤ、攻せめ過ぎ」

　シャローネとエルザが言っている通りだ。やはり普段と違ちがってやたらと積極的で、これは恐おそらくワインの匂いだけで酔ってしまったと思われる。先日の風ふ呂ろ場ばでの出来事と同じだろう。相変わらず酒に弱過ぎるぞ教官……。
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「ええと……それで大だい丈じよう夫ぶですか？　良ければ撮りますけど」

「はい、大丈夫ですので、お願いします」

　撮影師にそう告げて、教官は更さらに俺への密着具合を強めてきた。俺の片腕はもはや大きな膨ふくらみの合間に埋うもれ、とんでもないまでの幸運状態だった。とにもかくにも温かく、柔やわらかく、この世に生まれてきたことへの感謝の気持ちが自然に湧わき立ってくるほどだ。

「教官、一応注意しときますけど……胸が、その、おもいっきり当たってますからね？」

「テアくん……それは違うわ」

　どこか照れた表情で、教官が上うわ目め遣づかいに俺を見た。

「私の胸、当たってるんじゃなくて……当ててるんだからね？」

「……っ!?」

「んふふ～、もっとぎゅ～ってした方がいいのかしら？」

「い、いや別にこれ以上は……」

「別に照れなくてもいいのよ？　テアくんはおっぱいが好きだもんね？　あの二人にはまったくないモノなんだし、存分に求めてくれちゃっていいんだぞ？」

「も、求めませんよ……！」

「そう？　じゃあいずれ結婚したら求めてちょうだいね？」

「け、結婚っ!?」

「テアくんは専業主夫ね？　私が養ってあ・げ・る♪」

「や、養われるのはお断りします！」

「ふぅん。こんなに魅み力りよく的な誘さそいを蹴けっちゃうのは、きっとテアくんぐらいでしょうね。でも、そういう生き真ま面じ目めなところが──好きよ？」

　耳打ちするようにそう言われ、ぐはっ、と俺の中の何かが崩ほう壊かいしそうになってしまったが、俺はとにかくここが人前で公おおやけの場なのだと自分に言い聞かせ、精神を律した。

　そうして教官との写真を何枚か撮ってもらい、サービスの撮さつ影えいは終しゆう了りようする。

　写真は簡易テントの暗室で現像され、その場で俺たち全員に手渡されたのだった。




　すっかり暗くなり、星が輝かがやき始めた空の下──

「ち、違うの……さっきの私は私じゃないわ」

　教会での仕事が終わって、撮影師たちとも別れた現在、俺は教官のそんな言い訳を耳にしていた。シャローネとエルザもまだ一いつ緒しよだ。

「ワインの匂いにやられちゃって……それで……ね？」

「別に気にしなくていいと思いますよ？　はしたない教官も俺は好きですし」

「──っ」

　俺がそう告げると、教官は瞬またたく間に頰ほおを赤くし、

「テアくんのおバカぁ……！」

　と、どこかに走り去ってしまった。方角的に自分の家に逃にげ帰った感じだろうか。

　少し、そんな教官の姿に変化を感じた。

　今までだったら、俺が好きだと言えば、負い目を盾たてにして俺を拒きよ絶ぜつしていた。

　それなのに、今の教官はそうはせず、素す直なおに照れながら逃げていった。

　教官の中に何か変化があったのだろうか。

　漠ばく然ぜんとしか言えないが、やはり少しだけ、これまでの教官とは違う気がした。

「むぅ、あたしは何を見せられてるんだろ……」

「妬やける。ムカつく。寝ね取とりたい」

　シャローネとエルザがそんなことを言っていた。

「ねえテア……テアはやっぱりミヤさんのことが好きなのよね？」

「まあな。だから体が勝手に動いて、庇かばって、守ったんだし」

「あ、あたしっ、テアの復帰は応おう援えんするけど、そっちの応援はしないからねっ」

「わたしもしない。むしろ邪じや魔まする」

「ああ好きにしてくれ。別に咎とがめもしないし」

　こいつらにだって何かしら想いはあるのだろうし、そこは俺がどうこう出来る領域ではないだろう。やりたいようにやればいいと思う。後こう悔かいなきように。

「それはそうと、俺はこれから買い出しに行くけど、お前らは？」

「遅おそくなったし、今日のところは帰るわっ。子供たちが待ってるし」

「わたしも任務に備えて帰る」

「そうか。じゃあ気を付けて帰れよ」

　そんなわけで二人と別れ、俺は一人で市場に向かった。

「あれ、テアくんじゃないですか」

　すると買い出しのさなか、葬撃士協会帝てい都と中央支部の受付嬢じようであるセイディさんと出会った。あの受付以外で出くわしたのは何気に初めてな気がする。

「テアくんも買い出しですか？」

「そんなところです」

「そうですか。ミヤとは何か進展しました？」

「いえ、特に何も……」

「そうですか。でもミヤは変わろうとしているみたいですよ？」

「え？」

「もう少しだけ、待ってあげてくださいね」

　セイディさんはそう言って微笑む。

　俺がさっき教官に感じた変化について、何か知っているのだろうか。

　でも待っていろと言うなら、ここで踏ふみ込まず、そのときを待っていようと思う。

「ところでテアくん、少しお聞きしたいのですが」

「なんでしょう？」

「君は確かガレッシャーノくんとお知り合いでしたよね？」

　その名前が出たことに少し気分を害しながら、俺はあくまで冷静に応じる。

「……知り合いというか、養成所で同じクラスだっただけですけどね」

　そして嫉しつ妬とされ粘ねん着ちやくされているという腐くされ縁えん以上の何かだ。

「ガレッシャーノがどうかしましたか？　確か元々は中央支部の所属でしたよね？」

「ええ。実はですね、行ゆく方えが分からなくなっているんです」

「行方がですか……？」

「はい。先日から《パラディンズガーデン》に全然顔を出さなくなって、ご実家の方から捜そう索さく願ねがいが出されているようで。それで中央支部の方でも情報の提供を求められましてね。テアくん、何か知りませんか？」

「いえ、俺は何も……」

　数日前に孤こ児じ院いんで出くわして以降、俺はガレッシャーノとは会っていない。友達でもなんでもないのだから動向を追ってはいないし、興味もない。

「そうですか。ではもし見かけるようなことがあれば、そのときは教えてください」

「分かりました。見かけたらそうします」

　そんな会話ののち、セイディさんとは別れた。

（あいつが行方不明、か……）

　正直なところを言えばどうでもいい。あいつは単なる外敵みたいなものだ。どうなろうと知ったことではないが、

（まあ……見かけたら声ぐらいはかけてやるか）

　何も協力しないというのは、さすがに俺の良心に反する。

　見かけたら声をかけるし、セイディさんに報告もする。

　しかし俺の方から積極的に探すような真ま似ねは絶対にしない。

　そう考えつつ、俺は買い出しを続けるのだった。








第六章　いつもより特別な時間









　あくる日の午後、俺は午前から行なっていた他地域での悪あく魔ま狩がりの任務を成し遂とげ、蒸気機関車で帝都中央駅まで戻もどってきた。シャローネとエルザも一緒だった。

「なんかもうテアの射しや撃げき能力すご過ぎて引くというか、今日はあたしたちの任務に同行させてあげた形なのに、結局テア一人で全部やっちゃった感じだったわね」

「わたしたちいらない子だった」

　駅舎から外に出て、俺たちは葬そう撃げき士し協きよう会かい帝都中央支部への帰投を開始する。駅からそう離はなれていないので、もう二分も歩けば到とう着ちやくだ。

「でもお前らが居てくれて助かった部分はあるぞ？　お前らのおかげで往復二時間にも及およぶ列車移動の時間がすごく楽しかった」

「……なんかもう戦力扱あつかいされてないのね」

「シャローネ可哀かわい想そう」

「あんたもでしょ！　あたしだけじゃないわ！　大体あんたの方が格下でしょうが！　あたしは《四よん翼よく》であんたは《三さん翼よく》なんだから！」

　シャローネとエルザが煽あおり合っていた。日常茶飯事なので気にしない。

　ほどなくして帝都中央支部にたどり着くと、俺たちは受付に向かった。

「セイディさん、ただいま帰投しました」

「あ、テアくんおかえりなさい。支部の任務に参加してくれてありがとうございます」

「いえ、リハビリにちょうど良かったので」

「任務をリハビリ扱い出来るのなんて君ぐらいのものですね」

　呆あきれたようなニュアンスだったが、それは規格外過ぎてという意味なのだろう。

「シャロちゃんにエルちゃんもご苦労さまです。とりあえず戦果の報告をお願いします」

「えっと……シャローネ・ディスアイテッド四翼、戦果ゼロです」

「エルザ・クルジスタ三翼、同じく戦果ゼロ」

「ということは、テアくんが全部やってしまったんですか？」

「ダメではないですよね？」

「いやまあ、それは全然構いませんけど……この二人、別に弱くないんですよね。そんな二人を戦果ゼロに抑おさえさせるって、やはりテアくんはすごいですね」

「お褒ほめの言葉はありがたいですが、俺はこの結果をすごいとは思いません。というよりも、この状態で結果を出しても仕方がないといいますか」

　今は結果よりも、その過程でどれだけ自分を取り戻せるか──そこが肝かん心じんな部分だ。

　悪あく魔まを殲せん滅めつするために、そしてミヤ教官の負い目を消すためにも、俺は自分の強さを復活させなければならない。そのための努力や鍛たん錬れんに妥だ協きようはない。

「セイディさん、他に受注可能な任務はないですか？　俺は休んでいられないので」

「あいにくと、今のところはないですね。だからひとまずは休んでください」

　出で鼻ばなを挫くじかれた気分だった。まあしょうがないか。

　その後、俺はシャローネとエルザに別れを告げ、帝都中央支部をあとにした。




　──その日の夜。

「て、テアくん……？」

　夕食を食べて、お風ふ呂ろに入り、あとは寝るだけとなった時間帯。

　寝る前にホットミルクを飲んでいた俺は、テーブルの対面に座る教官に話しかけられていた。パジャマ姿の教官もホットミルクを飲んでいるのだが、それがもたらすはずのリラックス効果を一いつ切さい受け付けていないかのように、何やら緊きん張ちよう感漂ただよう表情を浮うかべている。

「なんですか？」

　不思議に思いつつ話を促うながすと、教官はホットミルクをずずずとすすり、息を吸って吐はいて、落ち着くのよ私、などと自分に言い聞かせたのちに俺の目を真まっ直すぐに見み据すえた。

「あ、あのね……」

「……はい」

「突とつ然ぜんで驚おどろくかもしれないんだけどね……」

「……はい」

「あ、明日ね……」

「……はい」

「私と、デートしない？」

「……えっ」

　ただならぬ雰ふん囲い気きがあったとはいえ、それはあまりにも予想外の言葉だった。

　つかの間、頭が真っ白になる。デート。それは俺の人生に最も縁えん遠どおい言葉だから。

「あの……本気で言ってます？」

　やっとのことで言えた言葉がそれだった。

　最近されてないとはいえ、教官は俺の好意を拒絶していたわけで、いきなりデートに誘さそわれるのは意味が分からない。

　しかし俺の戸と惑まどいとは裏腹に、教官は真しん剣けんな表情を浮かべていて──

「あのねテアくん、私は本気よ。君にもっと活力をあげたいなって思ってね」

「……活力、ですか？」

「うん。それと癒いやしもあげたいの。狙そ撃げき手として調子がいいみたいだし、でもそこで止まって欲しくはないから、もっともっと頑がん張ばって欲しくて、だから……」

「教官……」

　戸惑ったのが失礼なくらいに教官の声こわ色いろは本気だった。

　俺のことだけを考えてくれている真っ直ぐな瞳ひとみ。

　そこには今、不安が宿っているように見えた。

　俺に拒きよ否ひされるんじゃないか、迷めい惑わくなんじゃないかと、デートの申し出を後悔していそうなほどに、それはもはや泣きそうでさえあって。

「────」

　それを見て俺は、瞬またたく間に余計な思考を切り捨てた。

　教官が本気だと分かった以上、俺の答えは決まっているから。

「分かりましたよ教官。そのデート、お受けします」

「──っ。ほんとに!?」

　身を乗り出さんばかりの勢いで、教官がテーブル越ごしに俺を見た。

「本当です。楽しみにさせてもらってもいいですか？」

「当たり前よ！」

　教官はすこぶる嬉うれしそうに言って、それから俺に尋たずねてきた。

「あのねテアくん、実は細かいプランとかは全然決まってなくてね、だから参考までに、どういうデートがいいか教えて欲しいかなって」

「んー……まあとにかく、教官と楽しみたいです」

「なるほどね……了りよう解かいしたわ。じゃあ明日を楽しみにしててちょうだいね？」

「ちょっとハードル上げときます」

「こ、超こえてみせるわっ！」

　グッと拳こぶしを形作るミヤ教官。──ブチッ、とその拍ひよう子しに何かが切れる音がして、教官のポニーテールがばさりと舞まい広がり、髪かみを下ろした状態となった。……おや？

「あら……リボンが千ち切ぎれちゃったみたいね」

　教官は床ゆかに落ちたリボンを拾い上げ、苦く笑しようしたように呟つぶやく。

「お気に入りだったのだけど、もう何年も使っているモノだし、しょうがないのかもね」

　特に落ち込んだ様子もなく、教官はそれをポケットにしまった。

「まあ何はともあれ、明日はデートよろしくね、テアくん」

「はい、楽しみにしてますから」

　そんなこんなで、今日という日は明日に備えて早いところ就しゆう寝しんしたのだった。




　──そしてデート当日の朝。俺は駅前として常に賑にぎわう帝てい都と繁はん華か街がいの入り口付近に佇たたずんでいた。俺一人である。デートが無かったことになった、とかではなくて、先に待ち合わせ場所に行ってて、と教官に送り出された結果だった。

「……デートか」

　教官とのお出かけ、買い物、合同任務などなど、これまでに二人きりで何かをしたことはいくらでもある。だが、デートという名目で外出したことは一度もない。

　妙みような緊張感があった。考え過ぎているのだろう。デートという呼こ称しように囚とらわれ過ぎているというか、結局は教官と二人きりで過ごすというだけの話なのだから、それは率そつ直ちよくに言えばいつもと何も変わらないわけで、だったら平常心で居ればそれでいいはずなのだ。

　そうだ、ただひたすらに教官との時間を楽しめばいいだけのこと。俺に活力と癒やしを与あたえたいという教官の想おもいを無む駄だにしないためにも、俺はリラックスするべきだろう。

　ふぅ……、と深呼吸を行なって、教官がやってくるそのときに備える。

　そんな中、俺はふと思った。手ぶらでいいのだろうかと。

　せっかくの初デートなのだから、何かしらのプレゼントを用意した方がいいのではないか。そうでなくとも、俺は日ひ頃ごろから教官に色々と支えてもらっているわけで……そのお返しも兼かねて、何かを渡わたしたい気持ちが徐じよ々じよに強まってきた。

　でも何を渡せばいいのだろう。これからデートだし、何かかさばらないモノを……。

「──そうだ」

　そう考えて不意に思い浮かんできたモノがあった。急いで近くの雑貨屋に向かい、目的のモノを見み繕つくろって包装してもらい、それからすぐに待ち合わせ場所へと戻った。教官はまだ来ておらず、俺はホッとする。

　そして──思わぬ人物を見かけたのは、そんな折のことだった。

「……ん？」

　俺の視界を横切るようにして、一人の男が道みち端ばたを通り過ぎていく。

　アッシュグレーの髪を耳が隠かくれる程度に伸のばした、顔だけは無駄に整った男。

　俺はハッとした。見み間ま違ちがいようもなく、それは──ガレッシャーノで。

「あいつ……捜そう索さく願ねがいまで出されてるらしいのに、のうのうと何を……」

　曰いわく、ガレッシャーノは最近行ゆく方え不明で、安否が気き遣づかわれるほどの立場らしい。

　そんな男が、どこかに向かおうとしている。どこだっていいが、見かけたからには声をかけるべきなのだろう。出来れば喋しやべりたくないが、状じよう況きようが状況だ。

　俺はガレッシャーノを追いかける。奴やつが路地裏に入っていったので、もちろんそのまま追つい跡せきした。ところが──

（……居ない？）

　路地裏に入り込んだ俺は、ガレッシャーノを見失ってしまう。気配も感じられない。

　多少入り組んでいるとはいえ、こんな簡単に見失うはずがないんだが……。

　──そのとき、視界の隅すみに黒いローブの人ひと影かげが見えた。なんだ？　と思いつつ、俺はそちらに足を運んだ。角を曲がり、目に見えたモノを確かめにかかる。しかし──

（気のせい……だったのか？）

　角を曲がってもそこには何も居なかった。ガレッシャーノも相変わらず見当たらない。

　もう少し辺りを調べてみたくもあるが、デートが控ひかえている以上、余計なことに時間は使えない。……ひとまず、セイディさんに目もく撃げき情報だけでも知らせておこうか。

　そう考えた俺は路地裏から出て、駅から近い葬撃士協会帝都中央支部に顔を出し、今日も受付だったセイディさんにガレッシャーノの目撃情報を伝えた。

「なるほど、感謝しますよテアくん。彼はどこかに消えてしまったそうですが、存在が確かく認にん出来ただけでも、とりあえずはひと安心ですかね」

「じゃあ、俺はこれで失礼しますので」

「あ、ところでテアくん、これからミヤとデートなんですよね？　デートのプランについて昨晩ちょっとだけアドバイスさせてもらったので、お楽しみにしていてくださいね」

「ってことは、昨晩も俺が寝ねてるときバーに行ったんですかあの人……もう若くないんだし、ちゃんと休んで欲しいんですけどね」

「まあまあ、誘ったのは私ですから許してあげてください。それよりほらほら、早く行かないとミヤが来ちゃいますよ？　テアくん、ファイトです！」

「はい……──それじゃあ行ってきます」

　外に出て、待ち合わせ場所まで戻もどる。ミヤ教官はまだ来ていなかった。良かった。先に待っていたのに遅おくれるとか、ちょっとシャレにならないし。

　そんなことを考えつつ再び待ち始めると、やがて──

「テアくん、おまたせ」

　と、背後から教官に声をかけられた。

　俺は振ふり返り、やってきた教官を視界に捉とらえた瞬しゆん間かん、

「……えっ？」

　自分の目を疑うことになった。

「あの、えっと……」

　にわかには信じられない光景が、目の前にはあったのだ。

「へ、変かしら？」

　照れ臭くさそうに呟くミヤ教官。

　その格好はなんと──帝都葬撃士養成所の制服姿、であった。

　女子訓練生が身に着けるそれは、鍛たん錬れん時だろうと動きやすいように徹てつ底てい的に軽量化された機能性重視である反面、デザイン性も悪くはなく、一いつ般ぱん的な教育機関のモノと大差ないブレザーとプリーツスカートである。

　俺に言わせれば、養成所時代に他の女子のその姿を何度も普ふ通つうに見ていたので、見慣れていると言えば見慣れている。ところがどっこい、俺と出会ったときにはすでに大人だった教官がそれを着ている姿は初めて見たので、率直に言って度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。

「な、なんでそんな格好を……？」

「セイディからアドバイスをもらったのよ……男は制服が好きだからこれを着て行きなさい、ってね」

　セイディさん、あなたって人は……！

「だから養成所時代のモノを引っ張り出して、こうして着て来たんだけど……変？」

「いや、全然変じゃないです。似合ってると思いますよ」

　お世辞とかではなく、本当に似合っていると思う。その頃ころを意識しているのか、髪を後ろで束ねず下ろしたまま。化け粧しようらしい化粧をしてないのはいつものことだが、だからこそ素すが前面に押し出された学生感が強いというか。二六歳なのに、これほど制服が似合ってしまっていいのだろうか。多少パツパツかもしれないが、それはそれで味があっていい。アクセントの紺こん色いろニーソも最高だ。絶対領域が目にまぶしい。

「ほ、ほんとに？　似合ってる？」

「ええ、とても」

「はあ、良かったわ……キツいって言われたらどうしようかと」

　安あん堵どしたように息を吐はき出すミヤ教官。キツいどころかむしろ制服姿が似合い過ぎて周囲の人々が教官を教官だと認識していない様子だ。どこぞの女子訓練生Ａ、程度に思われているようだ。俺に気付けた通行人も「隣となりの子誰だれだ？」とか言い出すくらいだし。

「さてと、じゃあ早さつ速そくデートを始めましょうか」

「あ、待ってください教官。実はお渡ししたいモノがあるんです」

「え、何かしら？」

「これを」

　俺は懐ふところから、包装されたプレゼントを取り出し、教官に差し出した。

　教官が感動したように口元をハッと押さえるのをよそに、俺は続けて言った。

「初めてのデートですから、何か記念にと思いまして」

「テアくん……そんな、別にいいのに……」

「これは日頃のお礼でもあるんですよ。いつもいつも、俺に安らぎをありがとうございます、教官。かさばらないモノを選んだつもりですから、どうか受け取ってください。もちろん、無理にとは言いませんが」

「ううん、受け取らせてもらうわ……こちらこそありがとね。すごく嬉うれしい」

　教官は少し目元を潤うるませながら、俺の手から包装されたそれを受け取ってくれた。

「開けてもいい？」

「もちろんですよ」

　俺がそう告げると、教官は包装紙を丁てい寧ねいに開け始める。やがて中から出てきたのは──リボンで、それを見た瞬間、教官の表情が一気に華はなやいだ。

「あら、リボンを選んでくれたのね。もしかして昨晩のあれがあったから？」

「ええ。気に入っていただけたら嬉しいんですけど」

「気に入らなく思う方が難しいわよ。ちょっと待ってね。今すぐ着けてみるから」

　教官はそう言うと髪をまとめ、真新しいリボンを着けてくれた。いつものポニーテールではなくてワンサイドアップなのは、普ふ段だん通りにまとめてしまうとさすがに教官が教官であると気付かれる可能性が増してしまうからだろう。つまり教官としては、デートの間くらいは女子訓練生Ａのままでいたいのかもしれなかった。

「どうかしら？　似合ってる？」

「はい。すごく可愛かわいいですよ」

「そう？　じゃあそれはテアくんのおかげだわ。このリボン、本当にありがとね」

　教官は満足げに言って、それから俺の手を取った。

「じゃあ改めて、デートを始めましょうか」

「どこに行くかは決まってるんですよね？」

「ええ、今日はね、最近帝都の郊こう外がいに出来た複合型の娯ご楽らく施し設せつに行ってみるわよ」

　噂うわさにだけは俺も聞いている。何やら色んな施設が組み込まれた、そこにいるだけで一日を余よ裕ゆうで潰つぶせると評判の一大テーマパークらしい。俺も行ってみたいと思っていたので、そのチョイスには感謝したかった。

「歩いていくには遠いから、とりあえず馬車を拾いましょうか」

　そう言った教官が一台の空馬車を呼び止め、俺たちはそれに乗り込んだ。

　御ぎよ者しやに行き先を告げて、早速動き始めた馬車の中で、教官の表情はこれまでに見たことがないくらいに弾はずむような笑え顔がおだった。

　そういえば──教官は学生時代、鍛錬に明け暮れていたと聞いている。もしかするとセイディさんのアドバイスがあったとはいえ、こうして素直に制服を着てデートにやってきたのは、そんな学生時代の分まで遊び倒たおしたいという想いがあるからなのかもしれない。

　俺の学生時代も、教官との時間を除けば、とても華やかとは言えないものだった。

　だったら今日は俺だって、冴さえないあの頃の分まで心底楽しんでやろうと思った。

「──テアくんほらほらっ、見えてきたわ！」

　やがて少しの時間が過ぎた頃、教官が楽しげに車窓の外を指差した。

　すると幾いくつもの建造物が建ち並ぶテーマパークの近くまで早くも迫せまっていた。

　どれだけの広さかは分からないが、かなり広いのだけは間違いないだろう。

「はい到とう着ちやくっ」

　数分後、テーマパークの入り口で停止した馬車から降りた俺は、相変わらずテンション高めの教官に腕うでを引っ張られ、早速入場することになった。

　ひとたび門をくぐり抜ければ、そこは無数の人々が行き交かう中央広場の真まっ只ただ中なか。

　人の多さに啞あ然ぜんとする俺をよそに、教官はねえねえと俺の衣服を引っ張っていた。

「テアくんテアくん、まずは軽く腹ごしらえをしてみない？」

「いきなり食べ物ですか？　別にいいですけど」

「決まりね。じゃあ最初はこの中にある話題の甘かん味み処どころに行ってみましょうか」

　流行に疎うとい俺をよそに、さすがは女性だけあって流行を追っているらしいミヤ教官。

　そんな教官に先導される形で、まずは話題の甘味処とやらを訪おとずれた。

「うわ……滅め茶ちや苦く茶ちや並んでますね」

「人気スポットだからしょうがないわね。私たちも並ぶとしましょ」

　そんなこんなで行列の一員と化す俺たち。店内に入れたのは二〇分後のことだった。

「やっと入れましたけど……何を頼たのめばいいんですかね。教官、気になるのあります？」

「東国風白玉って奴やつと、サクド農場産牛乳使用の生クリームパフェが人気らしいわね」

「じゃあそれぞれ頼んでみますか」

　東国風白玉と生クリームパフェを注文し、それからまもなくふたつとも到着する。

　こっちが俺のでそっち教官の、とかはなくて、二人で二品をシェアするつもりだ。

「じゃあ私、白玉から行かせてもらうわね」

　対面に座る教官が、そう言って東国風白玉を食べる。あまりこちらでは出回らないあんこという黒くて甘い練り物を、白玉に付けて食べる一品だ。俺は生クリームパフェをいただく。この生クリームがシャローネ大好きサクド農場産の牛乳で作られているらしい。

「んっ──このあんこ、甘くて美味おいしいわね。白玉の弾だん力りよく性もすごいわ」

「教官、こっちのパフェもいいですよ。生クリームが濃のう厚こうで、でもくどくなくて」

「じゃあそっちも食べさせてもらうわね」

　教官がスプーンでパフェをすくい、あむっと口内に放ほうり込む。

「あらぁ、これは本当に濃厚ね。あんこと混ぜたら更さらに美味しくなりそうだわ」

「別メニュー同士をミックスさせるとか、そんなの子供の発想じゃないですか」

「か、感性が若いってことだからっ。ちょっとやらせてちょうだい」

　教官はそう言うと、あんこを載のせた白玉の上にパフェの生クリームもトッピング。

　教官がこういう子供っぽいことをするのは何気に珍めずらしい気がする。普段はやっぱり人目があるから、こういうのは抑おさえ気味なのだろう。でも今は女子訓練生Ａとして学生気分を満まん喫きつ中だから、いつもより弾はじけられるのかもしれない。

「さてと、じゃあ食べてみるわね」

　まあマズいってことはないだろう、と考える俺をよそに、教官がそのミックス白玉を口の中に運び入れた。その瞬間、教官の目がカッと見開かれ、次いで満足げな鼻息が漏もらされたのが分かった。どうやら配合は成功だったらしい。

「美味しいわ、これは美味しい……新メニューとして採用して欲しいくらいに」

「そんなにですか？　じゃあ俺もやってみますね」

　というわけで俺も同じモノを作り出し、教官を信じて頰ほお張ばってみた。

「なるほど……」

　舌の上に載った瞬間からもう美味しい。共に最高のあんこと生クリームなのだろうし、それらを混ぜ合わせればこうなるに決まっていた。でもあんこと生クリームだけだとこの感想にはならないだろう。無味の白玉が共にいるからこそ、調和されている気がした。

　そんな中、教官が二つ目のミックス白玉を作り上げて食べようとしていて──しかし、その途と中ちゆうでぽとりと下に落としていた。

「あ、教官何やってるんですか」

「せ、セーフよセーフ！　床ゆかには落ちてなくて、太ももの上だから！」

　そう言って白玉をつまみ上げ、ぱくりと口に含ふくむミヤ教官。

「……食べる前に拭ふきましょうよ」

　俺はおしぼりを持って立ち上がり、教官の横に移動した。見ると、スカートとニーソの間、いわゆる絶対領域の部分にミックスしたクリームがべったりと付着していた。

「あ、テアくんが拭いてくれるの？　お願いね」

　とは言われたものの、いいのだろうか。まあ拭くだけだし、さっさと済ませてしまおう。

　俺は無心になりつつその場にしゃがみ、教官の太ももを拭こうとする。

　しかし、しゃがんで目線の高さを太ももに合わせた影えい響きようで──

「……っ」

　教官の、魅み惑わくのスカートの中が見えそうになっていた。まだかろうじて見えないが、教官がこのむっちりおみ脚あしをもう少しだけ開いてくれれば、それはもうばっちりと──

「て、テアくん……さすがにその、それだけ近寄られると恥はずかしいわ……」

　その声にハッとし、無意識のうちに教官の太ももに顔を近付けていたことに気付く。人目もある店内で何をやっているのだろうかと猛もう省せいしつつ、慌あわててクリームを拭き取った。

「まったくもぅ……今のはホントにメッ、だからね？」

「……すみません」

　と、羞しゆう恥ちで顔を赤くした教官に𠮟しかられる場面がありつつ、俺たちは紅茶で口の中をさっぱりさせたあと、頃ころ合あいを見て甘味処から出たのである。

「一度は食べたかったモノを両方とも食べられて満足だわ。テアくんはどうだった？」

「ああいう店って男一人では入りにくいですからね。いい体験が出来ましたよ」

「なら良かったわ。さてと、お次はこっちよ」

　再び教官にテーマパーク内を先導され始める。ややあって訪れたのは──

「アクアリウム、ですか？」

　いわゆる水生生物の博覧展らしい。もちろん生きたモノを見せるための施設だそうだ。

「一度でいいから来てみたかったのよね、アクアリウムって。それにここを舞ぶ台たいにデートするのってなんだか学生っぽいって思わない？」

　やっぱり学生っぽさを意識してはいるらしい。

「さてさて、早速入ってみましょうか。何が待ち受けているのかしらね」

　教官に手を引かれ、俺たちは入館料を支し払はらったのちにその中に足を踏ふみ入れた。

　館内は薄うす暗ぐらく、入ってすぐのエントランスからして、いきなりどデカい水すい槽そうが鎮ちん座ざしており、そこでは回遊魚の群れが隊列をなして泳ぎ回っていた。

「海の生き物がメインみたいですね」

「そこが重要なのよ。帝てい都とは帝国の内地にあるから海なんてないじゃない？　──あぁほら見て見て！　あっちの方にペンギンがいるんだって！　見に行ってみましょ！」

　テンション高らかな教官は、本当にもう二六歳とは思えないほど元気だった。

「あら可愛い～。テアくんみたいね」

　やがてペンギンの水槽を訪れた教官は、ペンギンを見ながらそう言った。

「教官、はしゃぐあまり意味不明なことを言っている自覚はありますか？」

「え？　でも実際にテアくんみたいでしょ、あのペンギン」

「……どこがですか？」

「ん～、可愛いところ以外だと……全身が白黒なところ、かな」

　あながち間ま違ちがっちゃいないので何も言い返せなかった。

　それからもアクアリウムの館内を見て回り、目め一いつ杯ぱい楽しんだのちに外に出る。

「あぁすごかった～。まさかラッコまでいるとは思わなかったわ」

「北方から万年氷と一いつ緒しよに運んできたんでしょうね」

「ええ。とにかく色んな生き物が見られて満足まんぞく！　私の欲が満たされていくわ～」

　そう言った教官を見て、俺は思わず苦く笑しようした。

　薄うす々うす気付いていたが、このデートプランは恐おそらく教官が来たかった場所を巡めぐっているだけだろう。俺を楽しませようって気き概がいは間違いなくあるんだろうが、それ以上に教官自身も楽しみたいという真まっ直すぐな思おも惑わくを感じる。恋れん愛あい偏へん差さ値ちってモノがあるのなら、自分本位な時点であまり褒ほめられた数値ではなさそうだ。二六歳独身という称しよう号ごうを得てしまうだけの理由を今まざまざと見せ付けられている気がする。

　でもまあ、俺はそんな教官がらしくて好きだ。しっかりとした雰ふん囲い気きがありつつも、色々と不器用なこの感じがミヤ教官だ。この飾かざるに飾れない性格にこそ、俺は惚ほれている。

「さてとテアくん、お次はテアくんが行きたい場所に行っちゃっていいわよ？」

　教官が不意にそう言った。どうやら俺の意見も尊重してくれるらしい。

　俺はそのお言葉に甘えてテーマパークの案内板を一分ほど眺ながめたのちに、行き先を決める。普ふ段だんはなかなか出向けない場所を選ばせてもらったつもりだ。

「えっ、ここって……」

　その場所を訪れた瞬しゆん間かん、教官が多少動どう揺ようしたかのように顔をこわばらせ始めた。どうしたんだろう？　まさか教官ほどのお人がここを苦手にしているとは思えないし。

　ここ、というのはすなわち──ホラーハウス、って奴だ。

　レンガのボロアパートメントを模して作られたそれは、恐きよう怖ふを求める人々の、そのわがままな感情を満たすための娯ご楽らく施し設せつだ。中で待ち構える様々な演出によって、訪れた者を心底怖こわがらせてくれるともっぱらの評判らしい。

「な、なんでここに……？」

「俺、こういうの好きなんですよね。教官はどうですか？」

「す、好きよ！　大好き！　わ、私もここに来たかったのよねえ！」

「本当ですか？　なら良かったです」

　ちょっと顔色が悪い気もするけど、まあ気のせいだよな。こんなに喜んでいるのだし。

「じゃあ教官、早さつ速そく並びましょう」

「え、ええ……そうね、中に入るのが今から待ち遠しいわ……！」

　俺たちはこうして列に並び始めた。教官がものすごくそわそわしている。そんなにも中に入るのが楽しみなのだろうか。いやはや、ホラーハウスを選んで正解だったな。

「──ん？」

　そのとき、ふと妙みような視線を感じた。誰だれかに見られている？　著名なせいで俺はいつも誰かに見られているが、そういったものとは雰囲気が違うあからさまな絡みつくような観察眼。俺が辺りを見回すと、その視線は急に感じられなくなった。……なんだったんだ？

「テアくん……どうかした？」

「……いえ、なんでもないです」

　危ない気配ではなかったし、とりあえずデートに集中だ。

「それより、どうやら俺たちの番ですよ。教官、行きましょう」

　料金を支払い、レンガのボロアパートメントを模して作られたその中に入場する。

　内部はなかなかに雰囲気があった。外の雑音が不思議と聞こえず、不気味なまでに空気がシーンと張り詰つめている。そんな中、教官が俺の衣服の裾すそを摑つかんでいた。

「え……どうしたんですか教官？」

「な、なんでもないのよ……」

「なんでもないのに服を摑むのはおかしいじゃないですか！　……え？　も、もしかして本当はこういう場所が苦手だったりします？」

　尋たずねると、教官は幾いくらか逡しゆん巡じゆんするように目を泳がせたのちに──こくり。

　──噓うそだろ……！　ここに来てまさかのデートスポットのミスチョイスが発覚……！

　そうか、さっきまでの教官は強がっていただけなのか。どうして見み抜ぬけなかったのか！

「すみませんでした教官！　そうとは知らずこんな場所に連れてきてしまって！」

「い、いいのよ別に……そ、それよりほら、さっさと進んで抜ぬけ出しちゃいましょうよ」

「そ、そうですね。じゃあ俺から離はなれないようにお願いします」

　実は怖いのが苦手だという教官を守るようにして、俺が先頭になって進み始める。

　その直後、横の扉とびらがいきなりバーン！　と開いてお化けに扮ふんしたスタッフが登場し、

「──きゃああああああああああああああああああああああああああ！」

　それに伴ともない、教官の悲鳴が轟とどろいた。こ、鼓こ膜まくが……！

　教官は俺の背中に貼はり付いて、がたがたと震ふるえながら身を隠かくす。

「て、テアくん……は、早く進みましょう……これ以上は心臓が保もたないわ……」

「分かりました！」

　震える教官の手を握にぎって、俺はとにかく進んでいく。さっさと脱だつ出しゆつするぞ！

「は、離れないでね？　絶対に離れちゃイヤだからね？」

　教官はもはや俺にしがみ付いていた。俺の腕うでを必死に抱だいて、がくがくぶるぶる。

　あの教官が余よ裕ゆうを失っているこの姿、なんだかいつもと違って可愛かわいらしい。

　でもそれと同時に可哀かわい想そうでもあるので、早いところ外に出してあげたいところだ。

「うぅ……」

　俺の腕が精神安定剤ざいであるかのように、教官は俺にくっ付き続けている。

　教官のむにむにな部分が腕に当たる。幸せではあるが、ちょっと恥ずかしい。

　そんな中、廃はい墟きよ然としたこの空間を進んでいると案の定、

「──ばあっ！」

　と、お化けに扮したスタッフが先ほどのように時折出現しては驚おどろかせに来る。

　俺はさらりと受け流すものの、そのたびに教官は、

「イヤああああああああああああああああああ！　来ないで気持ち悪いあっち行って！」

　と、葬撃士最強の一角とは思えないほどに、ぱたぱたと腕を振ふってスタッフを追い払はらおうとしていて──か、可愛い……ぱたぱた教官可愛い！

　そんなことを考えながらやがて出口にたどり着いたとき、教官が非常にグロッキーな状態だったのは言うまでもなくて──

「こ、こんなところに誘さそうだなんて……テアくんの意地悪っ。二度と入らないからねっ」

　外に出ながら涙なみだ目めでそう吐はき捨てた教官を見て、俺は自分のミスチョイスを呪のろった。

「す、すみませんでした……まさか教官が怖いモノが苦手だとは思わなくて……」

「まあ……わざとではないんだものね……でも次からは、こういうところはナシね？」

「……重々承知しました」

「じゃあ……──気分転てん換かんに甘いモノでも食べに行きましょうか」

　そう言った教官に手を引かれつつ、俺は幾つかの甘味処を巡ることになった。




　その後も色々な場所を見て回り、気が付けば夕方だった。

　俺たちはデートの締しめくくりとして、テーマパークの端はしにある湖こ畔はんを訪おとずれていた。娯楽施設などからは結構離れているので、人はあまり居なかった。遠くに見える山々は緑一色であり、撫なでるような温風も相まって初夏を感じる。隣となりを歩く教官が、俺の体を足先から順に見上げ始め、やがて俺と目を合わせながらこんなことを言った。

「テアくん、ほんとに大きくなったわね」

「そうですか？」

「うん。以前は私の胸むな元もとに頭があったのよ？　ちっちゃくて、可愛らしくて……でも今では追い抜かれちゃって、カッコよくなって……ふふ、テアくんの成長を感じるわ」

　どこか懐なつかしむように呟つぶやいて、教官は小さく笑っていた。

「ところでテアくん、今日はどうだったかしら？」

　結局一日中制服姿だったミヤ教官。すっかり板に付いて、それが当たり前に思える。

「良かったですよ。鍛たん錬れんも任務も何もない、こんなにも気の抜けた一日って久しぶりですからね。気分転換には最適だったと思います。活力と癒いやし、もらえましたよ」

「そう？」

「はい。なんだか学生時代に出来なかったことが出来たようで、楽しかったです」

「あらほんとに？　それはこのデートで私が意識していたテーマみたいなモノだから、それが伝わってくれたのなら私としても良かったわ」

　風に揺ゆらめくスカートを押さえながら、ミヤ教官は俺の方を向く。穏おだやかな笑えみを浮うかべていた。どこか少し、寂さみしげでもあった。

「本当なら……テアくんとリアルタイムで、こういう学生時代を過ごしたかったわね」

　時間を巻き戻もどせたとしても叶かなわない、それはどう足あ搔がいてもありえないもしもの話。

　俺と教官には九年のズレがある──。俺が初等科就学年ねん齢れいである六歳のとき、教官はすでに一五歳だった。学年が違うとか、そういう次元の話じゃない。産まれた時間が違い過ぎて、本来なら関かかわり合うことさえなかったかもしれない、そんな差だ。

　確かに、教官と同い年であったなら、同じ学生時代を共有出来ていたならば、それはそれは楽しい青春を過ごすことになっていたのかもしれない。──だが待って欲しい。

「教官、それは違うと思います」

「……え？」

「教官と同じ学生時代を過ごせていたら、確かに今日みたいな楽しい日々が連続していたのかもしれません。でも一方で、こんな関係性が築けていたかどうか怪あやしいです」

　俺が同い年の教官に価値を見み出いだすのか。

　教官が同い年の俺に価値を見出すのか。

　そりゃ、ある程度仲良くなれはするのかもしれない。

　けれど、こんなにも密接な関係性になれたのは──俺が教え子で、教官が教官であったからこそ、こうなれたのではないかと思っている。

「だから俺は、教官と同じ学生時代を過ごしたかったとは思いません。俺は今こうして、年上のお姉さんである教官と一いつ緒しよに過ごせている事実に、最高の幸せを感じています」

「テアくん……」

「もしもの話はいらないです。そのもしもの話が今日の楽しさを超こえられるとは、到とう底てい思えませんからね」

「……そう、ね……」

　教官はやがて、顔を綻ほころばせながら言った。

「テアくんの言う通りかもね。私も今日は最高に楽しかったもの。文句なしに人生で一番だったわ。ホラーハウスを除けばだけど」

「……それは本当にすみませんでした」

「別にいいのよ。それ込みで生しよう涯がい一楽しかったんだもの」

「そう言ってもらえると救われますよ。それにしても、このデートって大おお雑ざつ把ぱに言えばいつもの延長でしかないのに、こんなにも楽しかったのは不思議ですよね」

「そうなのよね。いつもの延長でしかないのに幸せな時間だったわ。多分だけど、デートって名目でテアくんと一緒に色んなところを見て回れたのが、嬉うれしかったのかもね」

　教官が近くのベンチに座った。俺も隣に腰こしを下ろすと、教官は囁ささやくように続けた。

「私、人生初デートだったのよ？」

「え？　う、噓は良くないですよ……さすがにそれは……」

「噓じゃないわ。誇ほこれることではないけどね」

　教官は体をずらし、俺との隙すき間まを埋うめた。ゆったり座れるはずのベンチで、俺たちは密着してしまう。教官の頭がこてんと俺の肩かたに載のせられ、俺はどきりとした。

「九つもお姉さんなのに、私には初めてな部分がいっぱいあるの。世間から見た私ってデキる女って感じらしいけど、そんなことは全然なくてね……家事や炊すい事じに恋れん愛あいもダメダメな、女らしさをほっぽり出して戦いに勤しみ続けるだけの、ダメなお姉さんなのよ私は」

「でも俺は……」

　疑いようもない気持ちを、純じゆん粋すいな言葉として伝える。

「そんな、どこかだらしない教官が好きですけどね」

「その……好きっていうのはさ……」

　教官が上うわ目め遣づかいに俺を捉とらえてくる。どこかもじもじと、言葉は続けられた。

「本当なのよね？　憧あこがれとかじゃなくて、異性として……なのよね？」

「当たり前です」

　教官のことは間ま違ちがいなく好きだ。俺の夢を笑わずに受け止めてくれたこの人に、俺は惹ひかれ、その人となりに憧れた。その頃ころは憧れだけだったかもしれない。でも今は絶対に違う。教官を女性として見ていない、と断言することは出来そうにない。だってこの人は魅み力りよく的だ。どうしようもなく、俺にとって最上の存在なのは間違いなかった。

「テアくんは……本当におバカさんよね」

　困ったように笑いながら、教官はそう言った。

「私なんかに惚ほれるだなんて、もったいないわ……テアくんなら、絶対にもっと若くて可愛い人をつかまえられるはずだもの」

「教官より可愛い人なんて、この世に居ませんよ」

「まったく……言ってくれるわね……。でも、そうやっていつもいつも私のことを想おもってくれているテアくんのこと、私も好きなのよね……」

　不意に囁かれたその告白が、

「……え──」

　俺の思考を真っ白に染め上げていく中で、

「──あ……」

　教官が、やってしまったと言わんばかりに顔を赤らめていく。そのまま弾はじかれたように立ち上がると、手をわたわたさせながら慌あわてたように口を開いた。

「ち、違うの！　いや、違うくはないんだけど、あの、えっとね……」

　こんなにも焦あせる教官は初めて見たかもしれない。だから俺はなんだか逆に落ち着いてしまって……。

　今の告白は一体なんだったのだろうか。心にもないことを言っていたようには思えず、それこそ暴発という雰ふん囲い気きがあった。そして暴発とはすなわち、暴走するための弾たまが込こめられているからこそ、起こりうる事態なわけで──

　──教官はまさか、本当に俺のことを好いてくれている……？

　そう考えつつ、俺は改めて教官を見つめた。

「うぅ……」

　照れ臭くさそうにうつむいて、もはや立ち尽つくすオブジェとなっているミヤ教官。

　その様子を見る限り、俺の予想は多分間違っていないのだろう。思い上がりでもなんでもなく、教官は俺のことが……好きで、俺の好意に応こたえようとしてくれていた。

　でもタイミングが違った、ってことなのかもしれない。

　俺がまだ剣けん士しに戻れていない以上、教官は俺を壊こわしてしまったという負い目を引きずり続けるし、俺は俺で教官にそんな負い目を背負わせてしまったことを引きずり続ける。

　教官はきっと、すべてが片付いたら言うつもりだったんじゃないか？

　それなのに今、うっかりと口を滑すべらせてしまい、照れている。

　抜ぬけているな、と思う反面、俺はそんな教官に更さらなる好意を募つのらせてしまった。

　教官は俺と向き合おうとしてくれている。

　負い目を盾たてにして俺を拒きよ絶ぜつするのは、もうやめようとしてくれている。

　ちゃんと俺のことを見て、俺の好意に応えようとしてくれている。

　でもお互たがいにもう一歩ずつ踏ふみ込むのは、俺が元に戻ったあとってことなんだろう。

「教官、分かりましたよ……もう取り繕つくろわなくて大だい丈じよう夫ぶですから」

　俺はベンチから立ち上がり、教官と向き合った。

　教官は依い然ぜんとして恥はずかしそうにうつむいていて、そんな姿が愛いとおしく感じられ──

　無意識のうちに、俺は教官の体をそっと抱だき締めていた。

「て、テアくん……っ？」

「今だけは……こうさせてください」

　拒絶されてもおかしくない突とつ然ぜんの抱ほう擁ようだったと思うが、それは杞き憂ゆうに過ぎず──むしろ教官はゆっくりと、俺の体に腕うでを回して、俺のことを受け入れてくれたのだった。

　娯ご楽らく施し設せつから遠く、あまり人目のない湖畔。ここは今、俺たちだけの舞ぶ台たいであるように思えた。よそ風に吹ふかれながら、教官をより深く抱き締める。こんな行動を取った自分を意外に思う。でもこれは単純に感謝の気持ちだった。逃にげることをやめ、俺と向き合い、次の一歩への準備を整えてくれた教官に対する、これ以上ない感謝がこうさせていた。

「ねえ……」

　そんな中、俺の腕の中でもぞもぞと動きながら、教官が上目遣いに俺を見つめてきて、

「……テアくんがより頑がん張ばれるように、今出来る私の精せい一いつ杯ぱい、受け取って……？」

　そう言って教官が、顎あごを上げながら目を閉じてみせた。

　俺はどきりとした。受け取って、というのは恐おそらく……。

　そう考えながら、教官のつややかな口元に目がいってしまう。いいのだろうか、と迷いつつも、もはやそこから目を逸そらすことは出来そうになくて。

「……教官……」

　俺は教官の唇くちびるに自分のそれを重ね合わせようとして、そして──

「──ちょぉぉぉぉぉっと待ったぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　つんざくような叫さけび声が聞こえてきたのはそのときだった。

　ビクッとして動きが止まった俺たちをよそに、叫び声の主が眼前に走り寄ってきた。

　それはぜえぜえと肩で呼吸中のシャローネで、遅おくれてエルザまでやってきた。

　──こ、こいつら……。

「あ、あんたら何やってんのよ不純よ不純！　変態！　公然わいせつ罪！」

「わたしも混ぜて？」

　焦り顔のシャローネと、変なことを言っているエルザ。

　なんでこいつらがここに居るのかって、そんなのはどう考えても俺と教官を尾び行こうしていたからに違いない。そして今、黙だまっていられず邪じや魔ましに来たってことなんだろう。

　そういえばデート中に妙みような視線を感じたが、アレがこいつらか……。

「どうでもいいが……お前ら仕事は？」

「有休取ったのよ！　セイディさんからあんたとミヤさんがデートするって聞いて！」

「右に同じく」

　せ、セイディさんめ……搔かき乱してくれるじゃないか。

　でもなんというか、正直なところを言えば──助かった、気がする。こいつらの乱入が無かったら、俺は多分、教官としてしまっていた。それは別に悪いことではないのだろうが、理想と違う。今のは教官との雰囲気に流されて……という感じだった。そうじゃなくて、教官の気持ちを理解出来た今、ちゃんと俺主導で進めたい。教官の方が年上で、お姉さんだが、それを言ったら俺も男だ。俺がそのうち、きちんとリードして……。

「なんなのよ、もぅ……」

　そう考える俺をよそに、教官はふてくされていた。

「……お子ちゃまたちは砂場で遊んでなさいよ。なんで乱入してくるのよ……」

「で、でもミヤさんとテアがあのままじゃ……」

「そうそう、二人だけでズルい」

「……あなたたち二人に二六歳まで必ず独身のままでいる呪のろいをかけたからね……？」

「「ひィっ……！」」

　何やらおぞましい怨えん嗟さが渦うずを巻く中で、それは突然──訪おとずれた。

　ばさばさ……ばさばさ……。幾いく枚もの羽を広げて大空を舞まう、悪あく魔まの群れ。人間領の内地に潜せん入にゆうしていたと思おぼしきその輩やからが、渡わたり鳥のように南の方角へと飛んでいく光景が視界を横切ったのである。

　俺だけでなく、ミヤ教官たちもそれに気付いて、この場に緊きん張ちようが走る。しかし悪魔の群れは遥はるか上空を通り過ぎていくだけで、帝てい都とに何か危害を加えようとする魂こん胆たんは見られなかった。そのうち悪魔の群れが見えなくなって、俺たちは空気を弛し緩かんさせる。

「今のは一体……」

　悪魔の群れの大移動。あまり見ないそんな行動の意図が、俺たちには分からなかった。

　俺たちはその後、悪魔が引き返してくるのではないかと警けい戒かいしつつも解散し、それぞれの夜を過ごし始めることになった。
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「んふふ～。ねえセイディ、あなたは一体何をしてくれているのかしら？」

　──デート終わりの夜。

　私はいつものバーにセイディと訪れ、そしていつもと違って自ら、そう、自らお酒を飲んで酔よっ払ぱらっていた。今日は飲まずにはいられなかった。飲まずにはいられなかったの！

「あのねセイディ、もうちょっとで私、テアくんとチューが出来たのよ。分かる？　テアくんと結ばれかけたのよ。分かる？　それなのにあなたがあの二人を差し向けたせいで、テアくんとの時間が台無しになってしまったのよね。んふふ～、万ばん死しに値あたいしちゃうわ」

「あ、謝りますから笑え顔がおで怖こわいことを言わないでください……っ！」

　セイディが申し訳なさそうに頭を下げている。踏ん付けてやろうかしら。

「でも、その……私はですね、シャロちゃんとエルちゃんには良かれと思ってデート情報を教えたわけでして……まさか乱入するとは思わず……」

「あらぁ、予測がガバガバね？　あの二人もテアくん大好きガールなんだから私とのデートを知ったら乱入するに決まってるでしょ？　その程度の危険予測も出来ずによくもこれまで葬そう撃げき士しをやってこられたわね？　内勤の仕事が長くなってカンが鈍にぶったんじゃない？」

「……返す言葉もないです」

「んふふ～、今度私と一いつ緒しよに最前線に行きましょうね？」

「ひィっ……！」

　おののいたセイディがいい肴さかなになるわね。カクテルぐびぐび～。

「ぷはぁ……でもまあ結局、若さだけの娘むすめたちに負けるつもりはないのよね～。一四歳が何よ、一七歳が何よ、って感じかな。こちとら二六歳だし、経済力があって、オトナの色気もある！　それだけならセイディも同じだけど、私には豊満なお胸もあるからね～」

「私に対する毒がさっきから酷ひどくて泣けてきます……」

　いつか許してもらえるのでしょうか？　と疑念を漏もらしつつ、セイディは気を取り直すようにして頭を振ふっていた。

「そ、それよりミヤ、今日は本当に良かったですね！　何はともあれ、話を聞く限り、ついにテアくんとの仲が少し進んだわけですし」

「んふふ～、そうね。それは本当に良かったと思うわ」

　何か決定的な言葉を交かわしたわけではないけれど、きっとテアくんと私との間で同じ感情を共有出来たとは思う。

　まだ恋こい人びと同士ではないけれど、その手前まではいけたような気がする。

　あとはテアくんが元に戻もどってさえくれれば、お互いに後あと腐くされなく付き合える。

　そういう段階に突とつ入にゆうすることが出来たはずだった。

　だからあとは本当に、テアくんが元に戻ってくれることだけを願うのみ。

「ここから先はもう、テアくんを信じて待つだけかな～ってね」

「そして引き続き支えてあげなきゃ駄だ目めですよ？」

「んふふ～、もちろんだわ」

　私との進展が、テアくんの中で新たな原動力になってくれればいいなあ、なんて思いつつ──私は私で、テアくんとの進展を新たな原動力にしてテアくんを支える。当然のことよね。

「きっと明るい未来が待ってますよ。恋の力はすごいんですから」

　恋の力って本当にあるのかしら？　でも私と違ちがって結けつ婚こん済みのセイディがそう言うのであれば信じてもいいのかもしれないし、今はそういうモノにもすがりたいかなって。

　だから、そうね……テアくんにだけでいいから、恋の力が働きますように！
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　翌日──。俺は朝早くから帝てい立りつ中央図書館を訪れていた。気になっていたからだ。昨日見た悪魔の群れの大移動、あれが意味するところを。

　悪魔に関する文ぶん献けんを漁あされば、何かが分かるかもしれない。そんな思いで、俺はまだ朝早い時間帯から帝立中央図書館の棚たなを見て回っていた。

「なんや、テア坊ぼうがこんなところにおるなんて珍めずらしいこともあるもんやな」

　そのときだった。横から聞き覚えのある声をかけられた。そちらを見やると案の定、

「あぁ、やっぱりルミナさんでしたか」

「うん、テア坊おはようさん。こんなところで何してはるん？」

　ベージュに近い淡あわい金きん髪ぱつを今日もボサつかせながら、ルミナさんは白衣の裾すそで丸まる縁ぶち眼鏡のレンズを拭ふいていた。ガサツな印象のこの人が、帝てい国こく五大貴族の一角、ポップルウェル伯はく爵しやく家のご令れい嬢じようなのだから、世の中分からないもんだ。

「俺はちょっと調べ物です。ルミナさんこそ何を？」

「ウチはほら、ちょっと研究に必要な文献を借りに来たんや。そしたらテア坊に会えるやなんてな、うん、今日はなんかツイとるわ。気分いいから解かい剖ぼうしたろか？」

「……気分いいから解剖って、なんかもう思考のプロセスが滅め茶ちや苦く茶ちやで逆に好きですよ」

「イヤやわ～！　そんな急に褒ほめても何も出えへんで？」

「別に褒めてはいませんから」

「真ま面じ目めか！　そこはなんかボケて返さんかい！」

「帝国西部のノリをこっちに持ち込まないでくださいよ」

「しゃーないやんか、ポップルウェルの領地はそっちやねんから」

　ルミナさんはがしがしと頭を搔きながら気を取り直す。

「んで、テア坊は結局なんでこんなところにおるんや？　ここらへんの棚を見とるっちゅうことは、テア坊の調べ物は悪魔関連の何かなんやろ？　ほれ、お姉さんに言うてみい。解決するかもしれんで？」

「じゃあ、お言葉に甘えて……」

　なんだかんだルミナさんはいい人だ。悪魔研究の第一人者であるこの人の知ち恵えを借りられるのはありがたい。というわけで、俺は昨日見た悪魔の群れの大移動をルミナさんに伝えた。するとルミナさんは少し考えるようにうつむいて、やがてゆっくりと言った。

「悪魔はな、儀ぎ式しきを行なう場合に周辺地域から警護要員を呼ぶことがあるんよ」

「……儀式ですか？　儀式って言うと……」

「せや。奴やつらに有利な何らかの現象を引き起こすためのモンや。それを邪魔されんよう、悪魔は警護要員を呼び寄せることがあってな、テア坊が見たのはそれかもしれんで」

「じゃあ悪魔の群れが飛んでいった帝国南部のどこかで、何か儀式が？」

「絶対とは言えへんで？　けどその可能性は大いにある。しかも帝国南部ゆうたら最近、奇数枚種オツドナンバーの目もく撃げき例が増えてるって話やしな。それを贄にえにして何かするかもしれへんわ」

　もしそうなら、これは葬そう撃げき士し協きよう会かいが問題視して然しかるべき事こと柄がらなんじゃ……。

　……知りたかったことを知れたし、ひとまずは教官の家に戻るか。

　俺に何が出来るのかはそれから考えよう。

「ルミナさん、ありがとうございました。俺はもう行きますので」

「実際に帝国南部まで行ってみたりするんか？」

「それはまだ分からないです」

「そっか。ほんなら最後にもうひとつだけ情報やるわ。悪魔の儀式は奇数枚種が贄として使われるんやけどな、その贄が《スーサイド》だったら気を付けなアカンよ」

「《スーサイド》って一枚羽の悪魔ですよね？　それが儀式の贄だった場合、どうして注意が必要なんですか？」

　尋たずねると、ルミナさんは淡たん々たんと応じた。

「蘇よみがえらせるからや、おぞましい存在をな」




「あぁテアくん、おかえりなさい」

　教官の家に戻ると、教官はどこかに出かける準備をしていた。対悪魔武装の準備をしているので、仕事か？　しかし、仕事は午後からだったはずだが。

「私ね、今日の仕事はキャンセルしたの。今からちょっとミナダまで行ってくるわね」

「え？　ミナダって帝国南部じゃないですか。なんのために……？」

「セイディからの依い頼らいなの。ミナダの周辺地域、特にローギニア大平原の辺りに悪魔が集結しているらしくて、南支部の援えん護ごに行ってきてって頼たのまれたのよ。これは中央支部からの正式な委い託たく任務で、何人か連れて行っていいって言われたから、シャローネちゃんとエルザも同行することになっているわ」

「だったら俺も行きます」

「駄目よ」それはいつにも増して力強い言葉だった。「今回は本当に危険で、大きな戦いに発展するかもしれないんだから。そんなところにテアくんを連れて行くのは無理」

「でも待ってください！　今図書館でルミナさんに色々と話を聞くことが出来て、それで分かったんです！　教官たちが行こうとしている南側で、悪あく魔またちが何か良からぬことをやらかそうとしているんだって！」

　悪魔たちに有利な何かを引き起こす《儀式》──そんなモノが企くわだてられているかもしれない以上、何か良くないことが始まろうとしているのは確実だ。

　だったら俺は見過ごせない。

「俺は悪魔を殲せん滅めつするために葬撃士になりました……悪魔を殲滅して、忌いみ子がもっと住みよい世界を作るんです。そのために、俺は黙だまってはいられません──悪魔が人間に危害を加えようとしているなら、俺はそれを阻そ止ししないといけないんですよ！」

「でも……危険だもの」

「危険なところに出向くのが葬撃士じゃないですか！　それに多少の無茶をしてこそ、俺の今の体は整っていくはずです！」

「そんなの、何も根こん拠きよがないじゃない。無茶をしたら危ないだけかもしれないわ」

「だからといって何もしなければ、俺は何も変われません！」

　教官に迫せまってそう告げる。教官は困ったように目を伏ふせた。悩なやんでいる顔だ。俺を連れて行くか行かないか、とても迷っているのだろう。なればこそ、もうひと押しだ。

「今回はシャローネとエルザも一緒なんでしょう？　だったらするなと言っても俺をサポートしてくれるはずです。俺自身も足手まといになるつもりはありません。狙そ撃げき手として後方支し援えんに徹てつすれば、危険過ぎるってことはないと思うんですよ」

「……そう、ね」

　やがて教官はそう言った。折れた、という表現が適切かもしれない。

「分かったわ。一緒に行ってもいい。ただし前線には絶対に出で張ばらないこと。いいわね？」

「了りよう解かいしました」

　こうして俺も準備を整え、シャローネ、エルザと合流したのちに中央駅舎から蒸気機関車に乗り込んだ。行き先は帝国南部のミナダ地方だ。

「なるほど、昨日の悪魔の群れは儀式の警護要員かもしれないわけね……さすがはルミナだわ。悪魔の生態をよく理解しているわね」

　俺と教官は情報の共有を行なう。同じボックス席に座っているシャローネとエルザも、今回ばかりはいがみ合いをせず、茶々を入れたりもせず、真面目に話を聞いていた。

「じゃあこれまでの情報をまとめると、ミナダ地方のローギニア大平原の辺りに、儀式を行なうために悪魔が警護要員と共に集結してるおそれがあるってこと？」

　シャローネが総そう括かつするように疑問を吐はき出したので、俺はその通りだと頷うなずいておく。

「なんでローギニア大平原？」とエルザ。

「なぜって、あの辺りは悪魔の領域と近いからな。悪魔が陣じんを張りやすいんだよ」

　この間のアガリアレプト討とう伐ばつ戦。あれもローギニア大平原で行なわれたモノで、なぜそこが戦域になったかと言えば、結局は悪魔の領域と近いからだろう。ローギニア大平原は昔から悪魔との衝しよう突とつ地帯になりやすく、人が住める地域ではないのだ。

「なんにせよ、気を引き締しめて行くべきだな」

　俺のそんな言葉に、皆みなが頷くのだった。

　目的地にはまだ着かない。

　だから俺は外を眺ながめながら、ふと過去に思いを馳はせる。




　初めてミヤ教官を知ったのはいつのことだったか。

　確か俺がまだ一〇に満たない頃ころだったと思う。

　大人顔負けの実力を誇ほこる新進気き鋭えいの美少女葬撃士がいる──そんな話題がまず先行していた。そして実際の教官は、その話題に負けない実力と可愛かわいらしさを両立していた。

　今も若いが、その頃はもっと若くて、瑞みず々みずしさがすごかった反面、戦せん闘とうスタイルは多少雑だった記き憶おくがある。教官が表に出始めた頃に一度だけ皇族家主しゆ催さいの剣けん術じゆつ大会で手合わせしたことがあるから、雑という記憶は確かなモノだ。

　今は戦闘スタイルが完全に確立され、教官だけのオリジナルとして昇しよう華かされ、新たな流派として立ち上げてもいいのではないかと思えるほどに完成度が極きわまっている。

　外見に関しては正直、昔よりも今の方が好ましい。可愛らしさの中に大人の色気が加わって、美人というか可か憐れんさに磨みがきがかかったと思う。

　そして、俺が教官と初めてまともに会話出来たのは、俺が葬撃士を志して養成所に入学したときのことだった。教官は自分の見聞を広げるために教官職に就ついていて、俺はそんな教官のクラスへと配属されることになった。俺が一一歳、教官が二十歳はたちの時だった。

　教官はこの頃から世話焼きな性格だった。元来そういう気質なんだろう。忌み子という生まれのせいで多少クラスの輪から外れかかっていた俺を無視せず、むしろ教官の方から積極的に絡からんできてくれた。悪魔を殲滅するという夢も笑わずに聞いてくれて、それが嬉うれしかった。最初は少し鬱うつ陶とうしいくらいだったが、そうやって自分から寄ってきてくれる普ふ通つうの女性は初めてで、俺はいつしか教官に憧あこがれと好意を抱いだくようになった。

　自じ慢まんじゃないが、忌み子の俺は努力も合わさってだいぶ強かった。だから逸いつ材ざい扱あつかいで、教官に目をかけられ、指導される時間が訓練生の誰だれよりも長かった。そのせいで周りに疎うとまれることもあったが、教官と長く一いつ緒しよに過ごせる見返りだと思えば苦ではなかった。

　やがて、俺は入学してからの一年ですべての課程を修め、一二歳の時にまず《五ご翼よく》のライセンスを手に入れることになった。それからはフリーの葬撃士として各地を転々としつつ、時折、現場に戻もどった教官と共きよう闘とうしながら、悪魔を狩かることに尽じん力りよくし続けた。一四歳の時には史上最年少で葬撃士の最高位階《七なな翼よく》へと到とう達たつし、それに対して教官が自分のことのように涙なみだぐみながら喜んでくれたことを今もまだ鮮せん明めいに覚えている。

　俺の人生はまだ一七年ぽっちだが、その半分近くの時間に教官が関かかわってくれている。

　強くて、優やさしくて、世話焼きで、ちょっと酒に弱くて困るところもあるが、それすらも魅み力りよくの一つで、慕したうに値あたいする憧れの存在──それが、俺にとってのミヤ教官。

　そしてだからこそ、そんな恩人に罪悪感を背負わせている現状が我が慢まんならない。

　狙そ撃げき銃じゆうでどれだけ悪魔を撃うち貫ぬいても、それは俺の完全復活とはならない。

　ならない以上、教官の心が晴れることはなく、俺も己おのれの現状に不満を抱く。

　狙撃手として優ゆう秀しゆうになっても意味がない。

　剣士として復活しなければ意味がない。

　頭ではそれが分かっていても、体がかつての実力を発揮出来ない。そんなモヤモヤから来る怒いかりの処理は、きっと悪魔を倒たおすことで解消するべきなんだろう。




　やがて蒸気機関車はミナダ地方の都市部に到とう着ちやくした。葬撃士協会の帝てい国こく南支部が存在するこの街で俺たちは降車し、南支部の人員と連れん携けいするために合流。その後は馬を借りて、彼らと一緒にローギニア大平原に向かった。

　警けい戒かいしながらの移動。しかし道中に襲おそわれるようなことはなく、一時間ほどかけてローギニア大平原にたどり着く。悪魔が集結しているのは奥の方らしく、都市側の平原には何も居なかった。俺たちは馬を駆かり、奥を目指していく。

　アガリアレプト討伐戦以来のローギニア大平原は憎にくいほどの快晴だった。俺が教官を庇かばい、弱体化することになったあの日もこんな空だった。

「出来れば、何事もないことを期待したいわね」

　馬で風を切って進む中、教官が並走しながらそう言った。

　確かにまだ、何かあると決まったわけではない。実は儀ぎ式しきなんて行なわれる様子もなくて、昨日の悪魔の群れはただ悪魔の領域に帰る途と中ちゆうだっただけで、ガレッシャーノもすでにどこかで安全に保護されている。そんな可能性もあるのだろう。

　俺だってそうであることを願う。何事もなければそれが一番だ。しかし状じよう況きよう証しよう拠こだけとはいえ、揃そろい過ぎているのだ。何か良からぬことがあるという前兆が。

　そしてそれを裏付けるようにして、残念ながら視界の中に奴やつらが現れてしまった。

「──前方っ、悪魔よ！」

　教官が叫さけんだ。俺たちは馬から飛び降りて、戦闘態勢に移った。

　担かついでいた狙撃銃を構え、俺は銀ぎん弾だんを射出する。それが一体の悪魔の頭部を貫つらぬいた。同じ狙撃手のエルザと、南支部の狙撃手要員たちも早さつ速そく悪魔への銃撃を開始している。

　教官とシャローネは前衛として駆けていた。教官は銃じゆう剣けんを、シャローネは大型の鎚つちを構えて、南支部の前衛要員たちと一緒に悪魔を討伐していく。

　今襲ってきている悪魔たちは偶数枚種イーブンナンバーで、いずれも下級に位置する存在だった。偶数枚種の強さは羽の枚数を見れば分かる。襲しゆう撃げき者たちの羽は一番少なくて二枚、一番多くて一八枚。中級以上はもっと多い。今は下級だらけのボーナスステージ。

　ローギニア大平原は悪魔の領域が近くて人が住んでいい場所ではないが、だからといってこんなに悪魔で溢あふれている土地でもない。つまるところ、これがいわゆる呼ばれた警護要員なのかもしれない。草原をこのまま奥に進んでいけば、儀式がやはりあるのか？

　俺たちは悪魔を倒しながら前に進む。引き返すという選せん択たく肢しはないのだから当然だ。

　前に進むにつれて、悪魔の強さが増していくのが分かった。下級の中に中級が混じり始め、警護の本格化を感じた。やはりこの先に何かはあるのだろう。それが儀式かどうかはまだ分からないが、守らなければならない何かはあるのだ。

　悪魔を射殺し、あるいは切り裂さき、俺たちは前に進むことをやめない。

　俺は撃つごとに銀弾を装そう塡てんし、また別の悪魔を射い殺ころす。

　教官は舞まうように攻こう撃げきし、悪魔の命を奪うばっていた。刃やいばが取り付けられたリボルバー式の銃を片手に持って、近きん距きよ離りから中距離にかけてを攻撃範はん囲いに収めながら戦場を駆け巡めぐる。まるで踊おどるように体を動かしながら敵の攻撃を回かい避ひし、攻撃が止やんだその瞬しゆん間かんに銃撃、斬ざん撃げき、距離に応じた手法で攻撃の連れん鎖さを叩たたき込んで相手の一生を終わらせる。

　常に動き続けるその戦闘スタイルを長時間に亘わたって継けい続ぞく出来る無む尽じん蔵ぞうのスタミナこそが教官最大の強みだと言われている。そして与あたえられたのが、赤せき蜂ほうの二つ名。

　教官は間ま違ちがいなく、今世代の葬撃士界において、最強と称しようされる側の一人に分類される人間だ。強さだけでなく、世話焼きな性格も慕われ、人望も厚い。そんな素す晴ばらしい女じよ傑けつの現役時代をリアルタイムで目撃出来ていることに、俺はいつものことながら感動してしまう。だから俺も負けじと銀弾を装塡し、味方に危害を加えないように気を付けながら、悪魔たちめがけてぶっ放す。

　そうして警護要員たちをあらかた始末し、ローギニア大平原の奥へと進み続けたところで──それが、目の前に現れた。

「これは……」

　教官が足を止め、ぽつりと呟つぶやいた。俺もそれを見ながら足を止める。

　それは魔ま法ほう陣じんと呼ばれるモノだった。悪魔が仲間に致ち命めい傷しようを負わせ、その流れ出る血で描えがいたモノ。巨きよ大だいな、ひとつの円。儀式に使用されるモノ、だろう。円の外がい縁えん部には土下座するようにして何かに祈いのりを捧ささげる悪魔たちがずらりと存在していた。

　そして、その儀式陣の中央には贄にえと思おぼしきふたつの存在──

「お前……何をやって……」

　俺は思わず言った。なぜなら贄の片割れが、ガレッシャーノで──

「はは……」ガレッシャーノは不敵な笑えみを覗のぞかせていた。「何をやってるか？　さて、なんだと思う？　ひとつ言えることがあるとすれば、オレは悪魔に魂たましいを売るんだよ。テア──テメエを殺すためにな」

「何を言ってるの……？」

　理解出来ないモノを見るように、シャローネが呟いた。

　そしてエルザがもうひとつの贄を指差す。

「テア、あれって」

「あぁ……《スーサイド》だな」

　ガレッシャーノと隣となり合う形で存在する、もうひとつの贄。片かた翼よくの悪魔《スーサイド》──それは、ルミナさんがもしそうだったら気を付けろと言っていた奇数枚種の贄だ。気を付けなきゃいけない理由はなんだったか。確か「蘇よみがえらせる」と言っていたな。

「これは……そっか、そういうことなのね……」

　教官がすべてを察したように天を仰あおいだ。どこか呆ぼう然ぜんと、しかし明確に、教官の声は続けられた。

「これは──再誕の儀よ。悪魔の儀式の中でも、特に良くない奴」

「再誕の、儀……？」

「そうよテアくん。聞いたことがあるの。片翼の悪魔《スーサイド》はそれ単体では強さを持たない雑魚ざこでしかない。ところが、依より代しろとなる人間と一緒に儀式の贄として捧げられることで、かつて死した悪魔を覚かく醒せい状態で再誕させることが出来るんだって」

「死んだ悪魔を、覚醒状態で再誕……？」

　そんなことがありえるのか？　だがルミナさんの証言とも一いつ致ちする。

《スーサイド》は蘇らせる。おぞましい存在を。

「──まさか……」

　よぎる、心当たり。教官が恐おそれていたこと──

「……再誕の儀で再誕させられるのは、その儀が展開中の、要するにこの地域で死した悪魔限定で、そしてその中でも一番強い者が優先されるらしいわ」

「つまり……」

　──極星一三将軍ノツクスジエネラルアガリアレプト。

　奴は死ぬ寸前、トドメを刺さそうとした教官にこう言ったという。

『此こ処こで訪おとずれる余の死は、いずれ来たる殲せん滅めつ劇の序章に過ぎぬ。覚えておれ。余は再び立ちはだかろう。そなたら人間を殺すために、必ずや……』

　これは、初めから決まっていたことなのか？　すべては予定通りだった……？

「──さあ絶望しろや。始まんぞ殺さつ戮りくの時間が……ッ！」

「駄だ目めっ！　みんなで儀式を中断させるの！」

　ガレッシャーノが吼ほえるように言って、教官が慌あわてて指示を飛ばした。

　アガリアレプトが覚醒状態で復活したらマズいのは分かる。万ばん全ぜんの俺が居てようやく追い詰つめることが出来た相手だ。今はそうじゃない。なのに覚醒までされたら──

「……っ！」

　俺は照準を定める。儀式を止めると言っても何を邪じや魔ますればいいのか分からないが、もしガレッシャーノが生きた依り代として必要不可欠ならば、ガレッシャーノを殺すことで儀式を止められるかもしれない。そう考えてガレッシャーノを撃とうとしたものの、

「──もうおせェよ」

　莫ばく大だいな、光。儀式陣が急に発光し、周囲のすべてを白い閃せん光こうの中に吞のみ込んだ。

「くっ……！」

　何も見えない。何も出来ない。恐らくは教官たちも何も出来ずに居る中で、俺は前方に良からぬ存在の気配を察知した。

「──嗚あ呼あ……余は、舞い戻れたのだな？」

　感動するように漏もらされた声。

　晴れていく光。

　ややあって視界が元に戻もどったとき、そこには《スーサイド》もガレッシャーノも、祈るように土下座していた魔法陣外縁部の悪魔たちも居なかった。

　代わりに居たのは、一〇〇に近しい量の羽を広げる悪魔だった。

　浅黒い肌はだに黒衣をまとった、一見すれば人間の青年とも思える造形。だけれどしかし、額に生えた二本の角と、背中に揃うおびただしい羽が、人間であることを否定する。

「ほぅ、おるではないか。余を手負いにした小こ僧ぞうと、余を殺した女がな」

　その悪魔──極星一三将軍アガリアレプトは、俺とミヤ教官を捉とらえて嗤わらうのだった。




　贄たる《スーサイド》とガレッシャーノだけでなく、その場に居たすべての悪魔をも取り込んで復活したらしいアガリアレプト。以前は五〇程度だった羽を倍近くに増やして、もはや別次元の強さを有しているのが目に見えて分かった。

「──テアくん逃にげなさい！」

　不意の発声は、俺を逃がそうとする教官の必死な願いだった。

「今のテアくんじゃ殺されるだけだわ！　逃げるのよ！」

「だからって──」

「引き返して、このことを南支部に伝えるの！　出来るわね？」

「──俺はそんなこと……！」

　この場にミヤ教官を残して、シャローネとエルザを残して、俺だけが引き返して危険を逃のがれる？　そんなこと出来るわけがない。そんな腑ふ抜ぬけになった覚えはないのだ。

「──ひ、ひィっ……！」

　そんな中、南支部の人員が一人、恐れをなしたように逃げ始めた。力量差が分かるのだろう。自分では絶対に敵かなわない。だから逃げを選んだ。ところが──

「矮わい小しような者よ、余から逃げられるとは思わぬことだな」

　人差し指を差し出したかと思えば、その指を中心に小さな魔法陣が宙に投とう影えいされた。直後だった。魔法陣から黒い光の束が放出され、逃げようとした南支部の人員が貫かれた。

「がっ……」

　貫かれた場所が悪かった。胸の真ん中にぽっかりと大穴が空いていた。次の瞬間には血を噴ふき出し、ばたんとその場に倒たおれ伏ふす。息絶えたのだと分かった。

「早く……──早く引き返しなさいテアくん！　このことを南支部に報告するの！」

　事切れた仲間を尻しり目めに、ミヤ教官がアガリアレプトに斬きりかかっていく。自分が注意を引き付けることで、俺をこの場から離はなれさせる時間を稼かせごうとしているのだろう。

　シャローネとエルザも、その意図を読み取ったのか攻撃に参加し始める。

　だが、俺は動けない。足が竦すくんでいるわけじゃない。単純にこの場から離れたくないのだ。離れていいわけがないだろう。こんな死地に教官たちを置いてなんていけない。

「おい！　アンタが行かねえなら俺が行くぞ！　行くからな！」

　南支部の別の人員がそう言って駆かけ出していった。ズルいぞ、とばかりに他の人員たちもそいつに付いていった。逃げ出したかったのだろう。情けない奴やつらだと思う反面、生にしがみつくその姿を罵ののしれはしなかった。

　この場にはもはや、俺たち四人のみか。今逃げ出した彼らの要よう請せいを受けた援えん軍ぐんは、いつ到とう着ちやくすることになるのだろうか。そもそも俺たちはそれまで保もつのだろうか。

「テアくん、どうして……っ！」

　アガリアレプトを攻撃し続けるミヤ教官。そしてアガリアレプトは、シャローネとエルザも含ふくめた三者からの攻撃を優ゆう雅がに躱かわし続けていた。

「どうしてっ、逃げなかったのよ！」

「逃げられるわけがないでしょう！」

　俺は狙そ撃げき銃じゆうを構えた。アガリアレプトめがけて発射した。避よけられても、すぐに二撃目を発射する。それが避けられても、しつこく同じ行こう為いを続けた。

「俺は悪魔を殲滅するのが夢なんです！　そんな夢を持ってる奴が、悪魔を目の前にして逃げていいわけがない！」

「それで死んだら意味がないわ！」

「俺からすれば、ただ生きるために逃げる方にこそ意味がない！」

　弾たまはまったく当たらない。教官たちの攻こう撃げきも当たっていない。アガリアレプトは反撃すらせず遊んでいるかのようで。俺はそれでも狙撃をやめない。

「悪魔を殲滅しなきゃいけないんだ！　逃げてられるかよ！　それに俺は元の強さを取り戻して、あなたの中から負い目を消さなきゃいけないんだよッ！」

　目の前のこいつが現場指揮官であるミヤ教官を狙ねらったのが事の始まりだった。俺は教官を庇かばってその魔法攻撃を代わりに食らい、弱体化した。庇ったこと自体は今でも正しいと思っている。だがそのせいで教官に負い目を背負わせてしまったのは後こう悔かいしている。

　なんの因果か知らないが、アガリアレプトが再び戻ってきたっていうなら、俺はこの戦いを投げ捨てられない。確証はないが、根こん拠きよもないが、この戦いを続けた先にこそ、新たな光があるような気がして──

「──もはや良かろう？」

　飽あき飽きとしたかのような言葉だった。それがあった直後、アガリアレプトの体から膨ぼう大だいな圧力が放出され、俺たちの攻撃がすべて撥はね返され、俺たち自体も弾はじき飛ばされた。

　舞まい散った落ち葉のように宙を舞って、地面を転がり、俺はようやく止まった。痛みをこらえて周囲を見回したとき、シャローネとエルザが倒れ伏したまま、動かなくなっていることに気付いた。二人とも胸を上下しての呼吸が確かく認にん出来るので生きてはいるのだろうが、打ちどころが悪くて意識が逝いったか……。

「こんな……ところで……」

　俺から少し離れた場所で、教官が懸けん命めいに起き上がろうとしていた。

　そんな教官へと、アガリアレプトが近付いていく。

「なぜ抗あらがう？　すでに勝ち目はないと知れ」

　どこまでも尊大な、自分を上位の存在と思ってやまないその言葉。

「これから人間領は再誕した余によって占せん領りようされる予定だ。すべては無理でも、一国ほど占領すればあの方も喜んでくださることだろう」

　猟りよう奇き的な笑えみが、教官に向けられていた。

「だがその前に、余は成し遂とげなければならない──余をいたぶり、そして殺してくれた人間風ふ情ぜいへの復ふく讐しゆうを。それを思えば、そのように抗ってくれるのはありがたいことではある。なんせ、すぐに死なれてしまってはつまらんので──なッ！」

　アガリアレプトがミヤ教官を蹴けり飛ばす。起き上がりかけていた教官は再び地面を転がって、げほげほと激しく咳せき込む。

　そして俺はどうにも、体が今までよりも壊こわれていた。弾き飛ばされた衝しよう撃げきで今まで以上に上手うまく動かなくなった体を必死に這はわせて、アガリアレプトに迫せまる。

「やめろ……」

「なんだ小僧？　余を追い詰めた前回とはまるで違ちがうな？　まあ良い。圧あつ倒とう的だった存在を虫けらのように潰つぶせるのは最高に気分が良いのだからな。だが貴様はあとだ。まずは余を殺してくれたそこの女から殺す。余は美味おいしいモノから先にいただくタイプだ。これは貴様への情けでもある。赤い目を持つ同どう胞ほうよ、せめて死に順を遅おくらせてやろう」

　アガリアレプトの足先が教官に向けられる。教官は確実に弱っている。ぐったりと倒れていて、まだ咳き込んでいた。

「やめろよ……」

　アガリアレプトが教官の真正面に立った。

「やめろって……」

　人差し指が突つき出され、南支部の人員を射殺したあの魔ま法ほう陣じんが展開されていく。

「やめてくれよ……」

　俺の声など無視して、アガリアレプトは教官を殺そうとしていた。

　だから俺は居ても立っても居られなかった。

　最後の力を振ふり絞しぼらんばかりに立ち上がり、駆けた。

　もはやこんな体どうにでもなれ。

　ボロボロに砕くだけ散ってもいい。

　存在自体が消えてもいい。

　たとえこの体が消しよう滅めつするんだとしても、俺はそれでもミヤ教官を──

「死ぬが良い」

　あの黒い光の束が再び照射された。それは教官へと一直線だった。直後には教官に当たるはずだった。しかしそうはならなかった。俺が割り込んで捻ねじ曲げたからだ。

「──がふっ……！」

　それは俺の腹部を通過していった。内臓が根こそぎ消し飛んだのを感じ取った。腹部の辺りがやけに軽い。風が通り抜ぬける。血が溢あふれ出る。立っているだけの気力を失い、俺はその場に倒れ込んだ。

「余の情けを棒に振ったか。哀あわれな同胞よな」

　そう吐はき捨てたアガリアレプトをよそに、ミヤ教官が這って俺のそばに寄ってきた。教官は泣いていた。ボロボロなのに、痛みではなく、悲しそうに。

「何を……やってるのよ……」

　俺の頰ほおを撫なで、涙なみだをこぼす。その顔すら美しい。

「馬ば鹿か……どうしてまた、そうやって……」

　その涙を見て、俺は後悔した。

　あぁ……俺はまた、教官を庇ってしまったのか。また教官に負い目を植え付けてしまうのか。負い目を取り除くために色々とあらがってきたのに、馬鹿だよな。でも守るためなんだからこれは仕方がないことのはずで……。

「…………」

　仕方が、ない……？　本当にそうか？　本当にこれでいいのか？

　俺がこうして庇っても、それはただ単に一時しのぎに過ぎない。

　それなのに俺だけが先に楽になってしまって本当にいいのか？

「守られて、しかし危機は脱だつせない。哀れよな。次こそは貴様の番であるぞ、女」

　消えかかる意識が、アガリアレプトの声を捉える。教官を狙う声。その声があった直後に土ど囊のうを蹴るような音が響ひびいて、それに伴ともなう教官の呻うめき。

　掠かすれた視界の中で、教官が蹴られている。腹部を。簡単には死なせまいと。出来る限りいたぶって殺してやるのだと。

　奴が足を蹴り上げるたびに、教官の苦しげな声が響く。

　やめろと、俺はもはやそんな言葉すら満足に言えなくて。

　その間にも、教官は蹴られ、嬲なぶられる。弱々しい呼吸音と呻きだけが、俺の耳に届く。

　教官にダメージが蓄ちく積せきしていく。このままじゃ教官が死んでしまう。

　ぐったりと、教官はもはや打ち捨てられた人形のようでさえあった。

　そして俺自身も死にかけている。むしろ教官よりも死に近いだろう。

　それなのに、恐きよう怖ふはなかった。あるのは怒いかりだった。

　迫る死の感覚が、俺を闇やみの淵ふちへと引きずり込んでいくそんな中で、俺の心の奥深くからふつふつと湧わき上がるのは紅ぐ蓮れんの色しき彩さい。

　──憤ふん激げきの感情。

「俺の……前で……」

　許されない。禁きん忌き。教官への攻撃。暴ぼう虐ぎやく。

　その人は俺の、大切な人で。忌いみ子の俺に、希望をくれた人で。

　希望をくれたその存在に、今度は俺が希望を見せたくて。

　足あ搔がいて、もがいて、ここまでやってきて。

　それなのに、ここで終わり？

「……違う」

　怒りと共に巻き起こる熱。体内が灼やけるように熱い。死が迫り、冷えていく一方であるはずなのに。沸ふつ騰とうしているかの如ごとく血が熱く滾たぎり、俺の中にひとつの可能性をもたらす。

「俺はまだ……」

　教官に何も──

「……返せてないんだよ……」

　だから、薄うすれゆく意識に抗う。

　俺はまだ死ねない。死ぬわけにはいかない。教官を守らなきゃいけない。守らなければならない。ここで死んだら悔くいが残る。教官を死なせてたまるかよ。

　教官に悲しみを背負わせたくはないんだよ。

　教官には笑っていて欲しいんだ。

「俺は……」

　この身はただの人間じゃない。悪魔の血を引く忌み嫌きらわれた体。俺自身さえ嫌っている忌み子と呼ばれる存在。普ふ通つうの人間とは違う。何もかもが異なっている。

　異質な亜あ人じん種しゆ。人類の枠わくから外れた生命。埒らち外がいの異い形ぎよう。

　だからこそ──

「あああ……」

　力なく呻きつつも、その両手には力を込こめて、起き上がろうとする。

　休んでいる場合じゃない。起き上がらなきゃならない。

　守る。守れ。守るんだよ。

　こんなところで教官を死なせていいわけがないんだからな……ッ！

「──うらああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　その瞬しゆん間かん、目が紅蓮の燐りん光こうを発し、俺の中で何かが活性化していくのが分かった。

「──何事だ……？」

　抑よく制せいされていた欲望が膨ふくれ上がるかのように。

「──貴様……！」

　足首に巻かれていた重りが外されたかのように。

「──血の活性だと……ッ！」

　気が付くと、俺は全快していた。それまでの壊れた体が噓うそであるかのように、弱体化の原因すら治った状態で、俺は立ち上がっていた。かつての、いや──それ以上の力が溢れかえってくる。

「テア……くん……？」

　弱り切った教官が呆ぼう然ぜんと見守る中で、アガリアレプトは忌いま々いましげに俺を見み据すえていた。

「貴様……なんだその回復力は……？」

「知らない」

「──誰だれの血を継ついでいるッ!?」

「知らない」

「心の昂たかぶりを起因とする血の活性は、高位の悪魔のみが発現可能なモノ──まして圧倒的なまでの治ち癒ゆ能力など滅めつ多たにお目にかかれるものではないッ！　貴様はなんだッ！　誰の血を継いでいるッ!?　余以上に高位の誰か？　一体誰が……いや、誰でもいいッ！」

　アガリアレプトは再び人差し指から魔法陣を展開する。

「──死ぬがよいッ！　死んでしまえば貴様の出自などどうでもいいッ！」

　黒い光の束が放たれる。先ほどまでは避よけようがない速度に見えていたが、今は止まって見えた。道みち端ばたのゴミを回かい避ひするように躱かわし、アガリアレプトの間近に接近する。

「貴様、いつの間に……ッ！」

　俺は歩いて迫っただけだが、アガリアレプトからすると高速での接近に見えたらしい。

　まあそうだろうな。俺はもはや先ほどまでの俺とはまったく違う。

「悪魔っていうのは、羽の枚数が多ければ多いほど強い。なぜなら悪魔の羽は自身の力が目に見える形で具現化したモノだからだ。ゆえに羽の枚数を見れば強さが分かる。これは人類からしても、お前たち悪魔側からしても、常識であるはずだ」

「それがどうしたッ！」

「見せてやるよ、俺の羽をな。その方が格の違いが分かりやすいだろう？」

「なんだとッ……！」

　俺は背中に力を込めた。血の活性とやらの影えい響きようなのか、今なら顕けん現げんさせられる。そういう感覚が俺の中に芽生えていた。

「──はぁッ！」

　背中が膨れ、皮ひ膚ふが破けるようにして、俺の背部で漆しつ黒こくの羽が舞まい広がった。正確な枚数は知らないが、アガリアレプトよりも多いのは確実で──

「──なッ……」

　その瞬間、奴やつの表情が一変した。それは恐おそれをなすようでさえあった。

「そんなはずが……」

　驚きよう愕がくの表情。ただならぬ怯おびえ。

「な、なんだその羽は……」

　驚愕は愕がく然ぜんに変わり、怯えは震ふるえに変わっていく。

「噓だ……そんなこと、あってはならぬ。三三三対ついの羽……計六六六枚の羽など、それはまるで……我らの王──」

「黙だまれよ」

　俺はアガリアレプトにまた迫り、首を絞しめながら持ち上げた。奴はこの接近にすら気付けなかった。もうそれほどの差が、俺たちの間には出来てしまっている。

「人語を発するな。下等な生き物のくせに」

「ぐぐが、ががぐぐぐ……ッ！」

「あぁもう何を言っているのか分からないな。だがそれでいい」

「き……きさ、まぁ……」

「あぁそれと、さっきの言葉、そのままお返ししてやるよ。──圧あつ倒とう的だった存在を虫けらのように潰つぶせるのは最高に気分がいい」

「──この……っ！　あまり……──舐なめるでないぞ……ッ！」

　力を振り絞り、アガリアレプトが俺の首絞めから脱した。手刀を繰くり出してくる。それは普通の人間が食らえば胴どう体たいが切断される威い力りよくだったが、俺は素す手でで簡単に受け止める。

「これがフルパワーか？」

「そんなはずがなかろうッ！　いいだろう見せてやる……──後こう悔かいさせてくれようッ！」

　アガリアレプトが舞い上がった。太陽を背に羽を大きく広げると、自らの周囲に幾いくつもの魔ま法ほう陣じんを出現させた。いや、幾つも、なんてレベルではない。何百にも及およぶ魔法陣が、空中を埋うめ尽つくさんばかりに展開されていた。

「──今いま更さら泣き喚わめいても遅おそいぞ？　塵ちりとなりて消滅するが良いわッ！」

　次の瞬間──すべての魔法陣が淡あわい燐光を放ち、直後に黒い光の束が幾いく重えにも交差しながら俺の全身に降り注いだ。

　大地を揺ゆらさんばかりの爆ばく音おん。

　一瞬遅おくれて爆風。

　とてつもない衝しよう撃げき波はが、俺の全身を叩たたいて教官をも巻き込もうとする。

　しかし──

「ふははははははははははッ！　堪たん能のうしたか人間！　この攻こう撃げきを受けて無事に生き残れた者はおら──」

　アガリアレプトの言葉が急に途と切ぎれて、直後に、

「──なんだとッ……!?」

　驚愕の声。

　爆風が晴れゆく中、驚おどろいたように目を見開くアガリアレプトの姿が、俺の視界にはハッキリと映り込んでいる。

「な、なぜだ……ッ！」

　そして奴の視界に映ったのは恐らく、羽を展開して教官すら守っている無傷な俺の姿だろう。だから、そんなにも絶望的な表情を浮うかべているに違ちがいない。奴にとって最高の攻撃を無傷で防がれたという事実に、信じられない思いを抱いだいているのだろう。

「なぜッ……あれを受けて無傷で居られる……ッ!?」

「お前が俺より弱いからだ」

「──ふざけるなッ……！」

　吐はき捨てながらの、滑かつ空くう。近接攻撃。急接近してきたアガリアレプトが、緩かん慢まんという言葉とは縁えん遠どおい速さで拳こぶしを振ふるってきた。

　俺は半身を引いて回避しつつ、その腕うでを摑つかむ。そして空中に放ほうり投げた。

「この……ッ！」

　アガリアレプトが体勢を立て直そうとするが、その前に俺は地面を蹴けって飛び立ち、のろしのような砂すな煙けむりを引き連れながら、奴の腹部を勢い良く殴なぐり飛ばした。

「ぐぶっ……ぉ……！」

　間かん髪はついれずに横腹を蹴り上げ、アガリアレプトを更さらに宙高く打ち上げる。

　羽の機動力を活いかしてそれを追撃し、すっかり弱りきったアガリアレプトの首元を今一度片手で絞め上げる。

　遮さえぎるモノがない大空の中に、俺と奴だけが向き合うように存在していた。

「覚かく醒せいせしめた極星一三将軍ともあろう者が、まさかこの程度か？」

「貴様なんぞが……なぜその血を継いでいる……ッ！」

　その血。

　誰の血。

　王の血だろう。

　俺自身、それはこの場で初めて知った情報で。

　かの血をどうして継いでいるかって──

「そんなのは……」

　誰も教えてくれないその答えを──

「……俺が一番聞きたいんだよ」

　だから、

「俺の道を阻はばむな。俺は悪魔を殲せん滅めつして、その末に自分を知ってやる」

　持ち上げられ、苦しげにもがくその姿を見ながら、俺は奴を絞め上げる片手に力を込めていく。

「最さい期ごに何か言い残したことはあるか？　まあ……あっても言わずに死んどけ」

　悪魔に慈じ悲ひは与あたえない。

　悪魔なんてモノが居るから忌いみ子が産まれる。

　悪魔なんてモノが居るから忌み子が虐しいたげられる。

　これ以上不幸な子を増やすな。増やした責任を取りもしないくせに──！

「お前らなんか──悪魔なんか……」

　この忌々しい血なんか──

「──この世にいらないんだよ……ッ！」

　絞める手を離はなし、アガリアレプトを一いつ旦たん自由に。つかの間の安あん寧ねい。奴の表情が苦しげなモノから緩かん和わされたその瞬間、俺は魔法陣を展開する。

　人間に魔法は使えない。

　でも俺は人間じゃない。

　少なくとも今は──悪魔と同等でしかない。

　ならばそれを利用して何が悪い？

「──死に晒さらせッ！」

　展開した魔法陣から莫ばく大だいな一直線の光条を解き放つ。それがアガリアレプトの体を貫つらぬいて、なおも大気の彼方かなたまで伸のび続けていく。

「あぁ……がが……余を滅ほろぼしても、悪魔は滅びぬ……永久にな」

「吐ぬかせッ！」

　魔法の出力を上げて、アガリアレプトにトドメを与える。光条を中心に幾つもの波は紋もんが広がり、それが奴の体を一息に──消し飛ばした。

　塵一つ残らない、完全な勝利。
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　あっけないとも言える戦いの終しゆう焉えんと同時、とてつもない疲ひ労ろう感が俺を襲おそった。恐らくは悪魔化による弊へい害がい。自分が忌み嫌きらう存在へと堕おちた俺。だとしても俺は、悪魔を殲滅するためなら幾らでも堕ちてやる。どれだけ堕ちてでも、俺は悪魔を……。

「────」

　その瞬しゆん間かん、脳のう裏りに黒いモヤがかかり、俺の思考を吞のみ込もうとする。

「くっ……がぁ……うあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　自我が失われていく。正しさが欠落していく。あらがえない。歯向かえない。

　悪魔化。堕ちた代だい償しよう。

　圧倒的な力を、ノーリスクで使えるわけがなかったということだろう。

「あぁ……」

　自由が利きかない。自分の体なのに、他人が操あやつっているかのように勝手に動く。

　悪魔化を維い持じしたままの体が地上に降りて、儀ぎ式しきの魔法陣、その中央を捉とらえる。

　そこには、ガレッシャーノの体が放ほうり出されるようにして倒たおれていた。恐らくはアガリアレプトが消しよう滅めつしたことで、そのメインの依より代しろだったガレッシャーノは無傷のまま解放されたのだろう。

　そんなガレッシャーノめがけて、俺の体が勝手に進んでいく。

　──殺す。

　そんな意志が明確に俺の中にあった。そうだ殺すんだよ。こいつのせいで教官が殺されかけた。死にかけた。だから殺す。教官を危険な目に遭あわせた代償を払はらえよ。なあガレッシャーノ、俺の邪じや魔まばかりしやがって。お前さえ居なければ教官は危険な目に遭わずに済んだんだぞッ！

　──俺は吞まれていた。危険な思考に包まれていた。

　だからガレッシャーノを殺そうとするその動きにあらがおうだなんて微み塵じんも思わず、むしろ率そつ先せんしてトドメを刺さそうと魔法陣を展開して──

「やめ……なさい」

　──そのときだった。

「駄だ目めよ……同じ人間を殺すのだけは、絶対に駄目……」

　教官──だった。

　ボロボロの体を引きずるようにして立ち上がり、俺に歩み寄ってきた教官が、俺の体を後ろから抱だきとめてくれていた。

「テアくんは……そんな子じゃないでしょ……？」

「お、れは……」

　光と闇やみが脳裏でぶつかり合う。教官の熱を感じる。背後からの抱ほう擁ようが、光に力を与えてくれる。そうだ……俺は、たとえ堕ちたとしても、手を出すのは悪魔にだけ。そうしなければならない。そうしなければ、これまでの生き様をふいにしてしまうだけだから！

「──俺は……っ、悪魔だけを、殺すんだ……！」

　自我を取り戻もどし、体に自由が戻った。展開中の魔法陣を閉じて、俺はガレッシャーノへの殺意を放ほう棄きした。その直後、活性化の勢いが体から抜ぬけていくのが分かった。おびただしい量の羽も抜け落ちて、それをもう一度顕けん現げんさせるのは不可能に違いなかった。

　悪魔化の解除。抜け落ちた羽。

　──六六六枚の、それ。アガリアレプトは王の血を示し唆さしていた。

　つまり、俺はよもや……。

　いや、なんでもいい。今はとにかく……アガリアレプトと、己おのが闇への勝利を喜ぼう。

「テアくん……よくやったわね……よく、打ち勝てたわね……」

　俺の背中を抱き締しめたまま、教官が労いたわるようにそう言ってくれた。

　だけど、今一番労られるべきはあなたの方だろう。

「教官、今はまず休んでください」

　俺は草原の地面に教官を横たえた。応急手当てを行なう。そうしているうちに、教官は眠ねむりについていた。

　そんな折、

「う……」

　と呻うめきながら、ガレッシャーノが目を覚まして、俺は努めて冷静に言葉をかけようとしたが、やはり隠かくしきれない怒いかりが滲にじみ出てしまう。

「お目覚めか……売ばい魂こん奴ど」

「テア……」

　掠かすれた声で呟つぶやき、上体を気け怠だるげに起こすガレッシャーノ。

　俺は教官から離れ、そんなガレッシャーノの襟えり首くびを摑み上げた。

「お前……自分が何をしたのか分かっているのか？」

「オレは……」

「──お前のせいで教官が傷付いた！　なんでこんな真ま似ねをしたっ？　答えろガレッシャーノ！　どうしてお前がアガリアレプトの依り代になったんだ！　どの悪魔に手引きをされたんだ！　どの悪魔に魂たましいを売ったんだよッ!?」

「……人だ」

「は……？」

「オレぁ……人に手引きされたんだよ……お前には依り代としての素質がある、って言われてな……」

「お前は何を言って──」

　──いや、思えば風の噂うわさに聞いたことがある……悪魔に与くみする人間たちが存在し、その人間たちが依り代に選んだ人間を悪魔に変えて、人里を襲わせようとしているのだと。

　そんなもの、都市伝説のたぐいだと思っていたが、まさか違ちがうのか……？

　先日ガレッシャーノが路地裏に消えて、その場で黒いローブの人ひと影かげを見たが──

　もしもあのとき、まさに俺が見落とした陰かげで手引きが行なわれていたのだとすれば、

（……あの場をもう少し、精査しておくべきだったか……）

　そんな後こう悔かいに駆かられる俺をよそに、ガレッシャーノは弱々しく吐き捨てる。

「利用されて、失敗して、オレはどうしようもねえな……。でもな、オレはただ……テメエに勝ちたかったんだよ……。在学中、ずっと二位で……卒業してからも先を行かれっぱなしで……出し抜くチャンスなんて来やしねえ……。この間の、テメエんとこの孤こ児じ院いんでのタイマンでも恥はじを搔かかされた……そんなとき、そいつらに言われたんだよ。こうすりゃあ、お前の望みはきっと叶かなう、ってよ……結局、叶わなかったけどな……」

「あぁそうか……ざまあみろ、とだけ言っておく」

　俺は投げ捨てるようにしてガレッシャーノの襟首から手を離した。

「いずれにせよ、お前はこのあと十中八九協会の独どく房ぼうにぶち込まれることになる。その後にどんな処分を与えられるかは知らないが、一時的にでも悪魔側に加担したお前の罪は重い。死罪はないにせよ、それなりの懲ちよう役えきが科せられるのは覚かく悟ごしておけ」

　ガレッシャーノはうなだれていた。増長する気力はすでになく、自分がやらかしたことの認にん識しきもしていて、このまま大人しく捕つかまるつもりなのだろう。

　生まれ変わって戻ってこいよ、などと殊しゆ勝しような言葉をかけてやるつもりはない。俺はこいつが嫌いだ。むしろ二度と目の前に現れないことを望むが、それでもこいつが死ぬほど反省して罪を償つぐない、まっとうな心で葬撃士の職に戻ってくるというのなら、俺は歓かん迎げいなんてしないが拒きよ絶ぜつもしないだろう。それだけは確かだった。

　そのうち、逃にげ出した南支部の人員が増ぞう援えんを連れて戻ってきて、この場の問題がすでに片付いていたことに驚おどろきを示す場面などがありつつも──

　何はともあれ、アガリアレプトの再誕という下手をすれば人類が大きな被ひ害がいをこうむったかもしれない問題は無事に解決されたのだった。新たな謎なぞも出来てしまったが、まあこの件に関して言えばこれで良かったのではないかと思う。








終章　継けい続ぞくされる関係









「テア・フォードアウト、此こ度たびはまたしても見事であった」

　数日後の昼下がり、俺は皇族家の居城に呼ばれていた。再誕の乱、と名付けられた今回の騒そう動どうを終わらせた立役者として、再び表ひよう彰しようされることになったからだ。

　夜会の場で表彰式が開かい催さいされた前回と違って、場所はホールではなくて、皇こう帝てい陛下が鎮ちん座ざする謁えつ見けんの間だった。最さい奥おうの豪ごう奢しやな椅い子すに座るエラバス陛下をよそに、俺は謁見の間の入り口より続く赤絨じゆう毯たんの上に跪ひざまずいている。

「だが、かつての力はまだ取り戻せてはおらぬようだな？」

「はい……再誕したアガリアレプトを倒せたのは結局、ミヤ教官との共きよう闘とうが大きかったですから。俺の力だけでは倒せていたかどうか怪あやしいです」

　陛下に対して、俺は真実とは違うことを告げた。表向きはそういうことになっているのだ。真実としては、悪あく魔ま化した俺がアガリアレプトを倒したわけだが、どういう扱あつかいになるか分からないから悪魔化のことは黙だまっていた方がいい、と教官が助言してくれたので、悪魔化に関しては俺と教官だけの秘密とし、真実を少しねじ曲げて報告したのである。

　そして俺は結局のところ、羽が抜けて以降は全快とは言えない状態が続いている。あの戦せん闘とう中に全快までこぎ着けたはずなのだが、それがなかったことになったかのように、相変わらず弱体化は維持されていた。原因は不明だが、悪魔化が無関係とは思えなかった。

　そう考えていると、陛下が俺を気き遣づかうように目を伏ふせ、

「しかしそれでも、サミュエルくんとの共闘の末、トドメを刺したのは君なのだろう？　ならば胸を張るがいい。君にはこれを受け取る権利がある」

　エラバス陛下はそうおっしゃられたのち、豪奢な椅子から立ち上がって俺に近付いてきた。側そば付きの男から盆ぼんに載のった勲くん章しようを差し出され、陛下がまずそれを手に取る。

「では勲章を授さずけよう。テア・フォードアウト、立ち上がるといい」

「はっ」

　俺は跪くのをやめて、皇帝陛下と向き合った。それから陛下が持っている勲章のリボンをなんとなく眺ながめて──驚いた。

「陛下、それはもしや……」

「左様。貴公には今回、蒼そう天てん樹じゆ褒ほう章しようを授ける」

　蒼天樹褒章──それは、エステルド帝国最高の栄えい誉よと称しようされる最上級の勲章だった。

「……よろしいのですか？」

「当然だ。貴公は此こ度たび、これを受け取るにふさわしい活かつ躍やくをしたのだ。過去の実績も踏ふまえてではあるがな」

「左様にございますか……」

　なんとも畏おそれ多いが、これを拒絶しようものならそれは最大級の無礼にあたる。

　俺は大人しく佇たたずみ、エラバス陛下から蒼天樹褒章のリボンを胸むな元もとに着けていただいた。

「これで良かろう。──さて、貴公には希望を捨てることなく、今後も復活目指して精しよう進じんしてもらいたい。そしていずれ必ずや、悪魔を殲せん滅めつしてみせるのだぞ？」

「イエス、ユアマジェスティ」

　こうして、謁見の間での表彰は終わったのである。




　その後、城から出たところで新聞社の人間に取り囲まれ、色々と取材を受けることになってしまった。彼らから解放されたときにはすっかり日が暮れていて、俺は少し疲ひ弊へいした状態でミヤ教官の家に向かった。

　俺は今現在も教官の家で暮らしている。力を取り戻せていない以上、教官が俺を手放そうとしてくれるわけがなかった、という話だ。俺自身、居い心ごこ地ちが悪いとは思っていないので、お言葉に甘え続けていた。

「あ、テアくんおかえりなさい」

　教官の家に到とう着ちやくすると、私服姿の教官が出で迎むかえてくれた。先日の怪け我がを考こう慮りよしてここ数日は仕事をしておらず、教官は家で療りよう養よう中だった。とはいえ、元気ではある。

「なんだかテアくん、帰ってくるのがちょっと遅おそかったわね？」

「実は……取しゆ材ざい陣じんに取り囲まれまして」

「あらら、大変だったわね」

　同情するように言ったのち、教官は俺のフォーマルウェアの胸元を凝ぎよう視しする。

「というかテアくん……──それってまさか、蒼天樹褒章っ!?」

「ええ、過去の実績も踏まえて、今日は陛下がこれを授けてくださいまして」

「わぁっ、テアくんすごいわね！　その若さで蒼天樹褒章が授じゆ与よされるのは快挙よ！」

　教官が自分のことのように喜んでくれていた。こういうところが本当に好きだ。

「おめでとうテアくん！　ささ、家の中に入っちゃって」

　そう言った教官と一いつ緒しよに居間へ向かう。

　すると、居間が少し飾かざり付けられていて、テーブルの上にはご馳ち走そうが用意されていた。

「あれ、どうしたんですかこれ？」

「ふふん。実はね、テアくんが表彰されるってことで、それを祝して少し飾ってみたの。アガリアレプト再討とう伐ばつ記念でもあるわ。欲を言っちゃえば、テアくんが元に戻った記念、にもなってくれればそれが一番良かったのだけどね」

　少ししんみりとした言葉だった。一度は全快した俺を目にしているからこそ、教官としてはどこかやるせなくもあるのかもしれない。教官から見れば俺なんて赤の他人でしかないのに、もしかしたら俺以上に俺の体をいたわってくれている。

　その気持ちをありがたく思いながら、俺はテーブルの椅子に腰こし掛かけた。

「料理はご自分で？」

「まさか。出来合いのモノを買ってきただけよ」

　少し恥はずかしげに応じたのち、教官も俺の対面に座った。

「さてと、じゃあこぢんまりとした表彰記念パーティーを始めるとしましょうか」

　教官は自分のグラスと俺のグラスに柑かん橘きつ系のジュースを注いでくれた。

「さ、乾かん杯ぱいしましょ？」

　教官がグラスを手に持った。俺もそうする。そうして二つのグラスが直後に音を立てて合わせられ、こぢんまりとした表彰記念パーティーが始まることになった。

　俺と教官は他愛たわいない話で盛り上がろうとするが、どこか中ちゆう途と半はん端ぱにしかならない。

　結局、俺が元に戻もどれなかったことを引きずっているのだ。

　俺もそうだし、教官もそうだろう。

　何より、元に戻れなかったということは、俺たちの関係性はここから進められない。

　──俺が元に戻った暁あかつきには関係性を一歩進ませよう。

　明確な言葉は交かわさないまま、しかし俺と教官はそうした気持ちをあのデートの終わり際ぎわに共有させたはずだった。

　だからこそ、今はこれ以上踏み込めない。

　現状維い持じを図はかるしかない。

　それはしょうがない。

　でも俺は、今の気持ちを改めて、伝えるだけ伝えておこうと思った。もしかしたら困らせるだけかもしれないが、心の奥に黙って仕し舞まっておくことは出来そうになくて──

「──教官……」

　俺は食べる手を休めて、教官の目を見み据すえた。

「何？　どうしたのテアくん？」

「俺は教官のことが好きです」

「……っ」

　いきなりの告白に動どう揺ようするかのように、教官は顔を真っ赤にして目を逸そらした。

「な、何よもぅ……唐とう突とつにもほどがあるわよ……」

「すみません、でも言っておきたくて……そして知っておきたくて……教官はどうなんですか？」

「……え？」

「教官が俺のことをどう思っているのか……ちゃんと聞いたことがなかった気がするので」

　デートのときに俺への好意を思わず口走っていたのは聞いたものの、でもそれは異性としてなのか、あるいは教え子としてなのか、そこらへんは曖あい昧まいだったと思う。

　そもそも、俺が元に戻ったら関係性を一歩進める、というのは『恋こい仲なかになる』という認にん識しきでいいのかどうか。

　色々と判然としていないのだ。

「だから、迷めい惑わくじゃなければ教えてもらえませんか？　教官の気持ちを」

「それは……」

　教官は赤い顔で目を逸らしたまま、しばしの間黙っていた。教官としてはやはり、俺が元に戻ったときにきちんと自分の想おもいを打ち明けたいと考えているのだろうか。

　だとすれば俺はそれを尊重したいし、今はまだ無理に応じなくてもいいですよ、と伝えようとしたのだが──

「あのねテアくん」

　ちょうどそのとき、教官がゆっくりと顔を正面に戻して、俺を見つめたのだった。

　その表情は依い然ぜんとして朱しゆ色いろ。

「一つだけ、確かなことを伝えておくわね」

「……はい」

　改まってそう言われ、急に緊きん張ちようが湧わき上がってきた。嫌いやな報告だったらどうしよう。喜ばしい報告だったらそれはそれでどうしよう。

　だんだんと冷静さが失われていく中で、教官が続けてその口を開けて──

「私はね、テアくんのことが──」

　──とんとんとんっ。

　それは突とつ如じよとして響ひびいたノックの音だった。玄げん関かんの扉とびらが叩たたかれている。

「……へ？」

　教官の言葉を妨さまたげられ、俺が呆ぼう然ぜんとする一方で、玄関の方からガチャリと開閉音。

　そして廊ろう下かからのドタバタと迫せまってくる足音。

　ややあってこの居間に姿を現したのは──

「せーの……──テア、勲くん章しよう授じゆ与よおめでとう！　──ってなんであんた言わないのよ！」

「シャローネと息を合わせるのが気持ち悪いから」

「あ、あんたねえ……！　一人でクラッカー打ち鳴らしたあたしがバカみたいじゃん！」

　と、いきなりヒートアップ気味のシャローネと、冷めた表情でシャローネを見つめているエルザが、こうして姿を現したのだった。──って、冷静に見てる場合じゃない……！

「おいお前ら……なんで今このタイミングで来たんだよ……！」

　俺は久々にキレそうだった。このタイミングでの訪問はない。なさ過ぎる。おかげで教官の言葉を聞きそびれてしまったし、教官は見るからにホッとしている。言わずに済んで助かった……、みたいな表情だぞこれ。

　くそっ、教官が何を言おうとしたのか気になってしょうがない。言わずに済んでホッとしたのはなんでだ？　なんでなんですか教官！　俺を傷付けずに済んで良かった、的な安あん堵どですか？　もしそうなら俺に対する好意はないって言おうとしてたってことですか!?

　ずーん……、と俺のテンションが一気に沈しずみ込んだ一方で、教官は気を取り直したようにシャローネとエルザに話しかけていた。

「シャローネちゃん、それにエルザも、今回はいいタイミングだったわ。いきなりのアポなし訪問で驚おどろいてしまったけれど、よくぞ来てくれたわね」

「あの、ミヤさん……なんかテアが死にそうになってますけど？」

「わたしが慰なぐさめてあげなきゃ」

　そう言ってエルザが俺の頭を撫なで撫でしてくれた。くそ……エルザに惚ほれそうだ。

「状じよう況きようがよく分からないけどエルザにリードはさせないわ！　あたしもやるから！」

　そうしてシャローネまでもが俺の頭を撫で始めたのはいいんだが、俺の頭は別に撫でると御ご利り益やくがあるわけでもなんでもないからほどほどにしてもらいたかった。これを続けられたら絶対にそのうち禿はげる。

「……テアくん、ごめんね？　でもそのうちちゃんと伝えるから、今はまだ……ね？」

　教官がそんな風に謝ってきたので、この件はここでおしまいって感じになった。まあ、しょうがないよな……ここから改めて言い出せるような雰ふん囲い気きじゃなくなったし。

　というわけでその後は、シャローネとエルザも交えて夕食を再開させた。

　そんな中で、教官がふと尋たずねてくる。

「あ、そういえばテアくんはさ」

「はい？」

「これから何かやりたいことってある？　今回の件を乗り越こえたことで、ちょっとひと区切りついた感じがあるし、今後の目標って言えばいいのかな」

「今後の目標ですか？　それならまずは当然、教官を守ることが一番です」

「嬉うれしいけど、命を懸かけられるのはもうこりごりだからね？」

「分かってますよ」

　とは言いつつも、何かあれば俺はまた命を懸けると思う。もちろん懸けるだけであって死ぬつもりはない。最終的には生き残る方向性で全力を注ぐのだ。

「で、教官を守ることの次にやりたいのが、ずっと言ってる悪あく魔まの殲滅です。そして悪魔を蹴け散ちらし続けたその先で、俺自身のルーツを知れたら最高ですかね」

　悪魔の頂点──大魔王ルシファー。俺はもしかしたら、その血を継ついでいるかもしれないらしい。それが真実であるかどうかも含ふくめて、もっと自分について知りたいのだ。

「俺は本当の自分のことを何も知りませんからね。今の俺は全部、人間側から与あたえられた仮かり初そめなんです。だから本当の俺に関して、いつか何か知れれば最高かなとは思います」

「なるほどね」

　頷うなずいた教官は、どこか緩ゆるやかな表情で俺を眺ながめ、

「テアくんがそうしたいなら、私はそれを応おう援えんするわ。でも今の台詞せりふに対してこれだけは言わせて？　──今のテアくんは仮初めなんかじゃないから。今のテアくんだって本物なんだから。ね？」

「……教官……。──ええ、ありがとうございます」

　この人は本当に……優やさしくて、気き遣づかい上手で、最高の女性だと改めて思った。

「テアっ、あたしだって今のテアも本物だって思ってるからね！」

「右に同じく」

　そしてシャローネとエルザにも感謝したい。言うに及およばず、お前らは最高の仲間だ。

　こんな恵めぐまれた環かん境きようの中で、俺は今夜ぐらいはどっぷりと娯ご楽らくに浸ひたることを決めた。

　きっとそうしてもバチは当たらないはずだからな。




　　　　※




　──数時間後。小さなパーティーが終わって、シャローネちゃんもエルザも帰った家の中はとても静かだった。テアくんが寝ねているから特にね。

「テアくん……さっきは本当にごめんなさい」

　ソファーでスースーと寝息を立てているテアくんに私はそう告げる。

　シャローネちゃんとエルザの乱入があって、伝えるべきことを伝えられなかった。

　そして私はそれに安堵してしまった。

　やっぱり胸の内を明かすのは得意じゃないから。

　言わずに済んでホッとしてしまった。

　テアくんには申し訳ないことをしちゃったと思う。

　でもいずれ、テアくんが元に戻った暁には必ずきちんと伝えるから──

「だからそれまで……我が慢まんさせてしまうけど、待っててちょうだいね？　完全な復帰へのサポートを精せい一いつ杯ぱい続けて、養ってあげるから、一いつ緒しよに頑がん張ばっていきましょ？」

　寝ているテアくんに顔を近付け、私はそっと──その唇くちびるにキスをした。

　お恥はずかしながら、それは二六歳独身女、この私ミヤ・サミュエルにとっての……初めてのキスだった。

　──いつか、責任取ってもらうからね？

[image: ]








あとがき









　元々は未亡人──でした。

　なんの話かと言えば、ヒロインの初期設定に関してです。

　でもラノベで未亡人のヒロインはさすがに駄だ目めかなあ、と考え直し、新人賞への応おう募ぼ原げん稿こうを書き始めた段階ではすでにその設定は消しよう滅めつしていました。

　もし今作のヒロインが未亡人設定のままだった場合、この作品は新人賞を獲とることが出来ていたのか否いなか……。気になるところです。




　そんなわけで初めまして。神かみ里ざと大和やまとと申します。なんの因果か、今の流行はやりとかそういうのを無視して自分の好みを出来るだけ詰つめ込んだ、自分による自分のためのお話が受賞を果たしてくれました。流行り廃すたりを調べながらの、少し苦労した今までの投とう稿こう生活は一体なんだったのか！　と叫さけびたいところです。

　しかしですよ？　神里としては流行りを一切無視したはずなのですが、なんだか密かに年上ヒロインの波って奴やつが来ていませんか？　去年のラノベ市場でもそういった作品が幾いくつかありましたし、某ぼう週刊少年誌で絶賛連れん載さい中のラブコメ漫まん画がでも先生キャラが読者投票で一位を取ったりしていましたよね？　ちょうど先生もののアニメもやっていますし。

　神里が素人しろうととしてこれを書いていた時期に年上ヒロイン隆りゆう盛せいの兆しはあまり感じなかったので、そういった現状には大変驚おどろいております。色んな意味で神里のためにずっと続いて欲しい流れですね。




　繰くり返しになりますが、この作品は新人賞投稿時点では、流行を一切無視して、自分の好きなものを詰め込んだだけのお話でした。しかもプロットすら作らず、本当に自分の好きなように流れのままに書き上げた原げん稿こうでしたので、受賞のお電話をいただいたときは、これで受賞しちゃっていいの？　と困こん惑わくしたことを覚えています。もちろん嬉うれしくもあったので、受賞という結果を承ることにしたわけですが。

　ただし前述の通り、勢いだけで書き上げた原稿でしたので、受賞後に改かい稿こうというか全面的なリメイクが待ち受けており、これが非常に楽しくもあり……しかし疲つかれました。

　もしこれを読まれている方の中に作家志望の方がおられましたら、応募原稿はいい加減なクオリティで投稿しない方がいいよ、受賞後が大変だから、とアドバイスさせていただきます。当たり前のこと過ぎてアドバイスになっていない、という異論は受け付けます。

　しかしリメイクのおかげで原稿がレベルアップし、神里自身も成長出来た気がしますので、そんなリメイク作業も今はいい経験だったと思っています。




　ではこの辺りで謝辞をば。

　担当様。度重なる修正へのお付き合い、本当にありがとうございました。今後は修正箇か所しよを減らせるように頑がん張ばります。

　小こ林ばやしちさと様。ご多た忙ぼうの中、拙せつ作さくに別角度から命を吹ふき込こんでいただき、感謝の極みです。素晴らしいデザインの数々には惚ほれ惚ぼれしています。素敵なキャラデザを本当にありがとうございました。一ファンとして、ますますのご活かつ躍やくを期待しております。

　そして、ファンタジア大賞選考委員のお三方や編集部の方々を始めとした、拙作の選考と出版に携たずさわっていただいたすべての皆みな様さまにも最大級の感謝を。

　ではでは。読者の皆様とまたお会い出来ることを祈いのりつつ、今回はこの辺りで失礼させていただきます。
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